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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　赤眸の少年、死の淵より帰還する

Ⅱ　閃光フラツシユ万力ヴアイス、蝶を追いかける

Ⅲ　悪霊女王、花の園に姉妹を誘う

Ⅳ　閃光万力と悪霊女王、雌雄を決する

Ⅴ　赤眸の少年、自然史博物館に虚無を見出す




あとがき
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　エルバ・ナイトロンドは、右目の上に巻き付けていた包帯を慎しん重ちように取り払はらった。

　そっと目を開ける。

　周囲の光景の見え方は、包帯を着ける以前と変わらなかった。視力に問題はない。

「……ただ、傷きず跡あとはでかくなっちまったようだな」

　姿見で自分の顔と向き合いながら、エルバは呟つぶやいた。

　もとより、エルバの右目の上には刀傷があった。上目ま蓋ぶたと下目蓋をつなぐ、一直線の傷が。

　新たな傷は、その傷跡を正確になぞるように刻まれていた。上は額の方へ、下は頰ほお骨ぼねの方へ。傷の全長は以前より長くなっている。

「よくもまあ、眼球をやられなかったもんだ」

　右目を切りつけられた時のことを思い出して、エルバは身を震ふるわせた。

　この傷をつけた男の名はシロー・イシザワ。闇やみ照てらしの魔ま神じんヤミ・ヤタの契けい約やく者しやだったが、今はこの世にいない。

　エルバが殺したからだ。

「どうやら、今後一生をおまえとペアルックで過ごす羽は目めにならずに済んだようだぜ」

　そう言って、エルバはすぐそばに立つ人物に声を投げた。

「そりゃ残念」

　ルナ・ルガ──エルバと契約している氷ひよう結けつの魔ま神じん──は、肩かたをすくめた。

　ルナはさらに何か言おうとした──が、何も思いつかなかった。間の悪い沈ちん黙もくが、室内に落ちる。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　エルバ……」

　アルテキア・バベルハイズ──通つう称しようテッキ──が進み出て、エルバの右目を心配そうにのぞき込んだ。

「大丈夫だ」

　エルバは短く答えた。が、テッキはその言葉をすぐには信用しない。

「視界が狭せまくなっているとか、変な痛みがあるとか、本当にないのですか」

　左手を伸のばして、テッキはエルバの傷を撫なでようとした。

「ねえよ。違い和わ感一つねえって」

　その手から逃のがれるべく、エルバは一歩引き下がる。

　すると、テッキはわずかに悲しげな表情を見せた。

「そうですか。ならいいのですが……」

　消え入るような声で言う。

　調子が狂くるう、とエルバは思った。今のテッキに、普ふ段だんの凜りんとして苛か烈れつな雰ふん囲い気きはまるでない。そこにいるのは、博物館の仲間をただ純じゆん粋すいに思いやる、普通の少女だった。

　ここ半月ほどエルバはベッドで過ごすことが多かったのだが、その間テッキはかいがいしく看護してくれた。食事を持ってきては食べさせようとする、着き替がえを手伝おうとする、等々。初めのうちは気き恥はずかしさもあって看護を断っていたのだが、結局テッキの熱意に負け、しまいにはされるがままになった。

　これまでテッキの苛烈な面ばかりを見てきたエルバにとっては、意外だった。「切り傷なんてツバでもつければ治る」などと無茶なことを言って、万まん力りきで殴なぐってでもエルバをベッドから追い出しにかかる──そのくらいのことを覚かく悟ごしていたのだが。

「いつまでも寝ねてられねえよ」エルバは言った。「そろそろ、通常業務に復帰しなきゃなんねえんだから」

「サクラちゃん捜さがしか。気が重いね」

　普段は軽口を叩たたいてばかりのルナが、深刻な顔で言う。

「いえ、あなたに無理はさせられませんよ」

　テッキは頭かぶりを振ふった。

「まだ怪け我がは完治していないんです。サクラを捜すのはワタクシに任せて、あなたは体力を蓄たくわえなさい」

「いやいや」エルバも首を横に振った。「おとなしく博物館で寝てろだなんて、そんな真似まねできるかよ。そもそも、こんな事態を招いたのは俺の責任だ。俺が始末を付けなきゃならない」

「あなたが全責任を一人で負うことはありません」

　だが、テッキも譲ゆずらなかった。

「大事な時に風邪かぜで寝込んでしまった、ワタクシが悪かったのです。全すべてをあなたに押しつける格好になってしまって……。館長たるこのワタクシが、責任を持ってサクラを博物館に連れ帰るべきなのです」

「いや、そうじゃなくて……」

　エルバはさらに反論しようとしたが、

「……その辺にした方がいいと思うよ」

　ルナが割り込んだ。

「責任のなすりつけ合いじゃなくて、責任の取り合いか。とにかく、君達が自責の念にかられていることはよくわかったよ。でも、こんな事態だからこそ、君達二人が力を合わせるべきだと思うけどね」

「そうそう、そうだぜえ」

　ぬるり、とテッキの袖そで口ぐちから触しよく手しゆが飛び出した。

「ブルティエールは広ひれえんだ。どっちか一人で捜しても、そう簡単にはみつからねえだろ」

　触手に続き、一つ目のついている胴どう体たいが姿を現す。テッキと契約している無む形けいの魔神、ボル・ボルである。

「…………」

　エルバもテッキも黙だまり込んだ。ボルの言葉は至し極ごくもっともだった。

「それにしたって」テッキが言う。「エルバは病やみ上がりなんですから、ワタクシがメインとなって働くべきではありませんか」

「心配無用だ」エルバは言い返す。「寝過ぎで少々体力が落ちているかもしれねえが、少し動けばすぐに元通りになる。ボルの言う通り、二人でやるんだ」

　まだテッキは不満げだったが、大きく息を吐はき出して、肩を落とした。

「……そうですね。わかりました……エルバ、無理は絶対にしないでくださいよ？」

「わかっている」

　エルバが答えると、ルナも言葉を重ねる。

「なあに大丈夫、この僕がついている。エルバが何か無茶をやらかそうとしたら、殴ってでも止めるよ」

「殴るのはいかがなものかと思いますけど……お願いしますね」

　テッキは、エルバが取り払った包帯の山を持ち上げた。

「片づけますよ。ルナ、そっちの床ゆかに落ちているのも拾って頂けません？」

「ああ、いいよ」

　ルナは身をかがめて包帯、ガーゼ類を拾った。それらを捨てるため、テッキとルナは部屋から出て行く。

「…………やれやれ」

　エルバの部屋には、エルバとボルが残された。

「あれ以来、テッキもルナも妙みような感じだな。妙に気を遣つかわれているというか……。何一つ変わらないのはおまえだけだぜ、ボル」

　ぽん、とエルバはボルの頭を叩いた。

「まるで、俺はおまえに一いつ切さい気を遣ってない、って言っているように思えるな」

　ボルは言う。

「時には、気を遣われるのが重荷に感じることもあるんだよ」

　エルバは大きなため息をついた。







　かつて、この星には魔ま王おうがいた。

　魔王は八柱の魔神と無数の悪魔を従え、星の王として君臨していた。

　人類は魔王の暴ぼう虐ぎやくなる支配に長いこと耐たえ続けていた。が、やがて人々は、悪魔達を使し役えきする方法を知り、その力をもって魔王に対たい抗こうした。魔王はしろがねの悪あく竜りゆうを駆かって人々と戦ったが、ついに打ち倒たおされた。人々は魔王を封ふう印いんすることに成功し、新たなる星の支配者となって、ドース連れん邦ぽうを樹立した──

　伝承に語られるこの戦いを、「魔王戦争」と呼ぶ。もっとも、この話を額面通りに受け取る人間は多くない。魔王と聞くとおどろおどろしくはあるが、その実体は悪魔の使役に長たけた暴君であろう。その正体はあくまで人間に違ちがいない、と。それが現在のドース連邦の常識だ。

　だが常識は、必ずしも真実であるとは限らない。

　遠い昔、実際にいたのだ──悪魔の王、と呼ばれるにふさわしい存在、魔王ブラナ・ラ・モートは。

　封印後百年を経て、魔王ブラナは覚かく醒せいを果たした。覚醒とはいってもその意思のみが復活しただけであって、かつての姿にはほど遠い。ブラナはドースの大気中に含ふくまれる塵ちりを使い、自らのかりそめの姿を作り出した。限りなく幻げん影えいに近い、何の力も持たぬ姿を。

　完全な復活を果たすため、ブラナは依より代しろを求めた。悪魔が依代に取りつくことでその姿を現すように、魔王もまた顕けん現げんするためには依代を必要とする。星の王として再臨するために、依代は慎しん重ちように選ぶ必要があった。魔王の力に耐え得うる、心身ともに頑がん健けんな人間を、魔王は求めた。

　だが、そのような人間をどのようにして特定すればいいのか？

　ブラナは一計を案じた。依代候補を集めた後、その候補達を相争わせることによって選定すればいい。

　一いつ般ぱん的な悪魔は、ピタリと張り合わされた二枚の円盤レンズという実体を持つ。これを両目にはめることによって、召しよう喚かん主しゆは悪魔を召喚することができるのだ。

　魔王の円盤は全部で八枚存在する。それぞれが、魔神という存在を召喚する力を持つ。魔神とは、魔王に次ぐ力と人格とを持つ、悪魔の上位存在だ。ブラナはこれを依代候補に一枚ずつ貸し与あたえ、契約を交かわさせた。「他ほかの魔神とその契約者を全すべて滅ほろぼせ。勝ち残ることができたら願いを一つだけ叶かなえてやる」という条件で。




　ブラナが覚醒を果たした時、八枚の円盤はブルティエール内の八カ所に封ふうじられ、八つの守護家によって守られていた。

　その時の守護家の当主の一人に、ベイセル・アードレーという男がいた。彼は死病に苛さいなまれ、長くても数年持たないという身の上だった。

　そんな彼のもとにブラナは現れ、こう持ちかけた。

「私の封印を解除して、自由の身にして欲しい。そうしてくれたら、君の死病を治して、ついでに永遠の若さを与えてやろう」

　封印後百年を経て、各守護家の者は与えられた使命の重みというものを忘れつつあった。加えて死の恐きよう怖ふに怯おびえていたアードレーは、この申し出を受け、魔王の円盤の封印を解いた。そして魔神と契約をし、他の守護家の封印をも破りにかかった。

　封印後初の危機的事態に、各家の判断は大きく分かれた。アードレーばかりが恩おん恵けいを受けるのはずるい、と自らも魔神と契約した者もいれば、代々受け継つがれてきた務めを放ほう棄きするとは何事か、と抵てい抗こうする者もいた。

　後者の側は、しかし困難な問題に直面することとなった。魔神の力は、普ふ通つうの悪魔の力をはるかに超こえている。そんな奴やつらと、どう戦えばいいというのか。

　救いの手を差し伸べたのは、意外にも魔王自身だった。ブラナは「魔神と戦うために、魔神の力を貸してあげよう。もし勝ち残ることができたなら、『魔王を再封印したい』という願いを叶える」と申し出て、どの守護家にも魔神の力を貸したのである。

　かくして、八守護家による殺し合いは始まった。血で血を洗う抗こう争そうの結果、勝ち残ったのはベイセル・アードレーだった。かくして魔王の円盤は野に放たれたのである。この戦いを、ブラナは「八眼デイアボリツク争覇パーテイ」と名付けた。

　ただし、ブラナはすぐにはアードレーを依代とはしなかった。それどころか、その後数年から十数年おきに、八眼争覇を何度も開かい催さいした。依代は一人でいいはずなのに、何故なぜ何度も八眼争覇を行うのか、その理由はブラナ自身しか知らない。だがともかく、八眼争覇は開催されるたびに一人の勝者を生んできた。そのたびにブラナは勝者の願いを一つ叶え、副賞として永遠の若さを与えた。その事実をエサにしてブラナは次の参加者を集め、繰くり返し八眼争覇を行ってきた。




　そして現在、第九回目の八眼争覇が開催されている。半年の間に何度も死し闘とうが繰り返され、現在参加者は半減していた。エルバとテッキは、その生き残りメンバーである。

　八眼争覇の参加者は殺し合うのが基本だが、二人は同盟を組んでいた。目的が一いつ致ちしていたからだ──チェビアト・ナイトロンドの仇かたきを討つ、という。

　チェビアト、すなわちエルバの父は、バベルハイズ自然史博物館の職員として働きつつ、前回の八眼争覇に参加した。それより以前に父を亡なくしていたテッキにとっては、チェビアトは父のような存在だった。

　チェビアトはルナ・ルガと契約し、もう一歩で八眼争覇に勝ち抜ぬける、というところまで迫せまったものの、最後の戦いに敗れて死んだ。エルバもテッキも、チェビアトの仇を取りたいと望んでいた。だからこそ手を組み、ともに願いを果たそうとしてきたのだった。その願いは半月ほど前に果たされたが、いまさら同盟を解消する気などさらさらなかった。

　この「博物館同盟」にはもう一人メンバーがいる。その名はカエデ・ニカイドウ、電でん光こうの魔神マロ・マロの契約者だ。







「あ、いらっしゃいませ……」

　クラヴリー・ガーディアンの隠かくれ家がを訪おとずれたカエデ・ニカイドウは予想外の出で迎むかえを受けた。

　玄げん関かん先さきにいきなりメイドが出てきたのである。

「誰だれだおまえは」

　驚おどろきつつ尋たずねる──が、カエデはその疑問に自分で答えを出した。その顔はつい半月ほど前に見たことがあった。それも、ただの知り合いではない。

　殺し合いをした相手だ。

「…………!!」

　気がついて、カエデは飛びすさった。と同時に、腰こしにさしたカタナの柄つかに手をかける。

「……ランコ・スーパーフォーク！」

　叫さけんで、ねめつけた。

　すると、ランコは意外な反応を示した。

「ひっ!?」

　小さな悲鳴を上げると、こてんとその場に尻しりもちをついたのである。

「な……なにするんですか……!?」

　震える子犬のような目で、カエデを見つめ返す。

「…………は？」

　カエデは心底驚いた。自然と警けい戒かいが解ける。

　ランコの怯え方は尋じん常じようではない。これが演技であれば、今すぐ劇場でデビューできるだろう。半月ほど前に渡わたり合った相手とは、まるきり別人だった。

「あーあー。何をしているでおじゃるか」

　背後からの声に振り返ると、マロ・マロが進み出てきた。

「マロどもは、ここの主人に会いに来たでおじゃるよ」

　軽快な声で言って、マロはランコに手を伸ばす。

　紳しん士し的な行こう為いだった──が、安心して手を取るには、マロの顔が異い貌ぼうに過ぎた。彼の顔は白く、目と鼻がなく、ただ口があるのみ。ランコはますますあとじさった。

「あ……あなた方は、何者なんですか……!?」

「あなた方って……」

　カエデは混乱した。つい半月ほど前に戦った相手を、こいつは忘れているのか？

「怪あやしい者ではないでおじゃる」

　けれども、ランコの反応が織り込み済みであるかのような態度を、マロは取った。

「ガーディアンどのに取り次いでいただきたいのでおじゃるよ」

[image: ]

　害意がないのを示すべく、マロは両手を大きく広げる。

「は……はい……」

　やっとランコは落ち着いてきた。

「すいません、驚いちゃって……今すぐご主人様を呼んできますね」

　軽くスカートを払はらった後にランコは身を翻ひるがえし、家の奥に消えていった。

「……ご主人様……？」

　カエデが声を漏もらした。

「はて、カエデ、ひょっとして何も知らんのでおじゃるか？」

　マロの問いかけに、カエデはキッとまなじりを吊つり上げる。

「何のことだ！　というかそもそも、ランコが生きていたなんて聞いてないぞ！」

「ところが、生きていたのでおじゃるよ。マロの能力逆流スピンオフを食くらっておきながら、運良く一命を取り留めおってな」

　半月前、カエデは「氷結の鬼き神しん」を操あやつるランコと戦い、電光の能力逆流をもって彼女を倒たおした。てっきり死んだものと思っていたが──自分で死体を検分したわけではなかった。

「その後、クラヴリーがあの娘むすめを拾いおった。あの男、あの娘がバルヒーヨのもとにいた頃ころから目をつけておったのは覚えておろう？　クラヴリーがこの隠れ家で引き取って、療りよう養ようさせてやったのよ。で、メイドに仕立て上げてやったというわけさな」

「……呆あきれた野や郎ろうだ」

　カエデはがっくりと肩かたを落とした。

「しかしそれにしても……ランコの方が、よくそんな待たい遇ぐうを受け入れたな」

「それはそれ」マロは答える。「あの娘、記き憶おくを失っている様子でな」

「……なるほど」

　魔ま神じんの能力のうちに、「人間の記憶をいじる」というものがある。それは意図的に使用されることもあるし、能力逆流の副作用的に勝手に起きることもある。例えば、獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの放つ能力逆流、青い炎ほのおに巻かれた人間は、ときに記憶障害を起こす──ネアの意思とは関係なく。

　そんな現象が、ランコの身にも起こったらしい。

　少しして、ランコはぱたぱたと足音を立てて戻もどってきた。

「ご主人様がお待ちです。お上がり下さい……」

　どうぞ、とランコは一礼した。

「まるっきり別人だな……」

　カエデは小声で呟つぶやいた。

「記憶を焼かれると、人間性まで変わるのか？」

「あり得る話でおじゃろ」マロは応じた。「人の心を形作るのは、蓄ちく積せきされてきた記憶よ。記憶という礎そ石せきが砕くだかれれば、その上に築き上げられたものはおのずと崩くずれる。マロも最近、そのことがわかってきたでおじゃる」




「やあカエデ、こんにちは」

　クラヴリー・ガーディアンは満面の笑えみをもってカエデを出で迎むかえた。

「……幸せそうな生活を送っているようで、何よりだ」

　力ちから一いつ杯ぱいの皮肉を、カエデは声に込こめた。

「いやあ、幸せだよ、ここしばらくは」

　クラヴリーは皮肉をこれっぽっちも意に介かいさなかった。

「メイドさんのいる人生がいかに充じゆう実じつしたものか、これは体験者でなければわからんよ」

　ゆるんだ顔つきでたわけたことを語るこの男は、元軍人で、脱だつ走そう犯はんで、かつ八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者だった。今はブルティエールの裏社会を仕切る犯罪組織マーレボルジュの傘さん下かの会社の一員として、訪問販はん売ばいなどを営みつつ、エルバ達自然史博物館の協力者として活動している。

「それより、そっちはどうかね」クラヴリーは質問を投げ返した。「事務処理とか、大変じゃないのかな」

「ああな。まあ、どうにか片は付きそうだ……」

　おのずと、カエデの声は重くなった。

　つい半月ほど前まで、カエデは私立探たん偵ていオリオール・カナティックのもとに厄やつ介かいになっていた。探偵助手として食くい扶ぶ持ちを稼かせいでいたのである。が、半月前にカナティックは不ふ慮りよの死を遂とげた。せめてもの恩返しをしなければ、とカエデが死後の後始末──遺産の処理とか、事務所の閉へい鎖さとか──を買って出たのである。

「先生は身辺整理を済ませていたから、私のやることなんて、事務手続きが滞とどこおりなく進むのを見守るだけだ。さしたる問題もないし、あとは時間の問題だろう」

　カエデは頭かぶりを振ふり、カナティックの身の上に起きた悲劇のことを追い出した。

「しかし、ランコは元気だな。あいつ、私の能力逆流で重傷を負ったんじゃなかったのか？」

　見る限り、ランコは不自由なく活動できているようだった。

「ああ、重傷だったよ。だが、脅きよう威いの回復力を見せてくれた。私の愛あふれる介かい護ごのおかげだな」

　真しん剣けんな顔で、クラヴリーはさらりと答えた。

「…………」

　にわかには信じがたい、という顔をカエデはした。

「エルバも活動を再開したんだろ？　聞いているよ。彼が回復したのなら、ランコも回復してなんの不思議があるかね。個人的にはもう少し寝ねていてもらった方がいいと思うんだが、彼女が『助けてもらった以上、いつまでも寝ているわけにはいきません』と言い出してね」

「……記憶がないうちはそれでいいだろうが、記憶が戻ったらどうするんだ」

　カエデは問うた。

　クラヴリーとランコもまた、殺し合いをした仲である。八眼争覇の参加者、サイクス・バルヒーヨとの戦いの折、クラヴリーはエルバの協力者として、ランコはバルヒーヨの配下として、直接ぶつかりあった。クラヴリーはフォークで手に穴を空けられるなどの怪け我がを負ったものの、ランコを打ち倒たおすことに成功した。ランコがクラヴリーに対する恨うらみを持っていても不思議ではない──記憶が残っているならば。

「その時はその時さ。彼女がそうしたいというのなら、私は喜んでフォークに刺さされて死ぬ」

「…………」

　またもやカエデは呆れて黙だまり込んだ。

「……で、今日は何の用事かな」クラヴリーは話題を切り替かえた。「ま、こうやってだべるのも悪くないがね」

「エルバが活動を再開した」

　少し前のクラヴリーのセリフを、カエデは繰くり返した。

「なので、改めて頼たのみに来た。ヤミ・ヤタの契けい約やく者しや……サクラ・イシザワを捜さがして欲しい」




　エルバは父の仇かたき、シロー・イシザワを討うち果たすことに成功したが、大きな代だい償しようを支し払はらうこととなった。サクラ・イシザワの離り反はんである。

　長年探し求めてきた父の仇の正体は、よりにもよって同じ博物館員、サクラの生き別れの兄だった。彼は前回の八眼争覇の勝者となったものの、その行状のあまりの悪さから失格を宣告された。ただし切り捨てるには惜おしいということで、特別な処置として、次の回──すなわちエルバ達の参加回──にシード選手として参加することになったのだった。

　サクラは困った立場に立たされた。片や博物館の仲間達、片や生き別れの兄。その二者が激げき突とつコースに入っているのを見て、サクラはその間に割って入ろうとした。どうにか対決は避さけられないのか、と和解の道を模も索さくしたのだ。

　だが、彼女の努力もむなしく、エルバとシローは対決した。その結果は、エルバがシローを惨ざん殺さつするという凄せい惨さんなものだった。戦いのさなか、エルバは思い出してしまった──いかに卑ひ劣れつかつ残ざん酷こくな方法で、シローがチェビアトを殺したか。それはエルバの理性を失わせるほどのものだった。

　さらに間の悪いことに、サクラはエルバがシローを惨殺する一部始終を目まの当たりにしてしまった。普ふ段だんは温厚なサクラも、この時ばかりはひどいキレ方をした──激げき怒どのあまり、シローとの激げき闘とうで半死半生になりかけていたエルバに、とどめを刺そうとしたのである。

　けれども、エルバは一命を取り留めた。魔ま王おうブラナ・ラ・モートが割って入り、サクラに提案をしたからだった。

「兄の復活を賭かけて、今から八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加しないか？」

　サクラはそれを吞のんだ。魔王の瞳ひとみを受け取ってヤミと契約し、サクラはいずこかへと去っていった。

　エルバ、テッキ、カエデの三人は同盟を組んで、八眼争覇がこれ以上進行しないよう食い止めるつもりでいた。だがその目算は大おお幅はばに狂くるってしまった──三人を敵と目する契約者、サクラが現れたことによって。




「魔王様と来たら、遠えん大だいな罠わなを仕し掛かけているものだな」

　クラヴリーはそう言って肩をすくめた。

　彼もまた、魔王の遠大な罠によって八眼争覇に参加することとなった人間の一人だった。

　十年前、ドース連れん邦ぽうを二つに分かつ戦争が起きた。東部州連合と西部州連合が激突したこの争いにあって、一隊の指揮官として東部軍に参加していたクラヴリーは、一つの村を虐ぎやく殺さつして全ぜん滅めつさせた、という汚お名めいを被こうむって首都に帰き還かんする羽目になった。世に言うオーラン虐殺事件である。

　クラヴリーは終身流る刑けいの判決を受けて、流刑島デスドレッド島に流された。だが、オーラン虐殺事件は彼の起こしたことではない。濡ぬれ衣ぎぬを着せられたのだ。一体誰だれが何のためにあんな事件を企き画かくし、クラヴリーを冤えん罪ざいに陥おとしいれたのか。真実を求めるために、クラヴリーは虚こ空くうの魔神ミナ・ミグとともに八眼争覇に参加したのである。

　もっとも、その真実を見つけたのは、彼が八眼争覇から脱だつ落らくしたあとのことだったが。

「そうでおじゃるな」マロが首しゆ肯こうした。「数打ちゃ当たる、とばかりに色々と仕掛けてきたのであろ。たまに当たりが出ればよい、程度の感覚で」

「サクラを止めなきゃならない」

　口を引き結び、カエデは言った。

「だが、そのためにはサクラがどこにいるのか、捜さがし出す必要がある」

「道理だ」

　クラヴリーは短く答えた。が、あまり浮うかない顔をする。

「……どうした？」

「協力したいのはやまやまなんだがね。片手間でしかできないと思う」

「なんでだ。おまえ、そんなに訪問販はん売ばい稼か業ぎようが忙いそがしいのか」

　つい半月前、カエデはクラヴリーからストッキングを山ほど買わされたばかりだった。

「いや、そっちはどうとでもなる。ただ、別件でバイトを引き受けていてね」

「バイト？　また棒ぼう石せつ鹼けん配りか」

　棒石鹼という単語に、クラヴリーは眉まゆをひそめた。

「私は毎日毎日棒石鹼を配り歩いているわけじゃない。少なくとも、ここ数日はやってない」

「……なんにせよ、バイトなんてちゃっちゃと終わらせてしまえばいいだろう」

「そうもいかない理由が二つある」

　クラヴリーは指を二本立てた。

「一つ、そのバイトは簡単に終わらせられる種類の仕事ではない。そしてもう一つ、そのバイトはアンテノラから直々に頼まれた」

「アンテノラだと」

　驚おどろきの声を、カエデは上げた。アンテノラ──マーレボルジュの首領、東番外地の支配者。それは、マーレボルジュの庇ひ護ごを受けるクラヴリーにとっては、逆らうことのできない名前だ。

「ああ、そうさ。少し前、わざわざこの家にやってきた。いやー、驚いたよ」

　軽く笑いながら、クラヴリーはその経けい緯いをカエデに語った。




「君も気づいているのではないのかね？　最近、警察の締しめ付けが厳しいことは」

　と、アンテノラはテーブルの向こう側で切り出した。

「ああ……そうですね。よく聞きますよ、誰が捕つかまったとか、誰が警官に殴なぐられたとか。イヤな話ばかりですねえ」

　クラヴリーはゆったりと構えていた。が、それはあくまで外見上の話、内心では一体何を持ちかけられるのかとドキドキしていた。

「何故なぜこんなことになったのか、原因を知っているかね？」

「……さあ。よく存じませんが」

　アンテノラの質問に、クラヴリーは頭を横に振る。

「つい最近、警官が四人殺された。二人は東番外地で氷こおり漬づけにされ、もう二人は三十八区で内臓を引きずり出された。三十八区も東番外地みたいなものだから、四人ともマーレボルジュの支配下の地で殺された、と軍警察は認にん識しきしている。そして、その犯人はいまだに捕まっていない」

「…………」

　クラヴリーは、努めて無表情を装よそおった。

「軍警察は、この事態を沽こ券けんにかかわると考えている」アンテノラは続けた。「だから最近、東番外地に激しい手入れを繰くり返しているんだ。困ったものだよ……我々としては、商売あがったりだ。若い連中は、軍警察と全面対決すべしと盛り上がっているとも聞く。愚おろかなことだ……軍警察と全面対決して、何の益があるというのか。秩ちつ序じよ的な共存共栄路線こそが、我々の唯ゆい一いつの生きる道だというのに」

「そうですね」

　クラヴリーは相あい槌づちを打った。マーレボルジュとは、あくまでも企き業ぎようの連合体なのだ──ただ、ちょっと順法精神に欠ける企業が集まっている、というだけで。

「荒あらぶる軍警察を鎮しずめるには、生いけ贄にえを捧ささげるしかない。というわけで、君に頼みに来た」

「……と言いますと」

　クラヴリーは尋たずねたが、何を言われるか既すでにだいたい予想がついていた。

「警官を殺した連中を捜し出してくれないかね？　それができない限り、マーレボルジュに明日はない」

「…………」

　つい、クラヴリーは黙り込んだ。

「無理かね？」

「いえいえいえ」慌あわててクラヴリーは手を振った。「引き受けさせて頂きます。脱走犯の私がこうしてまともな生活を営めているのもマーレボルジュのおかげですからね。恩返しのつもりでやらせてもらいますよ。ただ……」

「ただ、何かね」

「なんで私を指名するんです。マーレボルジュの王ならば、専属の調査員の一人や二人、いてもおかしくないと思いますが」

「噂うわさを聞いたのさ」とアンテノラは答えた。「東番外地に秩序をもたらす使者、棒石鹼マンの噂を」

「…………ま……そう言われているのは知ってますがね……」

　クラヴリーは認めた。

　現在のクラヴリーの本業は訪問販売業だが、バイトとしてマーレボルジュの仕事を請うけ負っていた。マーレボルジュに逆らう者、特に罪状の深刻な手合いに棒石鹼を配る仕事だ。クラヴリーの役割は、棒石鹼を対象の口の中にねじ込み、窒ちつ息そく死しさせること。

　その手て際ぎわの良さは、東番外地の噂になるほどだった。今では母親が子供をしつける際に引き合いに出される程ほどだとか。「好き嫌きらいをしていると、棒石鹼マンが来ておまえ達に棒石鹼を食わせるよ」とかなんとか。

「聞けば、その正体は、少し前にデスドレッド島で脱走騒さわぎを起こした、かのクラヴリー・ガーディアンだという。会いたくなってみたのだよ」

「それは、名めい誉よと解すべきなのでしょうね。ともかく、微び力りよくを尽つくさせてもらいます」

　営業スマイルを装い、クラヴリーは答えた。

「それは結構」

　アンテノラは満足げな笑えみを浮かべた。




「待てよ」

　カエデは口を挟はさんだ。

「ってことは、つまり……」

「そう」クラヴリーは頷うなずいた。「私は、生いけ贄にえとなる娘むすめを抱かかえ込んでいる」

　室外に通じる扉とびらを、クラヴリーは親指で示した。

「すいません、遅おくれました……」

　と、ちょうどその時扉ががちゃりと開き、紅茶道具一式を載のせた盆ぼんを抱えたランコが入ってきた。

「……お邪じや魔までしたか？」

　クラヴリーとカエデ、二人の驚おどろきの表情を見て、ランコが言う。

「いや、問題ない」クラヴリーは平静を繕つくろった。「ありがとう、いつも」

　ランコは手早く紅茶を仕立て、クラヴリー、カエデ、マロの前に紅茶を出した。

　その手つきは慣れたものだった。元から素そ養ようがあったのか、それともクラヴリーが速そつ攻こうで仕込んだのか──そんなことを考えつつ紅茶に手を伸のばそうとして、カエデはあることに気がついた。

「これは……」

　皿の上には、ティーカップと一いつ緒しよに、小ぶりのフォークが載っていた。

「ティーフォークですが、何か？」

　少し目を大きく開いて、ランコは微笑ほほえんだ。

「君は紅茶をスプーンですくって飲む派かね？」

　クラヴリーは紅茶に砂糖を落とし、フォークでかき混ぜていた。

「どうせ混ぜるのにしか使わないんだ。細かいことは気にするな」

「…………」

　カエデはあまり深く考えないことにした。砂糖とミルクを入れて、フォークでかき混ぜる。

「下がっていてくれ」クラヴリーはランコに声をかけた。「何かあったら呼ぶから、楽にしていて」

「わかりました。それでは失礼しまーす」

　スマイルを浮かべて、ランコは退室していった。

　完全に気配が消えてから、クラヴリーは声を潜ひそめた。

「ああその通り、警官を凍こおらせて殺したのはランコだ。だが今の彼女にはその記き憶おくがない。そんなランコを、マーレボルジュのために売り払はらうなんてことができると思うか？」

「……なるほどな……」

　クラヴリーもまたえらい板いた挟ばさみにあっているのだ──という事実を、ここに至ってカエデは悟さとった。

「想像してみろ」クラヴリーは続ける。「何も知らないランコが警察に引っ張られていく様とか、留りゆう置ち場じようで一人怯える様とか。そんな目には遭あわせられないだろ？」

「まあ……そうかもしれないが……」

　その言を認めつつも、カエデはクラヴリーの妙みような熱意に引いていた。

「そんなことになったら、俺は自ら棒石鹼を飲んで死ぬ」

「大した覚かく悟ごだな……。自力で棒石鹼を丸飲みしようだなんて……」

「ああ。地じ獄ごくで責め苦を受けるたび、口から泡あわを吹ふくことになるだろう。だから、どうしても見つけなければならない。残り二人の方を殺した奴やつを。そっちに責任を負ってもらう必要がある」

「そっちを捜さなければならないのか」

　カエデは沈しずんだ声で呟つぶやいた。

「言うのは簡単だが、そう簡単に行くかどうか、だな……。期限はあるのか？」

「特に言われてはいない。ま、ランコの正体を知られるまでに……というところかな。しかしどうやって捜したものか」

　クラヴリーは真しん剣けんな悩なやみ顔を浮かべた。

「はあ」カエデも息を吐はき出した。「なるほど、今回はあなたの協力は得られそうにないな」

「悪いね」とクラヴリー。「もっとも、捜そう査さの途と中ちゆうでそっち関係の話を耳に挟むこともあるだろう。お互たがい、情報交こう換かんの機会は持とうじゃないか。近いうちに博物館に行こうと思っていたところだし」

「博物館？　何しに？」

「デイジーなら、警官殺しに関する軍警察の動向について探さぐれるんじゃないかと思ってね」

　デイジー・コ・クラスト。十年前、クラヴリーの従じゆう僕ぼくを務めていた女性だ。その後警察勤務を続けていたが、三ヶ月ほど前に辞職し、現在は自然史博物館の事務員となっている。

「わかった。デイジーに話を通しておく」

「よろしく」

　カエデが言うと、クラヴリーは頭を下げた。







「首しゆ尾びはどうかなー？　フィールディング君」

　地下研究所に帰還したフィールディングを、ジーニー・セブンデイ・ルンホルムは研究室で待ち受けていた。

「あまり、よくはない」

　しばらく考えてから、フィールディングは正直に答えた。

「ふーん……」

　わずかに疑いのこもった視線を、セブンデイはフィールディングに振ふり向けた。

　現在、セブンデイは研究所の名誉所長という役職名を名乗っている。六十年ほど前に、実際にこの研究所の所長を務めていたが故ゆえだ。

　今の彼女の姿、若々しい娘の姿からは、にわかに信じることはできない。だが事実は事実だ──セブンデイは八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜ぬいて、魔ま王おうから永遠の若さを授さずかった人間なのだから。

　悪魔研究に多くの時間を費ついやしてきた彼女の願いは、悪魔創造の知識を得うることだった。魔王は望み通りに悪魔を生み出す知識をセブンデイに与あたえ、セブンデイはそれをもって南海の孤こ島とうデスドレッドへこもった。その地で試作を何度も繰くり返し、そしてついに、魔神の力に匹ひつ敵てきしうる円盤レンズを作り出すことに成功した。

　それらにセブンデイは「鬼き神しん」という名をつけた。鬼神シリーズは魔神と同じく全八枚、その顕けん現げんの仕方、能力はまるっきり異なるが、それぞれに魔神と同じ名を与えた。

　その力がいかほどのものか証明するために、セブンデイは「セブンデイズ・デモニアクス」というチームを組んだ。鬼神の円盤を何人かの人間に貸し与え、現行の八眼争覇に乱入する形で魔神達に戦いを挑いどんでいる。

　ところが今、彼女は困った事態に遭そう遇ぐうしている。幻げん影えいの鬼神の円盤を与えたクルト・キングスリー、氷結の鬼神の円盤を与えたランコ・スーパーフォークがカエデ・ニカイドウに敗れた結果、鬼神の円盤二枚を接収されてしまったのだ。

「不ふ愉ゆ快かいなんだよねー。僕が手て塩しおにかけて生み出した作品が他人の手に落ちて、僕は触さわることもできないってのは」

　この日セブンデイは、身体からだの線が出たシンプルなドレスを着ていた。ノースリーブで、スリットが腰こしあたりまで入っており、スカートの隙すき間まから足が覗のぞく。これは彼女が作り出した無形の鬼神の力によるものだ。何の戦せん闘とう能力も持たないが、その時の気分によって自在に衣い装しようを変えることができる。

「できれば、急いで欲しいんだよねー。さもないと、君の円盤を取り上げて、別の人に貸しちゃうよ。そうなったら君、困るでしょ？」

　セブンデイは、フィールディングのそばにたたずむ少女に目を向けた。

「…………」

　少女はフィールディングにしがみついた。

　見た目は十二歳くらい、どこにでもいそうな少女だ──唯ゆい一いつ、片目を音おん符ぷ型の眼帯で隠かくしているという点を除けば。

　彼女の正体は闇やみ照てらしの鬼神、セブンデイの創作物である。現在はフィールディングによって召しよう喚かんされ、フィールディングの妹ヘンリエッタの姿を取っている。ヘンリエッタは三ヶ月ほど前、ボンダーマンとスパーキンという二名の警察官によって殺された。今の彼女は、フィールディングの記き憶おくから再構成された存在だった。

「たしかに、困る」

　フィールディングは正直に答えた。

「俺がヘンリエッタとともに過ごすことができるのも、あんたのおかげだということは重々承知している」

　手を伸ばして、フィールディングはヘンリエッタを引き寄せる。

「だから、やってやるさ。魔神を打ち倒たおし、俺はヘンリエッタとの生活を手に入れる。だが、──」

　淀よどんだ光をたたえた視線を、フィールディングはセブンデイに返した。

「敵は魔神だ。ことは慎しん重ちように運ぶ必要がある。その点は認めてくれるよな」

「まあねー」セブンデイは答えた。「博物館には今、三柱の魔神がいるものね。さすがに、そんな場所に特とつ攻こうしろとは言わないよ。……悪かったね、急せかしたみたいで」

　自分の非を認めるようなことを言い、肩かたをすくめる。

「ただ、……君は以前、博物館の人達と面識があったみたいだからね。その関係で手を抜いている、なんてことがあったら困るかなー、とも思うのさ」

「それは心配無用だ」

　無表情のままにフィールディングは答える。

「縁えんがあったのは認めるが、連中とは義理も何もない。なのに、俺がやるべきことをやっていないと思われているのなら、不本意だな」

「ごめんごめん。悪かったよ」

　腰こし掛かけていたデスクから、セブンデイは降りた。

「タイミングを狙ねらっている」フィールディングは言う。「どうやら、エルバ・ナイトロンドが復調して、出歩き始めるようだ。病やみ上がりは狙い目──そうじゃないか？」

「ごめんって言ってるでしょ？　僕が浅せん慮りよだった」

　愉快そうに笑って、セブンデイは歩み寄り、上うわ目め遣づかいでフィールディングを見上げた。

「よく考えたら、君は元警官だったねー。僕みたいな素人しろうとが、君に人狩がりの指示をするだなんて、実に愚かしい話だった。僕も、悪魔の創造について素人からどうこう言われたら、そいつを殺したくなる」

　ニ、と唇くちびるの端はしを吊り上げる。

「気にしないでやってね。ホタルとコーマックのことも君に任せるし──って、そういや二人はどうしてるの？」

「あいつらは、自由にさせている」

　フィールディングは答えた。

「鬼神の力を使いたくてしょうがないようだ。無理に抑おさえつけるよりは、少し目だってもらった方がいいと思った」

「なるほど、彼女らのガス抜きと、博物館の連中をおびきだすのと、一石二鳥ってことかな」

　セブンデイが言うと、フィールディングは訂てい正せいした。

「そういう言い方なら、一石三鳥だろう。もう一人の契けい約やく者しやをおびき出せる可能性だってある」

「なるほどね。ヤミの契約者も、か。とにかく、頑がん張ばってよね」

　セブンデイはフィールディングにキスを投げた後、くるりと身を翻ひるがえし、研究室の奥に消えていった。

「…………」

　その背中を見送りながら、フィールディングはもう一度ヘンリエッタの身体を抱だき寄せた。







　東番外地の片かた隅すみを、二人の少女が走っている。

「こっちがいいと思うですぅ」

　先導する少女は、オーラン人だった。頭には角があり、眼鏡めがねをかけている。片手には大事そうに熊くまのぬいぐるみを抱き、もう片手で連れの少女の手を引いていた。

「任せるよ……。僕は余所よそ者ものだからさ」

　引っ張られているのは、銀ぎん髪ぱつの少女だった。向かい風に長い髪かみをなびかせて、必死に走っている。

「待て！　オラァァ──ッ!!」

　そんな少女達を追う悪あく魔まは、全部で四体。オオツノミノタウロスやらリザードマンやら、雑多な悪魔の集まりだ。共通点は、召喚主が皆みな怒いかり心頭になっていること。

　その原因は、銀髪の少女が抱かかえているバッグにあった。女性用の物で、中には大金の収まった財さい布ふがあるが、それは彼女達のものではない。

　ほどなくして、少女達の足は止まる。行き止まりに突つき当たったからだった。三方を高い壁かべで囲まれており、引き返そうにもすぐ背後まで追っ手が詰つめかけてきている。

　銀髪の少女としては、オーラン人の少女に文句の一つでも出るようなシチュエーションだ。だが、

「……なるほどね。ここなら、何が起きても人がこなさそうだ。ンフフ」

　むしろ銀髪の少女は、相手のナビゲーションを褒ほめた。

「とうとう捕つかまえたぞ！」

　追っ手達は横に広がり、少女達の逃とう走そう経路を塞ふさぐように立った。

「そいつは俺達の物だ！　返してもらおうか！」

　先頭のミノタウロスが、少女の持つバッグを指さす。

「俺達の物？」

　オーラン人の少女が言い返した。

「この女物のバッグがですかあ？　お兄さん、声の割に、意外な趣しゆ味みをしているですねえ？」

「ンなわけあるか！」ミノタウロスは反論する。「そいつは俺達がひったくったんだ。てめえら、横取りなんて許されると思っているのか!?」

「許すも許さないも……僕は、マーレボルジュの人間じゃないんでね。ここのローカルルールなんて知らないよ」

　何ら臆おくすることなく、銀髪の少女は言い切った。

「だったら、今から覚えてもらおうか」とミノタウロス。「今すぐ、そのバッグを俺達に返せ。自主的に返してくれたら、追加で百発殴なぐるだけで許してやる。良心的だろ？」

「ンフフ。良心的？　聞いて呆あきれるね」

　さも愉ゆ快かいそうに、銀髪の少女は肩をすくめた。

　そろそろ、窃せつ盗とう団だんは違い和わ感を感じ始めた。この少女、見た目の割には、随ずい分ぶん堂に入った立ち振ふる舞まいをする、と。

「じゃあ、返さなかったら、どうするんだい？」

「この場でブチ殺す」ミノタウロスは即そく答とうした。「おまえらみたいなお嬢じようちゃん方の綺き麗れいな顔をズタボロにするのは、気が引けるんだがね」

「……お嬢ちゃん方、だと？」

　不意に、銀髪の少女の雰ふん囲い気きが変わった。ギリリと柳りゆう眉びを逆立てると、

「僕の名はコーマック・アードレー！　男だ……！」

　その宣言に、窃盗団は言葉を失った。その端たん整せいな顔つき、細い腰こし回まわり、華きや奢しやな指──どこをどう見ても、少女にしか見えなかったからだ。

「あーあ」

　ただ一人、オーラン人の少女──ホタル・ヤジマは、愉快そうな表情を見せた。

「彼を怒おこらせると、止められないですよお」

「僕を……よりによって……バーミッサ呼ばわりするのか……！」

　怒りを抑おさえきれない、というようにアードレーはじりじりと前進する。

「バーミッサは死んだんだ……コーマックを……いや、僕を守るために……！」

　アードレーは憤ふん怒ぬしている。が、窃盗団にはまったくわからなかった──何が、アードレーの憤怒を呼び起こすきっかけとなったのか。

　数秒間戸と惑まどったが、すぐに彼らは結論を出した。

「なにをわけのわからんことを！」

　話し合うだけ無む駄だ、とばかりに襲おそいかかった。

　ミノタウロスの丸太のような腕うでが、アードレーに襲いかかる。重い一いち撃げきは、アードレーを軽く地面に叩たたき伏ふせる──と思えたが、

「……召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、アードレーは右手を軽く挙げた。

　直後、ミノタウロスの腕がアードレーを叩く。

「…………!?」

　奇き妙みようなことが立て続けに起こった。

　まず第一に、アードレーは召しよう喚かん宣言をしたにもかかわらず、その姿は悪魔の虚きよ体たいに包まれなかった。いまだに素すの姿のままである。

　第二に、ミノタウロスの腕はアードレーに接せつ触しよくしていなかった。

　下から突き上げたアードレーの拳こぶしの十センチ直上で、腕は静止していた。

　そして、腕には穴が空いていた。細長い円えん錐すい状じようのトゲが突き刺ささったような穴が四つ、横に並んで虚体にぽっかりと空いている。

「ぬがああッ!?」

　逆バツク流ワードが発生し、ミノタウロスは悲鳴を上げた。

「……せッ！」

　怯ひるんだところに、アードレーは横よこ薙なぎの攻こう撃げきを食くらわせる。素す手ででミノタウロスの胸むな板いたを撫なでるような動作だった──指先は接触していない。

　だが、数すう瞬しゆん遅おくれて、ミノタウロスの虚体に四条の裂れつ傷しようが現れた。

「なにぃぃ!?」

　痛みと驚おどろきが相半ばした。ミノタウロスは目を白黒させて転てん倒とう、気絶する。

　他ほかの三人からは、その奇妙な現象は陰かげになって見えなかった。男とも女ともつかない子供に仲間がやられていることに驚おどろきつつも、数で押せばどうにかなるだろうと強ごう引いんに襲いかかる。

「あなた達の相手はホタルですぅ。召喚！」

　ホタルが進み出て、召喚宣言を行う。現れたのは、窃盗団の面々の想像外の代しろ物ものだった。

　鐘かね。

　巨きよ大だいな鐘だった。

　ホタルの身体をすっぽりと覆おおってなお余りあるであろう鐘が、ホタルの肩の上に乗っかっていた。加えて奇き怪かいなことに、その中央部分には、一つの巨大な目が鎮ちん座ざしている。

「な……なんだこりゃ……！」

　窃盗団のうち一人、リザードマンは本能的に危険を感じ取って踏ふみとどまったが、

「どらあああ──ッ!!」

　残り二人は、ためらわずに突っ込んだ。あの少女の細腕で担かつぎ上げられるような代物だ、大した重量もあるまい──と判断して。

「そんなに死にたきゃ、死ぬがいいですぅ──ッ!!」

　ホタルは二人を迎むかえ撃うち、遠心力に任せて鐘を振り回した。

　その速度は、二人の想像をはるかに上回り──

「!!」

　ゴウン、と鈍にぶい音が轟とどろいた。

　次の瞬間、二人は鐘と壁の間に挟はさみ込まれていた。

　二人には、悲鳴を上げる間すら与あたえられなかった。

　す、とホタルが鐘を放すと、二体の悪あく魔まはその場にずるりと滑すべり落ちた。ほどなくして、悪魔の虚体は塵ちりとなって消えていく。二人とも気絶し、虚体を維い持じできなくなったのだ。

「……なんだと……!?」

　一人残った男は、自己の判断を自賛することも忘れていた。

「運のいい奴やつですねえ──ッ。あなたも突っ込んできてくれたら、手間いらずだったですのに……」

　仲間二人とも、巨大な落石の直撃を受けたかのように、軽々と吹ふき飛ばされ、サンドイッチになった。あの鐘は見た目通りの重量があるようだ、と考えざるを得ない。だが、それならば、何故なぜ目の前の少女は、そんな代物を担ぐことができるのか？　見た目の割に力持ちだとしても、あの小さな身体からだでは限界があるだろうに──

「これは、『剛ごう力りきの鬼き神しん』と言うですぅ」

　ホタルは鐘を拳こぶしで叩いた。ゴスン、と小さく響ひびく音がする。

「この鐘で相手を撲ぼく殺さつする、とてもステキな悪魔ですよお」

「ちなみに、僕が召喚しているのは『虚こ空くうの鬼神』……」

　ぱっぱっとアードレーは両手を開いては握にぎった。

　男の目には、虚体らしき物は何も見えない。あの鐘、虚体が人の身にまとわりつかず、独立した物体として実体化しているのもおかしいが、アードレーの方は輪をかけておかしい。

「ンフフ……見えないのも、当然だよ」

　男の心中を察さつして、アードレーは言った。

「虚空の鬼神の実体は、見えないんだからね……！」

　急に駆かけだし、男にまっしぐらに走り寄る。

「……ヒッ!?」

　男は完全に気け圧おされていた。逃にげだそうとするが、気づいた時にはもう追いつかれていた。身を守ろうと両りよう腕うでを掲かかげるが、

「……無駄だね！」

　アードレーが腕を一ひと振ふりする。

「ぐぬあッ!?」

　その手ははるか手前で空を切ったように見えた──が、リザードマンの手首に深い斬ざん撃げきの跡あとが現れた。両手首を切り落とされたような逆流の痛みに襲われて、男は思わず虚体を解放した。

「逃がさないですよお──ッ」

　ホタルが飛び込んできて、背負い投げの要領で鐘をぶつけてきた。

「ぎゃッ」

　頭上から鐘が降ってくるような感覚に襲われる。男はものの見事に鐘の下した敷じきになってしまった。鐘は凄すさまじく重く、男一人の腕わん力りよくでは到とう底てい動きそうにない。

　ホタルは素す早ばやく鐘の上に上り、男を見下ろした。

「フー。これで、やっとお話ができそうですねえ」

「話……だと……」

　苦しいながらも、声を出すだけの余よ裕ゆうが、男にはあった。

「僕達は、ただ単に金欲しさだけで君達に喧けん嘩かを売ったんじゃないんだよ」

　男のそばにしゃがみ込んで、アードレーが顔をのぞき込む。

「目的が二つ。僕達に与えられた鬼神の円盤レンズがいかほどのものか確かめるためと、それに……」

「もう一つ」ホタルがあとを継ついだ。「ホタル、人捜さがしをしているです。悪霊レイス女王クイーン……ご存じです？」

　その名を聞いて、男の顔がすっと青ざめた。

「あなた方が悪霊女王を見た、という噂うわさを聞いたんで、こうしてお話を聞きに伺うかがったというわけです。答えて頂けるですよね？」

「答える、答える！　だから助けてくれ！」男は懇こん願がんした。「だが、その話を聞いてどうするんだ……」

　逆に問い返されると、ホタルの表情が急に険悪なものになった。

「以前、彼女には痛い目に遭あわされたことがあるですよ。いまだに腹の虫がおさまらないです。だから、この剛力の鬼神で叩たたき殺してやろうと思ってるですよ──ッ」

　怒いかりのあまり、ホタルは自分が乗っている鐘を力ちから一いつ杯ぱい叩いた。

　グエ、と男はカエルが轢ひかれたような悲鳴を上げた。







「何故だ。我が娘むすめよ……」

　ある晩、東番外地に近いとある公園にて。

　一人の老人が、四十歳くらいの女性に言葉を投げかけていた。

「誰だれなの!?　あなた!?」

　女性は既すでに半はん狂きよう乱らんの体ていだった。彼女にとってこの老人は、亡ぼう霊れい以外の何者でもなかった。

「ジョナスだ。ジョナスだよ。おまえの父親だ……」

「馬ば鹿かなことを言わないで！　父さんは死んだのよ!?　どこの誰だか知らないけど、いい加減にして頂ちよう戴だい！」

「どこの誰、とは冷たいことを言うじゃないか。……いや、おまえは前から冷たい奴だったよな。実の父の食事に毒を放ほうり込むのをためらわない奴を、心が温かいとは言えん」

「…………!!」

　女性は動どう揺ようした。

「な……何を言っているの!?　父さんは胃を悪くして死んだのよ。人殺し呼ばわりされる覚えは……」

「つまらん噓うそは止やめておけ」

　対照的に、ジョナスの声は冷ややかだった。

「おまえはわしをヒ素で殺した。知らないとは言わせない」

「噓よ！　あなた、何のつもりなの!?　突とつ然ぜん出てきて人殺し呼ばわりなんて……！」

　そこまで言って、女性ははっと息を吞のんだ。

「……罠わなね？　幽ゆう霊れいで私を動揺させて、しゃべらせようというのね!?　そうはいかないわ……つまりあなた、父の財産目当てに結けつ婚こんしたあの女に雇やとわれたのね!?　そうなんでしょ!?」

「……そうではありませんよ……」

　不意に、第三者の声がした。

　ジョナスの後方に、女性は視線をやる。ゆらり、と闇やみの中から一人の女性が滑すべり出てきた。

　女性は漆しつ黒こくのドレスを着用していた。全身黒、髪も真っ黒、ただ顔だけが白い。冷たい表情を、黒衣の女性は浮うかべていた。

　彼女の名はサクラ・イシザワ──闇やみ照てらしの魔ま神じんヤミ・ヤタの契けい約やく者しやだった。

「彼は」サクラは手でジョナスを示した。「あなたの記き憶おくによって形作られた、あなたの父の姿です。だから、彼の言っていることは、あなたの記憶をなぞっているに過ぎないんです」

　おおよそ感情というものを感じさせない声で、サクラは言った。

「…………」

　女性は言葉を失った。

　たしかに、「彼」の指し摘てきは真実だった。彼女は父にヒ素を飲ませ続け、自然死に見せかけて殺した。

　だがその事実は、彼女の胸の内にのみしまってあることだ。協力者も使わなかった。

　なのに何故なぜ、目の前の人物は事実を知っているのか？　サクラの説明など、彼女にとっては到底信じられるものではなかった。

「信じられない、という顔をしていますね」

　女性の心を読んで、サクラは言った。

「彼──ヤミは、人の記憶を読み、その中から特定の人物の姿を取ることができます」

　それが、闇照の魔神が持つ能力逆流スピンオフだった。

　つい半月ほど前にヤミとの契約を果たしたサクラは、その力のほどを知るべく、夜な夜なブルティエールの片かた隅すみに出しゆつ没ぼつしては、出会った人間の記憶を読み、ヤミを変身させるという行こう為いを繰くり返していた。

　対象者の記憶のうちから、サクラは死者の存在を読み取り、ヤミを死者に変化させていた。死者と対面すれば、誰も驚おどろかずにはいられない。その驚きをもって、サクラは力の程ほどを確かく認にんしているのだ。

　その結果、噂が立ち始めていた──死者の亡霊を引き連れる黒衣の女性が街を徘はい徊かいしている、という噂が。いつの間にか、悪霊レイス女王クイーンという二つ名までつきまとうようになっていた。

「あなたが……悪霊女王……！」

　噂のことを思い出して、女性は目を剝むいた。

　サクラは黙だまったまま、女性を見返した。

「あなた……どういうつもりなの!?　私の罪を暴あばいてどうしようというの!?」

「裁きます」

　動揺する女性に、サクラは落ち着いた声をかける。

「この世には、明るみに出ることなく闇に隠かくされる悪が多すぎます。この半月で、痛感しました。……だから、少しでも多くの正義が為なされるよう、私は悪によって虐しいたげられた人々の代弁を行います」

「……なにをわけのわからないことを！」

　女性は、激しい口調で反論した。

「私を脅おどして、強請ゆするつもりなのでしょう？　何を言おうと、私は騙だまされないわ！」
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　サクラはため息をついた。

　この女性もまた、自分が理解できる範はん囲いでしか物事を理解しようとしない。サクラの目的は金などという俗ぞく世せ的な次元とはまったく異なるというのに。

　もっとも、今いま更さら失望などしなかった。これまでに、似たような反応を示した人間を、何十人と見てきているので。

「……だったら、どうするつもりですか」

　サクラが問いかけると、女性は円盤レンズを取り出した。

「死んでもらうわ。一人殺すのも二人殺すのも一いつ緒しよよ……召喚コンタクト！」

　すぐさま悪魔を召喚すると、サクラ目がけて襲いかかる。

「ワータイガー……七段級の悪魔」

　悪魔の姿を、サクラは冷静に観察した。

　鋭するどい牙きばと爪、恐おそるべき膂りよ力りよくを持ち合わせた、虎とらの頭と人間の身体を持つ悪魔である。かなり強力な部類に入る。

「本気で私を殺すつもりですね……？　ならば……私も容よう赦しやはしません！　召喚！」

　サクラも悪魔を召喚した。

　サクラの喚よんだ悪魔の虚体が完全に形成される前に、女性はサクラを斬り裂こうとした──が、サクラの方が早かった。

　女性は爪を突つき立てた。手て応ごたえとして返ってきたのは、虚体に対するそれだ。

　ならば連れん撃げきを加える、と女性は逆の手を振ふり上げたが──

「……なッ!?」

　身体が浮く。

　輝かがやく塵の下に、サクラの召喚した悪魔の姿が現れる。ドリルケラトプス──三本のドリル状の角を頭から生やした、重量級の四し足そく獣じゆうだった。

　ワータイガーの身体は角と角の間にはまりこんでいた。それを利用して、サクラは頭でワータイガーを持ち上げている。

　ドリルケラトプスは地を蹴けり、ワータイガーを持ち上げたまま運び始めた。

「な……やめて……下ろせ……！」

　女性は抵てい抗こうした。が、角に手をかけようにも、角は高速回転しており摑つかみようがない。それどころかワータイガーと接せつ触しよくした部分の虚きよ体たいを削けずり、女性に苦痛を与える。

　そしてそのまま、ドリルケラトプスは公園の立木に突とつ撃げきした。

「ごおおおッ!?」

　ワータイガーはなす術なく挟はさみ込まれた。前後から衝しよう撃げきを受けて、悲鳴を漏もらす。

　ドリルケラトプスはひょいと頭を引き、衝撃で動けないワータイガーの胸にドリルの先せん端たんを突き立てる。

　角は高速回転して、ワータイガーの胸を穿せん孔こうする。

「やめ……ちょ……！」

　両手をかけ、必死に回転を止めようと試みるが、サクラは一いつ切さい容よう赦しやしない。

「まさか……殺す気……!?」

　信じられない、と言いたげな語調で女性は言葉を漏らす。

「……今更何を言うのですか？」

　心底不思議そうな口調で、サクラは言った。

「私を殺す、と先に言ったのは、あなたですよ……」

　ほどなくして、ドリルの先端は背後の立木にまで到とう達たつした。

　ワータイガーの虚体は塵と消え、その下から現れたのは、ぐったりとして力を失った女性の姿。

　ドリルを回転させながら、ドリルケラトプスは女性の死体を振り捨てた。

「…………」

　無言のまま、サクラは悪あく魔まの虚体を解放した。何の感情もない瞳ひとみで、死体を見下ろす。

　パチパチ、と暗くら闇やみの中に拍はく手しゆが響ひびいた。

「それでいい……サクラ」

　サクラの背後に現れたのは、シロー・イシザワ。ヤミが、サクラの兄に変身した姿だった。

「日に日に、俺の力を使いこなしている。いい子だ」

　シローは背中からサクラを抱だきしめる。

「ありがとうございます……」

　兄の手に抱かれて、サクラは安あん堵どの表情を浮かべた。身体を預け、しばしの間の安息に身を委ゆだねる。

「お兄ちゃんにもう一度会うために、私は戦います……」

　一いつ瞬しゆん、サクラの顔に怒いかりの閃ひらめきがよぎる。目の前で兄を惨ざん殺さつされたという記憶は、今もサクラの心に生々しい傷として残っている。その傷のことを思い出すたびに、サクラは身を焼かれるような苦く悶もん、焦しよう燥そう、そして憤ふん怒ぬを感じる。

　これを消すためには、八眼デイアボリツク争覇パーテイに勝ち残り、兄を生き返らせなければならない──サクラはそう固く信じていた。それは、なんとしてもやらなければならないことなのだ。

　たとえ、自分の手でエルバ、テッキを殺すことになるとしても。
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「ヒィ、ヒィィィィィ──ッ」

　男は、エルバの顔を見た瞬間に悲鳴を上げた。頭を抱かかえるようにして縮こまる。

「おい、ちょっと──」

　呆あつ気けにとられるエルバ。手を伸のばそうとしただけで、男はびくっと震ふるえた。まるで熱した鉄棒を押しつけられたかのごとく。

「やめろォォ──ッ！　寄るなァァ──ッ！」

　凄すさまじい怯おびえようだった。尋じん問もんの際、場合によっては暴力を振るうことをためらわないエルバだが、これには相手をなだめてやる必要を覚えた。

「まあ落ち着けよ。ちょっと話を聞きたいだけだって」

「噓をつくなよ！」

　自分の腕うでと腕の隙すき間まから、男はエルバの姿をちらりとのぞく。

「そんなことを言って、俺を万まん力りきでぶん殴なぐる気だろう!?　何も知らねえよ、俺は本当に何も知らないんだ……！」

　少しでもエルバの視線から逃のがれようと、ひたすらに物もの陰かげに隠れようとする。

「……万力……」

　その単語を聞いて、エルバはつい黙だまり込んだ。

「これで三人目だねえ、もう」

　エルバの背後でやりとりを眺ながめていたルナが呟つぶやく。

「テッキちゃん、東番外地の住人をみんな廃はい人じんにするつもりかな」

「……その冗じよう談だん、冗談に聞こえないから恐ろしいぜ」

　やれやれ、とエルバは首を左右に振った。

　エルバとルナ、テッキとボルはそれぞれに東番外地での聞き込み調査を行っていた。最近現れたという悪霊レイス女王クイーンの噂うわさを集め、捜さがし出すためである。その正体はサクラだろう、とエルバ達は踏ふんでいた。

　一体どんな顔をしてサクラに会えばいいのか。エルバの心には、迷いがわだかまっている。エルバがサクラの兄を殺したのは厳然たる事実であり、サクラがエルバに対して怒おこるのは当然だ。そんなサクラに、どんな声をかけるべきか。

　さっぱりわからない。

　こんな気持ちのままでサクラと再会したら、どんなことになるのか──

　想像することもできない。

　できれば先延ばしにしたいところだった。が、それは面めん倒どうごとを後回しにするだけ、建設的な態度とは言えない、ということもわかっていた。

　だから、収まらない不安感を必死に抑おさえつつ、エルバはサクラ捜しに奔ほん走そうしているのだが──

「その前に、まずテッキを止めなきゃならないようだな……」

　二手に分かれた方が効率がいいだろう、ということで二人は別行動を取っている。しかし、テッキに片かたっ端ぱしから証人を物言えぬ人間にされるのは困る。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺達はあんたの味方だ」

　極力フレンドリーな態度を装よそおい、エルバは男に言葉をかけた。しゃがみこんで、視線の高さを合わせる。

「あんたを殴った女がどっちに行ったか、教えてくれさえすればいい」

　言いつつ、コインを一枚取り出す。

　コインの輝かがやきに、男の視線は吸い寄せられた。長いことためらっていたが、

「東の方……に行ったと思う」ついに答えた。「すぐに居酒屋がある。スカルクラッシュ亭ていって知ってるか？」

「知っている」エルバは頷うなずいた。「そこに行けばいるのか？」

　途と端たん、男はまたびくりとした。

「……そこにあの女がいないとしても、俺のせいじゃないぞ！」

「わかってるよ。あんたを責めたりするものか」

　エルバはあくまでも笑え顔がおを崩くずさなかった。

「いなかったら、そこで改めて別の人間に聞くさ。二度とここには戻もどってこない」

　コインを男に手て渡わたす。男はそーっと手を差し伸べた後、急にコインをひったくった。

「それじゃ。邪じや魔ましたな」

　エルバは立ち上がって身を翻ひるがえし、廃はい屋おくから出た。

「あのコイン一枚じゃ、慰い謝しや料りようにはほど遠いような気もするけどね」

　ルナが指し摘てきすると、エルバはため息をついた。

「なんで俺が小こ遣づかいから慰謝料を支し払はらってやらなきゃならないんだ。やらかしたのはテッキだっていうのに。こいつをタテに、昇しよう給きゆうの交こう渉しようでもしてみるべきか？」

「その辺はご自由に」

　ルナの声を聞き流し、エルバは東を向いて立ち尽つくした。男の言葉が本当ならば──あの状じよう況きようで噓うそは言わないと思うが──テッキは視線の方向に向かったはずだ。東番外地のより深いところ、普ふ通つうの人間ならば決して足を踏み入れてはいけない地域である。

「ま、テッキは普通の人間じゃねえけどな……。捜しに行くか」

　小声でエルバは呟いた。ルナも小さく笑みを漏らす。

「テッキちゃんがこんな調子でやり続けているとすれば、捜すまでもなく見つかると思うけどね」




　ルナの予言は的中した。

　昼下がりと呼ぶには遅おそく、夕方と呼ぶには早い時間帯。まだ日は高い──というのに、居酒屋スカルクラッシュ亭の前には何人もの男が倒たおれていた。

　普通の人間ならば全体を表面的に判断して、「こいつらはこんな昼間から気を失うほど飲んでいるのか」と考えることだろう。

　だが、真実はそうではない。皆みな、身体からだの所々に打ちよう擲ちやくを加えられた跡あとがある。

　万力で殴り倒されて、伸びているのだ。

「がああ──ッ！」

　居酒屋には似合わない苦く悶もんの悲鳴が上がる。見やれば、男が胸むな元もとに万力を押しつけられ、壁かべとの間に挟はさみ込まれていた。

「さ、……知っていることを教えて頂きましょうか……」

　万力の持ち主、テッキは、底冷えするような鋭い視線を男に向けていた。

「知らねえよ、悪霊レイス女王クイーンの居場所なんて！」男は必死に訴うつたえる。「俺に聞くだけ無む駄だだって！」

「そんなことはないでしょう？」

　ギリギリ、とテッキは万力を押しつける力を強めていく。

「どんな小さなことでもいいんです。あるいは、別の誰だれかなら知っているかもしれない、とか。心当たりはないのですか？」

「んぐ……んう──ッ」

　しまいには、男は妙みような声を漏らし始めた。窒ちつ息そくしつつある。

「テッキ！」

　見かねてエルバが割り込んだ。

「何を……！」

　急にテッキは振り向いた──が、肩かたを叩たたいたのがエルバだと気づいて、驚おどろきの顔になる。と同時に腕うでの力がゆるんで、男は責め苦から解放された。

「た……たすけ……！」

　よろけた足取りで、男は逃にげ始めた。

「待ちなさい！」

　すぐさまテッキは追いかけようとしたが、

「やめとけって」

　エルバがテッキの手首をつかんで制した。
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「離はなしなさい！」

　力ちから一いつ杯ぱい腕を回して振ふり切ろうとしたが、エルバは決して手をゆるめなかった。そのうちに男が完全に遠くに行ってしまったので、テッキは抵てい抗こうを止やめ、腕を落とす。

「何してんだよ、テッキ。いくらなんでも無茶苦茶だぞ」

　エルバは手を離し、周囲に広がる光景を示した。気絶している人間の数は全部で四人、誰も彼もテッキよりはるかに身体の大きい、強面こわもての男達ばかりだった。

「これは、不可抗力です」テッキは抗弁する。「ワタクシが話を聞こうとしたら、襲おそいかかってきたのですから。彼らの自じ業ごう自得であって、ワタクシの責任ではありません」

「……とテッキちゃんは言ってるけど、実態はどうだったのかな？」

　ルナが問う。と、ボルがテッキの袖そで口ぐちから触しよく手しゆを一本はみ出させた。

「話を切り出した時は、それはまあ礼れい儀ぎ正しいもんだったぜ？」ボルは答えた。「ただ、男連中がまともに取り合ってくれないもんで、テッキが癇かん癪しやく起こして、いきなり万まん力りきでぶん殴ってなあ」

「ボル！」

　テッキはボルの触手を捕つかまえようとした。が、ボルは素す早ばやく触手を引っ込めて隠かくれた。

　一いつ瞬しゆんテッキは服を脱ぬぎかけたが、すぐにやめた。エルバ達の呆あきれたような視線に気づいて、きっとにらみ返す。

「……ワタクシは、なんとしてもサクラを見つけて、連れ帰らなければならないのです」

　早口で言った。内心の焦あせりを表すかのように。

「そりゃそうだが……」

　テッキがひどく焦っていることは、エルバにもよくわかる。

　エルバがただ一人でシローに対抗している間、テッキは高熱を出して倒れ、人じん事じ不ふ省せいの状態に陥おちいっていた。館長でありながら、重要な事こと柄がらをエルバ一人に押しつけてしまったという負い目が、テッキに妙みような行動を取らせている。エルバに対しては不気味なくらいに優やさしくなり、しかし一方でサクラ捜さがしの仕事に就つくと、以前にも増して不必要な暴力を振るい、成果を得ようとする。

「おかしいぞ、テッキ」エルバは指し摘てきする。「そんな無茶苦茶なやり方で、サクラが見つかるものか。これじゃあ無駄なトラブルを増やすだけだぜ」

「…………」

　テッキは何も答えなかった。

「そうそう。魔ま神じんと契けい約やくしているとはいえ、奢おごってはいけないよ。必ず足あし下もとをすくわれる」

「……わかってますよ」

　やっとのことで、テッキは言った。

　その顔には、複雑な表情が宿っている。頭では、エルバ達の言葉の正しさを悟さとっているのだろう。けれども、心が平静を保っていられない。自分がサクラを連れ帰らなければならないという義務感が、テッキをひたすらにかき立てる。

「わかってねえな」

　エルバは言下に否定した。

「わかってますとも」テッキは反論した。「それより、エルバこそ無理をしてもらっては困ります。たしかに外出の許可はしましたが、病やみ上がりであることを忘れないで下さいよ」

「その件は前に何度も言っただろうが」

　エルバも言い返す。

「過か剰じように気を遣つかうな。俺はもう問題ないし、──」

「妥だ協きよう案を出そう」

　ルナが割って入った。エルバとテッキの視線がルナに集まる。

「テッキちゃんは精神的に不安定で、エルバは体力面に不安がある。どっちがなんらかのトラブルに見み舞まわれても不思議じゃない状態だ。そこで、二人で一いつ緒しよに捜そう査さを行うというのはどうかな」

「……二人別々に出歩いた方が、効率的だと思いますが」

　テッキは反対したが、エルバは賛成した。

「いや、俺はその方がいいと思う。聞き込み対象を片かたっ端ぱしから殴り倒すのは、効率的とは言えない」

「いえ、そうではないと言ったでしょう？」

　テッキは言い返した──が、その語調は弱い。現に今、テッキが打ち倒した四人の男がすぐそばで伸びているのだ。

「たまには一緒に歩くのもいいだろ」

　エルバはテッキの手を取った。

　びくりと震えて、テッキはエルバを見つめ返した。

「な──なんですか、突とつ然ぜん。どういうつもりです」

「いや、どういうつもりもねえけど……」

　エルバは普ふ通つうの口調で言い返した。

「とりあえず、この場に長居するのはよろしくないようだし」

　ついてこい、とばかりにテッキの手を引きつつ、周囲に視線を投げる。

　その視線を追いかけて、テッキも悟った。

　居酒屋前の広場に、新たに数人の男が現れていた。テッキ達を取り囲むように近寄ってくる。

「よお……」男のうち、一人が言った。「俺の弟分どもをこんな風にかわいがったのは、おまえだな？」

「違ちがいますよ？」ルナが即そく答とうした。「僕らみたいな善良な市民が、この人達を殴り倒せるわけないじゃないですか。この人達をやった連中はあっちの方に行っちゃいましたよ」

　適当な方向を指さし、誘ゆう導どうしようとした。

「噓だ！」

　が、男の背後から声が響ひびいた。そこから現れたのは──ついさっきまでテッキが締しめ上げていた男。

「その女です！　手から万まん力りきの生えたブサイク女にやられたんですよ！」

「誰だれがブサイク女ですって……!?」

　煽あおられて、テッキは一歩踏み出そうとしたが、

「ああもう！　逃げるぞ！」

　エルバは逆方向に腕うでを引っ張り逃げ出した。

「あうっ!?」

　相反する方向への二つの力がかかって、テッキは転びかけた。なんとか姿勢を立て直すと、エルバに引かれるままに駆かけ出す。

「待てコラ！」

　それを見て、男達もエルバ達を追いかけ始める。

「待てと言われて待つ奴やつがいるか──ッ！」

　テッキの手を引きながら、エルバはひたすらに走った。

　舌を嚙かまないように表情を改め、テッキもエルバとともに逃げていく。




「……随ずい分ぶん、走ったみたいですね……」

　テッキは膝ひざに手をつき、身体を折った。息を整えるのに、かなり長い時間をかける。

「おいおい、この程度走ったくらいでもうばてたのか？」

　エルバもまた息を荒あららげてはいたが、身体を折るほどではなかった。肩を上下させて、呼吸を抑おさえる。

「こちとら……こんなものを抱かかえて走っているんですから……少しは加減というものを知りなさい……！」

　右手の万力を、テッキはもたげた。

「ああ、言われてみれば」

　と言ったのは、ただ一人平然としているルナだった。魔ま神じんには、空中浮ふ遊ゆうという特技もある。地面すれすれを走るように飛んで、二人の逃とう走そうにくっついてきたのである。

「こんなもの抱えて走ったら、普通の女の子だったら動けなくなってるよ」

「その通りです」テッキは言った。「だから、連中をあの場で叩きのめす方が楽だったのに……」

「……それは普通の女の子のセリフじゃないと思うけど」

　ルナのツッコミに、エルバも乗る。

「おまえが無茶苦茶するから、引っ張り出して来たんだろうが。まったく……」

　さらに言おうとしたが、エルバは言葉を切った。肩かた口ぐちあたりに痛みが走った。

　クソ、とエルバは誰にも聞こえないように毒づいた。半月ほど前に体中に刻み込まれた傷は、まだ完治していない。走っている最さい中ちゆうも、身体のあちこちで悲鳴を上げていた。立ち止まらなければならないほどの痛みではなかったが──普通に立っていても、時々思い出したように傷きず跡あとがその存在を声こわ高だかに叫さけぶ。

　だが、少しでも痛い素そ振ぶりを見せれば、テッキが黙だまってはいない。ただでさえサクラのことで動どう揺ようしているテッキに、無駄な心配をさせたくはなかった。

「それにしたって、逃げすぎでしょう」

　やっとのことで、テッキは身を起こした。

「ここは一体どこですか……」

「二十八区まで来てしまったようだな」

　周囲を見み渡わたして、エルバはそうあたりをつけた。見分けるのは簡単だ──ブルティエール市内と東番外地の境界をまたぐと、光景が一変するからだ。二十八区は比ひ較かく的高層建築、立派なビルやら施し設せつやらが立ち並んでいるが、東番外地の建物は概がいして背が低く、古い。行政の目が行き届いている場所と行政に見捨てられた場所、そのコントラストはきわめて顕けん著ちよだ。

「しかし、どうなんだろうね」ルナが発言した。「サクラちゃん、本当に東番外地にいるのかな」

　その問いににわかには答えられず、エルバもテッキも黙り込んだ。

　悪霊レイス女王クイーンの目もく撃げき証言は、東番外地内とは限らなかった。東番外地での目撃が一番多くはあるのだが、他ほかの目撃例の分布は広く、ブルティエール市内東部に薄うすく散らばっている。

「目撃数から類推するなら、東番外地ということになる」

　エルバは慎しん重ちように言った。

「とはいえ、サクラは俺達の調査方針をよくわかっているはずだ。具体的に捜そう索さく箇か所しよを絞しぼれない時は、とりあえず東番外地を当たってみる、っていう」

「たいていの場合、東番外地でなにかしら情報が出てきますからね」

　その経験から、博物館館長は言った。

「でも、それはつまり、サクラはワタクシ達を東番外地で無む駄だ足あし踏ふませようとしている……ということですか？」

「ま、可能性の一つとしてな」

　エルバはそう答えた。

　この半月というもの、サクラはエルバ達を襲おそう気配をまったく見せなかった。エルバは病びよう床しようにあって、テッキは病やみ上がり、まともに動けるのはカエデだけ。好機であるはずだった──が、表だった行動を、サクラは取らなかった。

　代わりに立ち上がったのが、悪霊を引き連れて、出会った相手を呪のろい殺すという悪霊女王の噂うわさだ。その正体がサクラだということは、すぐに推測できた。推測に戸と惑まどったのは、その動機だ。何故なぜサクラはすぐに博物館を襲わず、町中で一いつ般ぱん人じんを血祭りに上げるような真似まねをするのか。

　ベッドで療りよう養ようしていたエルバには、たっぷり考える時間があった。そして一つの仮説を思いついた──サクラは、闇やみ照てらしの魔神の力がいかほどのものか、ためしているのではないか、と。

「今すぐに戦いを挑いどまれたら勝てる自信がない。だから、準備が調ととのうまでは逃にげを打っているのかもしれない」

「……ありそうな話ですね」

　エルバの発言の妥だ当とう性を認め、テッキはため息をついた。

　とすれば、速そつ攻こうでサクラを捕つかまえて、その実力を発揮できないうちに闇照の魔神を再び破は壊かいすべきだ。

「ならば、捜そう索さく範はん囲いをもっと広げるべきかもしれませんね。ブルティエール東南地区全ぜん般ぱんに……」

「いや、東側というのも怪あやしいかもしれないよ」ルナが言った。「実は西側に潜ひそんでいて、なにか行う時はわざわざ東側まで出向いているのかも」

「そうかもしれないが、そこまで疑いだしたらキリがない」

　エルバは腕うで組ぐみした。

「とりあえず、テッキの言う通り東南部に捜索範囲を広げるべきだと思う。あと、えー……三十八区だ。よく考えたらあの辺、まだ手をつけてないような」

「……そうでしたね」

　三ヶ月前、バルヒーヨとの戦いの折、テッキ達は博物館を占せん拠きよされたことがある。その時の一時的拠点としてテッキが選んだのも、三十八区だった。はてしなく広がる廃はい墟きよ群ぐんは、身を隠かくすのも比較的容易である。

「三十八区は手つかずのままですね。東番外地できっとサクラに遭そう遇ぐうできるだろう、と踏ふんでいましたので」

「あっちもしらみつぶしにやった方がいいかもな。サクラがいる可能性は高い……」

　サクラを見つけた時、自分に一体何ができるのか。いや、何が起きるのか。

　想像しただけで、エルバの心は泡あわ立だつ。

「とはいえ、今から三十八区に行ったら、帰りがかなり遅おそくなりそうだねえ」

　ルナは西の空の太陽を見上げていた。今の季節は秋、あっという間に日は没ぼつするだろう。

「たしかにそうですけれども……」

　ルナの言葉を認めつつ、テッキは首を振った。

「仕事を切り上げるには半はん端ぱな時間です。今からでも、三十八区に行くべきではありませんか」

「……いや、待て」

　苦い表情で、エルバが制止した。

「今から行ったら、帰り道は真っ暗だぞ。デイジーに何も言ってないし、心配させるのは良くない……」

　反対意見を述べつつも、エルバは自責の念を覚えていた。もっともらしい理由を並べ立ててはいるが、結局の所、サクラと再び相対することが怖こわいだけじゃないか──そう自覚していたからだ。

「明日以降、早い時間から三十八区捜査にでかければいい。そうじゃねえのか」

　そう言って、エルバはテッキの出方を見る。

　テッキはエルバの目を見返しながら、考え込んだ。

　まるで心の底を読み透すかされているようだ、という錯さつ覚かくを、エルバは感じる。

　長いこと黙だまり続けていたテッキは、ついに結論を出した。

「……そうですか。わかりました、今日のところは帰りましょうか」

　内心、エルバは安あん堵どを覚えた。

「あなたの身体からだも、本調子ではないのですしね」

　エルバの目を──正確には、右目の上の傷を──テッキは見つめた。

「いや、──」

　歩く分には何の支障もないぜ、とエルバは反論しかけたが、やめた。博物館に帰るつもりでいるテッキを刺し激げきする必要はない。

「──まあな」

　不本意ながら、エルバは認めた。

「とはいえ、今すぐ博物館に直帰するのも面おも白しろくないね」

　ルナが口を挟はさんだ。

「どこかに寄っていく気はないかい？」

「どこか……って、そんな気はありませんよ」

　テッキは言下に否定した。

「暇ひま潰つぶしをするくらいなら、サクラを捜しに行きます」

　そう言い切るテッキの顔には、精神的な疲ひ労ろうの色が濃こい。

　いくらなんでも根を詰つめすぎだろう、とエルバは思う。もう少し肩かたの荷を軽くしてもバチは当たらないだろうに──

「あ、そうだ」

　ふと気がつくと、エルバは口走っていた。

「なんなら、十八区の植物園に行ってみないか？」

「……植物園……？」

　予想外の単語に、テッキとルナは同様に眉まゆをひそめた。







　スカルクラッシュ亭ていに一歩足を踏み入れると、男は奇き妙みような雰ふん囲い気きに眉をひそめた。

　店内には淀よどんだ空気が漂ただよっていた。というのも、居酒屋の一角、隅すみの方に、見るからに不ふ機き嫌げんそうな面つら構がまえをした男達が固まって座っているのだ。うち半分は怪け我がをしているらしく、身体の所々に打ち身の跡あとがある。

「……一体何があったんだい」

　彼らの姿を遠巻きに眺ながめながら、男はカウンターテーブルの向こうの店員に尋たずねる。

「閃光フラツシユヴ万力アイスですよ」店員は答えた。「知ってます？　閃光万力」

「知ってるとも。まさか、あの閃光万力がここに来たのかね」

　閃光万力というテッキの二つ名は、東番外地にも轟とどろいていた。右手に万力の義手をはめ、逆らう者を皆みな万力で殴なぐり倒たおす、という少女の噂うわさを知らぬ者はないと言っていいだろう。一部にはファンクラブめいたものすらできているほどだ。

「そうなんです。例の──ほら、悪霊レイス女王クイーンを捜さがしているらしくて。居合わせた連中を手当たり次し第だいにぶん殴っては喋しやべらせようとしたんです」

「ははあ。そりゃ、店の方も迷めい惑わくだねえ」

「まったくですよ」店員は天を仰あおいだ。「閃光万力が暴れだした途と端たんに客は逃げていくし、今もこんな調子だ。見て下さいよ」

　店内には、はっきりとした断層が生じていた。隅で不気味な空気を醸かもし出している面々と、他ほかの客の間に、緩かん衝しよう地帯とでもいうべき空席群がある。あまりにも恐おそろしい空気が流れているので、他の客が一定距きよ離り以上近づこうとしないのだ。

「……これは、商売あがったりだね」

　男は素す直なおな感想を述べた。

「あの人達を追い出すわけにもいかないし。今日は運が悪かったと思うことにしますよ……こんなところで酒を飲んで、うまいと思えるわけがない」

「たしかに」男は頷うなずく。「悪いけど、今日のところは遠えん慮りよしておくよ」

「申し訳ありませんね」店員は謝った。「またいらして下さい」

「ああ……」

　短く答えて、男は店の外に出て行った。

　数十歩ほど歩いて物もの陰かげの方に行く。陰を通り抜ぬけた時、男の姿は別人に成り代わっていた。

「どうやら、ここにテッキが来たようだ……」

　と、変身した男、シロー・イシザワは言った。

「……そうですか……」

　物陰から、黒ドレスの女性が姿を現す。

　サクラだった。

「さて、どうする、サクラ？」

　シローの姿をしたヤミは問いかける。

「テッキは俺達を追いつめにかかっている。なんらかの手を打つ必要があるな……こちらから戦いを挑いどむ、とか」

「…………」

　サクラは黙り込んだ。

　博物館と対決する覚かく悟ごは、とうにできていた。今いま更さら許しを乞こうことなど、できるわけがない──サクラはエルバを死の淵ふちまで追いやり、そしてヤミと契けい約やくをした。後あと戻もどりができない以上、踏み込んだ道をただまっすぐに進むよりない。

　問題は、エルバ達に勝つことができるのか？　という点だ。ただ単純に、そこに不安を感じる。

　博物館側に三柱の魔ま神じんが揃そろっている、というだけではない。彼ら──特にエルバとルナのコンビは、場数を踏んでいる。剛ごう力りきの魔神、幻げん影えいの魔神、虚こ空くうの魔神、獄ごく炎えんの魔神、闇やみ照てらしの魔神と争い、そのことごとくに打ち勝ってきた。中には幸運によってもたらされた勝利もある──が、最後まで勝負をあきらめない、というねばり強さがあってこその幸運だ。

　あの強さに、自分は打ち勝つことができるのか？

　勝負はただ一度きり。必ず勝てるという確信がない限り、勝負に踏み切ることはなかなかできない。

「でも、たいていの場合、エルバ君は確信なんて持つ余よ裕ゆうもなく、戦いの場に放ほうり込まれてきたんですよね……」

　魔神と契約して、改めて八眼デイアボリツク争覇パーテイの危険性、恐ろしさをサクラは認にん識しきした。

　だが、それでも、恐きよう怖ふ心しんを克こく服ふくしなければならない。兄を蘇よみがえらせるためには。







「……ここですか」

　国立植物園の巨きよ大だいな鉄門を見上げて、テッキは呟つぶやいた。

「実のところ、生まれてこの方入ったことがないんですが……」

　と、告白する。

「そうなのか」

　エルバは驚おどろいた。

　博物館は八十八区にある。十八区とは隣となり同どう士し、少し足を延のばせばすぐに来られる場所なはずなのだが。

「近所の名所というのは、案外来ないものですよ」

　言って、テッキはエルバを見る。

「あなたこそ、ここに来たことはあるのですか」

「いや、ないね」エルバは答えた。「ただ……ついこの間、一いつ緒しよにここに来よう、ってサクラと約束した」

　その言葉に、テッキは小さく息を吞のんだ。

　シローとの決着をつける少し前、サクラがシローのもとにいた時のことだ。エルバは偶ぐう然ぜんサクラと町中で出くわし、連れ帰ろうとした──が、サクラは拒きよ絶ぜつした。必ず帰る、と兄と約束して出てきたのだから、それを違たがえるわけにはいかない、と。

　その別れ際ぎわに、サクラが提案した。「ことが全すべて収まったら、みんなで一緒に植物園に行きましょう。みんなでお弁当を食べたりするんです」と。いいアイデアだ、とエルバは提案を受け入れた──のだが、ことは収まるどころかますますひどい事態に陥おちいっており、当然約束も果たされてはいない。

「それでも、いつかは約束を果たそうと思っている」

　植物園の奥を見つめながら、エルバは言った。

「だから、その時のために、植物園の下見をしておこう──と思ったんだがな」

「…………」

　テッキは肩を落とし、息を大きく吐はき出した。

「そのような言い方をされては、拒きよ否ひのしようがないですね」

　言いつつ、財布を探し始める。

「入園券、買いましょうか」

　エルバは入園券売り場を指さした。

「エルバ」ルナがエルバに声をかけた。「僕の入園券、よろしくね」

「待て」エルバが言い返す。「なんでそうなる」

「お金なんて持ってないもの」

「おまえは空を飛べるだろうが。植物園の人間の目が届かないところから、柵さくを越こえて入れ」

「無銭入園はいかがなものかと思うけど」

「何を馬ば鹿かなことを言っているのですか」

　呆あきれたテッキが声を投げる。

「あなたが提案したのですから、あなたがお金を出すべきでしょう。できればワタクシの入園料も払はらって頂きたいくらいですよ」

「ヌグ……」

　エルバは言葉に詰つまった。

「わかったよ、テッキの分も買ってやる。どけ」

　入園券売り場の前からテッキを押しのけ、

「大人三人下さい」

　紙し幣へいを窓口に差し出した。

「それでこそですよ、エルバ」

　テッキは小さく微ほほえんだ。

「ボルはちゃんとしまっておけよ」エルバは言い返した。「さらに一人分料金追加とか、冗じよう談だんじゃねえからな」

「わかってるって。ゲハハハ」

　テッキの袖そで口ぐちから触しよく手しゆの先せん端たんだけを出して、ボルは笑った。

「ま、俺の場合、大人にも小人にも該がい当とうしないと思うがね」

「バケモノ料金の欄らんは、ないみたいだね」

　窓口上の料金表を注視して、ルナが言う。

「ってことはタダで入れるってことだろ。ゲハハ！」

「黙だまっていなさい」テッキがボルをたしなめた。「ワタクシが下品な声で大笑いしているように思われるでしょうが」

「はいはい」

　急に不ふ機き嫌げんな声になって、ボルは黙り込んだ。

「ほれよ」

　入園券を買ってきたエルバが、テッキとルナに一枚ずつ手て渡わたした。

「……今いま更さら言うのもなんですけど……」

　テッキは少し不安げな表情を見せた。

「植物園って、楽しめる場所なんでしょうか？　動物園ならわかるんですけど、草木は別に動かないでしょう？」

「そこは、俺も不安だ」エルバは頷うなずいた。「実際のところ、入ってみなければわからないと思う」

　ますますテッキは不安になった。

「何が楽しいのか、まったく想像つかないんですけどねえ……」







　基地として、サクラはシローの隠かくれ家がを引き続き使用していた。

　ブルティエール三十八区、廃はい墟きよが広がる連れん邦ぽう首都の辺境である。東番外地とも異なる、奇き妙みような場所だ。かつてここで生活が営まれていたことを示す空き家、ひび割れて隙すき間まから雑草の生える歩道、壊こわれた噴ふん水すいなど、ただひたすらにもの悲しい光景が続いている。

　人がほとんどいないのも、寂さびしさに拍はく車しやをかけていた。ただそれ故ゆえに、便利でもあった──誰だれの目からも身を隠して過ごす場所としては。

　シローの姿をしたヤミを引き連れ、サクラは三十八区の無人の道を歩いている。

　もう少しで隠れ家に到とう着ちやく──というところで、足をピタリと止めた。

「…………」

　無言のまま、進路を見やる。

「待ってたですよお」

　隠れ家の壁かべにもたれて、一人のオーラン人の少女が立っていた。熊くまのぬいぐるみを胸に抱だいた少女が。

「……ホタル・ヤジマ」

　彼女の正体をすぐに思い出して、サクラは呟つぶやいた。

「あら……」

　わずかに、ホタルは意外そうな顔をした。

「覚えていて頂いたとは、うれしいですねえ」

　と言って、ニッと笑う。

「忘れるものですか」

　三ヶ月前の東番外地暴動の時、ホタルと一対一で戦ったことを、サクラは覚えていた。勝負の結果が、サクラの辛しん勝しようだったことも。

「でも、なんであなたがこんな所にいるのですか……」

　と問いかけつつ、既すでにサクラはわずかに腰こしを落とし、警けい戒かい態勢を取っている。

「フフ。もうわかっているみたいですねえ？」

　ホタルは身を起こして、正面からサクラと向き合った。

「三ヶ月前の屈くつ辱じよくを晴らすため、決けつ闘とうしにきたですよお」

「決闘……？」

「そう。一対一の、決闘ですぅ」

　険悪な怒いかりの表情が、ホタルの顔に現れ出る。

「あの日の屈辱、一日たりとも忘れたことはなかったですよお……いつかあなたを八つ裂ざきにしてやると誓ちかって、やっと今日夢を叶かなえる日が来たというわけですぅ」

「…………」

　静かに、サクラはホタルとにらみ合った。

「……そういうことですか。でも残念ながら、あなたに八つ裂きにされるつもりはありませんよ。私には、やるべきことがありますので」

「なにか、やるべきことがあるというのは知ってるですよお。具体的な内容は知らないですけどお」

「……どういう意味ですか？」

　サクラは眉を吊つり上げる。

「だって」ホタルは笑った。「魔ま神じんと契けい約やくするのは、何か願いを叶えるためですよね？」

「……ム」

　わずかにサクラは声を漏もらした。

「ホタルがあ、無策で魔神の相手をしに来たとでも思ってるですかあ？……召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、ホタルは剛ごう力りきの鬼き神しんを召しよう喚かんした。

「……ほお？」

　シローが興味を引かれたような声を上げる。

　一いつ瞬しゆんの後、ホタルは剛力の鬼神──巨きよ大だいな鐘かねを肩かたに担かつぐ格好になっていた。

「鬼神、ですか」

　サクラはすぐにピンと来た。

「あなたも、クルト・キングスリーやランコ・スーパーフォークの同類ですか……」

「その通り。セブンデイにスカウトされて、この剛力の鬼神を与あたえられたですよお」

　ゴン、とホタルは裏うら拳けんで鐘を叩たたいた。

「ま、この鐘であなたを八つ裂きにするのはかなり難しいとは思うですけどお……あなたが魔神と契約しているからって、遠えん慮りよは無用ですよお」

「……あなた方の目的は、博物館を潰つぶすことではないのですか？」

　サクラの問いに、ホタルは首を横に振ふる。

「ちょっと違ちがうですぅ。セブンデイの目的は、自作の鬼神の力が、魔神の力を凌りよう駕がしていることを証明することですぅ。ですからあ、こうしてホタルが私し怨えんを晴らしに来たのも、セブンデイの目的に適かなってるですよお」

「そうでしたか」

　目を閉ざし、サクラは頷うなずいた。

「私が魔神と契約していると知りながら、よく一人で来られましたね」

「それは、ホタルのプライドの問題ですぅ」

　ホタルは答えた。

「先の戦いは、一対一で負けたです。そこは認めるですよ。でも、だからって人の助けを呼ぶってことは、ホタルはあなたより劣おとっているのを認めることになるですからねえ」

「……前の負けはたまたまであって、もう一度やり合えば自分が勝つ──と思っているのですか」

「その通りですぅ」

　得意げな笑えみを、ホタルは浮うかべた。自信のほどがにじみ出てくるようだった。

「…………」

　その態度に、サクラは気け圧おされていた。悟さとられないように無表情を保ち続けているが──

「……そっちから出向いてくれるとは、都合がいい」

　ヤミが不意に口を開いた。

「本番の前に、予行演習を行おこないたいと思っていたところだ。セブンデイの作品ならば、ちょうどいい相手になる」

　それから、サクラに視線を落とす。

「逆に言うと、あいつに勝てないんじゃ、魔神達に勝つなんて夢のまた夢、ってことだ。初心者を卒業するための試験と行こうじゃないか」

「お兄ちゃん……」

　その言葉で、波立っていたサクラの心は一瞬で平静になった。

「そう……そうですね。ここで倒たおれるようであれば、願いを叶えることはできない……」

　ホタルと対たい峙じして、にらみ返す。

「不ふ愉ゆ快かいですぅ。人を踏ふみ台呼ばわりするですか……？」

　一歩、ホタルは踏み出した。

「だったら、踏み台に逆に踏みつけられる屈辱を味わう羽目になるですよ……ッ！」

　地を蹴けって、空を飛ぶ──と、少女の身体からだはサクラの頭上はるかの高さまで舞まい上がった。

「…………!?」

　真横に飛んで、サクラは逃にげる。直後、振り下ろされた鐘が地面に激げき突とつした。古い石いし畳だたみを粉ふん砕さいして、石のかけらとその下の土とが跳はね上がる。

「く……！」

　サクラとともに動いたヤミが、跳ねる土を防ぐべく顔を覆おおう。

「随ずい分ぶん、魔神の力に近い円盤レンズだ……召喚主に怪かい力りきをもたらすとはな！」

「それだけじゃないですよお」ホタルは言う。「この大鐘は重量を自在に変えるんですぅ。持ち上げる時は軽くなって、振り下ろす時は重くなる。ホタルでも自由に振り回せて、なおかつ敵の脳天を破は壊かいするだけの力を生み出せる、という寸法ですぅ」

「相手にとって不足無し、というところですか……」

　あれの直ちよく撃げきを食くらったらひとたまりもない、と想像して、サクラはわずかに震ふるえた。しかし、この程度で怯おびえてなどいられない──と心を固める。

「行きましょう、お兄ちゃん──あの子を叩きのめします！」

　サクラは二振りの小しよう剣けんを取り出した。シローの遺品である。一本をヤミに投げ渡わたし、もう一本は自分で持つ。

「ああ、行くぜ……！」

　ヤミは小剣を受け取ると、変身を始めた。







「……見なさいエルバ！　ちょうちょですよちょうちょ！」

　エルバの袖そでを引っ張りながら、テッキは十何回目かの歓かん声せいを上げた。

　大きな黒い羽を持つ蝶ちようが、芝しば生ふの上をひらひらと舞っている。左手をひょいと伸のばして、テッキは蝶を捕つかまえようとした。

「素す手でで捕まえるのかよ！」

　エルバはテッキの右みぎ腕うでを押さえ、手が蝶に届かないように固定する。蝶はテッキの手をすり抜ぬけて、森の方へと飛んでいく。

「ああっ」

　悲しげな声を、テッキは漏もらす。

「行ってしまったではありませんか」

「捕まえてどうするんだ。だいたい、蝶なんて博物館の近所でいくらでも飛んでるだろうが」

「あんな大きな蝶はいませんよ！」

　テッキは断言し、名残なごり惜おしげに蝶の軌き道どうを目で追いかける。

「それはまあ、飼うことなんてできませんし、標本にするのも可哀かわい想そうですけど……って、あれは何かしら？」

　視線の先に鮮せん烈れつな色の花を見つけて、テッキはエルバの手を振り切り、小走りした。一気に花に近づいてじっくりと観察し、鼻を寄せて匂においを嗅かぐ。

「綺き麗れいな花ですけど……見たことないですね……なんて名前でしょうか」

　近くに名を記した標識があるはず、とテッキは周囲を探す。その花々は畑の一角を埋うめるように生えており、少なくともテッキのそばに標識はなかった。せわしない足取りで、テッキは標識を探す。

「……一番興奮してるのはテッキじゃねえか」

　子供のように喜ぶ博物館長の姿を遠巻きに眺ながめながら、エルバは呟つぶやいた。

　そのはしゃぎっぷりは、一いつ緒しよに歩くことをためらわせた。あまりに大おお騒さわぎするので、連れの方が恥はずかしくなってくる。

　とはいえ、一時ながらもテッキは憂うれいを忘れている。エルバは少しほっとした。

「大正解だったね」

　同じ感想を抱いだいているのだろう、ルナも微び笑しようをたたえてテッキを見守っている。

「植物園とはどういう場所なのか、想像つかなかったけど──これはいいね」

　簡単に言うならば、よく整備された森林公園だった。基本的には森の中に造られた公園だが、所々に花畑があり、庭園があり、バラ園があり、よく手入れされた生いけ垣がきがある。

　あちこちに、連邦中から集められた珍めずらしい植物が植えられている。派手な色をしたものあり、奇き妙みような形状をしているものあり、大きいものあり小さいものあり、とバラエティ豊かだ。順路通りに歩道を歩いているだけであちらこちらに目を引かれ、全然飽あきない。

　ここを生活の場とする生物も多い。鳥の鳴き声もよく聞こえるが、特に目を引くのは空飛ぶ昆こん虫ちゆうだ。赤く染まりかけた空を見上げれば、無数のトンボが飛び交かっている。

　博物館もまた森に囲まれた場所にあり、環かん境きようとしてはここと似ているはずだ。が、植物園はまるで別世界だった。

「『造られた自然』だよな」

　エルバが言うと、ルナも頷うなずく。

「自然を追求した結果、自然とは異なった環境になっている感はあるけど……大したものだね」

　実際の「自然」は、こんなものではない。人の手の入らない自然というものは、決してその全すべてが美しくはない。倒れて腐くさるがままになっている倒とう木ぼく、どこからともなくわいてくる飛ひ蚊ぶんの群れ、足を踏み入れるのをためらうようなぬかるみ、等々。この場所は、そういった不快な要素を全て排はい除じよし、人の理想を形にしたような自然を造り上げていた。

　なるほど、自然を美しい見せ物として仕立て上げることもできるのだ、とエルバは感心した。ここは別世界だった──全て、自然の中にあるものだけで構成されているにもかかわらず。テッキがあれだけ興奮するのも無理はない。奇妙な小世界のただ中に、エルバはいた。

「こんないいところが、近所にあったとはなあ。もう少し早く来れば良かったぜ」

　エルバ達の行く手には広場があり、大きな池がある。夕方に近い時間帯、人の姿はまばらだった。木の柵さくにもたれて池をのぞき込み、魚を眺めている者もいれば、イーゼルを立てて風景画を描かいている者もいる。俗ぞく世せから離はなれた静せい寂じやくの世界の中で、それぞれが好きなことをやっていた。

「これなら、敷しき物ものを敷いて弁当を食べても問題無さそうだな」

　時間帯が時間帯だけに、食事中の人はいなかったが、エルバにはそう思えた。

「……おや」

　不意に、なにかがエルバの鼻先を通り過ぎていった。蝶にしてはおかしな形だ──と思ったら、蝶ではなかった。

　紙飛行機だ。

　紙飛行機はエルバを巻くように飛んで、足あし下もとに落ちた。

　エルバは紙飛行機を取り上げ、持ち主を探す。と──

「……それ、私のー」

　小さな女の子の声がした。

　声の来た方向にエルバは顔を向けて──

「…………ん？」

　少し驚おどろいた。

　その少女には一点、ひどく目をひくところがあった──片目を眼帯で隠かくしている、という。

　しかもその眼帯は、音おん符ぷの形を象かたどったものだった。

「拾ってくれて、ありがとう」

　一いつ瞬しゆん、エルバはぼーっとしてしまった。が、少女の年ねん齢れい相応の物言いに、我に返る。

「あ、ああ……君のか」

　拾った紙飛行機を差し出すと、少女は笑えみを浮かべて受け取った。

「ヘンリエッタ、一人で勝手に出歩かないでくれよ……」

　第三者の声が飛んできた。この少女の連れか、と思ってエルバは頭を上げ──

「……おい」

　その人物の足が止まった。

　しばしの間、エルバとその人物とは、見つめ合ったまま固まってしまった──よもや、こんなところで再会するとは思ってもみなかったので。

　エルバの前に立っていたのは、バーミッサ・アードレー──かつて西部の都市フォッグビルで対決した、銀ぎん髪ぱつの双ふた子ごの片割れだった。

「……なんでおまえがこんなところにいるんだ……！」

　アードレーの態度は、一瞬で険悪になった。少女──ヘンリエッタを引き寄せつつ、警けい戒かい態勢を取る。

「そいつはこっちのセリフだ、バーミッサ・アードレー！」

　エルバは声を張り上げた。この時点で初めて、ルナとテッキが妙な雲行きに気づく。

「おまえこそ、なんでわざわざ東部にまで──」

「コーマックだ」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声を、アードレーは漏もらした。

「僕はコーマック・アードレーだ！　そこは間ま違ちがわないでもらおうか！」

　今にも嚙かみつきそうな勢いで、アードレーは吠ほえた。

「……なんだって？」

　エルバは目を見開いた。目の前にいる人物は、どう見てもバーミッサとしか思えなかったからだ。

　コーマック・アードレーとバーミッサ・アードレー。銀髪の双子は、結晶クリスタル連鎖法チエインという奇妙な技わざ──悪あく魔まの虚きよ体たいを結けつ晶しよう化かさせて結合を強ごう引いんに解き、姿を構成できなくするもの──を使し役えきして、西部の地方都市フォッグビルの支配者として君臨していた。エルバ達はマーレボルジュの依い頼らいを受けてフォッグビルに乗り込み、アードレー姉し弟ていと対決することになった。最終的には、エルバ達はどうにか姉弟に打ち勝った。姉弟の処分については、これまで姉弟の圧政に耐たえてきた人々の手に委ゆだねた。具体的にどうなったかまでは、エルバも知らなかったが──

「いや待て。おまえはバーミッサ──」

「違うと言ってるだろう!?」

　アードレーは血相を変えた。その長い髪かみ、女性らしい体つき、どこからどう見てもバーミッサだというのに。

「バーミッサは死んだんだ。フォッグビルの阿あ呆ほうどもに三日三晩磔はりつけにされ、衰すい弱じやくして死んだ！」

　本当だろうか、とエルバは訝いぶかった。だがともかく目の前の人物は、自分のことをコーマックと自じ称しようして譲ゆずらない。

「……じゃあとにかく、そういうことにしようか、コーマック」

　さしあたり、エルバは目の前の人物をコーマックの方だと考えることにした。どちらにせよ、面めん倒どうで危険な相手であることには変わりない。

「つまり……バーミッサの仇かたきを討うつために、わざわざブルティエールまで出向いてきたってのか」

「……ンフフ。ご名答」

　アードレーは落ち着きを取り戻もどした。

　この人を小こ馬ば鹿かにしたような鼻笑い、たしかにコーマックのものだ、とエルバは思った。これに何度キレかけたことか。

　しかしこれは、真似まねしようと思えば真似できる、外的な特とく徴ちようだ。バーミッサがコーマックの真似をしているようにしか見えない。

　だが、何のために？

　何の意図があって、コーマックのふりをしているのか。エルバにはわからなかった。

「僕はね」アードレーは言う。「スカウトされたんだ。魔神を倒し、復ふく讐しゆうを遂とげないか、とね」

「スカウトだと？」

「ああ。その人の名は──」

　アードレーが言いかけたその時、少し離はなれた場所で花を観賞していたルナが、やっと駆かけつけてきた。

　ルナはアードレーの姿を見て、驚きの声を上げた。

「バーミッサ・アードレー!?」

「コーマックだ！」

　さらに大きな声でアードレーは言い返した。

「僕はコーマック・アードレー！　バーミッサの仇を討つためにブルティエールまでやってきた！」

「……どういうこと？」

　困こん惑わくしたルナは、エルバに助けを求めた。

「よくわからん」エルバは首をひねった。「ただ一つ言えるのは、とりあえずこの場ではあいつに話を合わせた方がいいらしい、ということだな」

「ふうん。じゃあ、そういうことで」

　ルナを暫ざん定てい的に納なつ得とくさせた後、エルバはアードレーに向き直った。

「えーと、何の話をしてたんだっけ」

「僕をスカウトしてくれた人の話さ」

　我ながら興奮しすぎたと思ったのか、アードレーは比ひ較かく的抑おさえめな声で言った。

「その人の名前は、──」

　ちょうどそのタイミングで、ルナよりさらに遠くにいたテッキが合流し、駆けつけてきた。

　テッキはアードレーの姿を見て、驚おどろきの声を上げた。

「バーミッサ・アードレー!?」

「コーマックだッ!!」

　アードレーは大だい絶ぜつ叫きようした。

「ああもう、話はここまでだ！　召喚コンタクト!!」

　癇かん癪しやくを起こして、アードレーは召しよう喚かん宣言を行った。

「貸し与あたえられた新たな力、虚こ空くうの鬼き神しんの円盤レンズで、おまえ達を八つ裂ざきにしてやる……！」

「鬼神の円盤だと!?」

　やっとエルバは得心がいった。彼女──もしくは彼──もまた、セブンデイに力を与えられたクチか、と理解する。

「……魔ま神じん様二柱とやりあおうたあ、大した度胸だな！　ゲハハハ！」

　ボルがテッキの袖そで口ぐちから飛び出し、胸部装そう甲こうとして取りついた。そして、もっともな疑問を口にする。

「……だが、その虚空の鬼神とやらは、どこにいるんだ？」

　召喚宣言から数秒経たっているにもかかわらず、塵ちりが集まって虚体が構成される気配はなかった。アードレーは素すの姿のままだ──けれども、アードレーの表情に意外の色はない。これが正しい現象だ、とでも言いたげに。

「虚空の鬼神の姿は、誰だれにも見えないのさ」

　にやり、と口の端はしを歪ゆがめて、アードレーは言った。

「見えない敵を相手に、戦うことができるかな……？」

　じり、とアードレーは一歩踏ふみ出す。

　奇き怪かいな気配に、エルバ達は一歩退くが──

「……アードレー！」

　鋭するどい声が、割り込んできた。

「……なんだよ！」

　邪じや魔ますんな、とばかり苛か烈れつに言い返すアードレー。

　しかし、声の主はまったく怯ひるまなかった。

「ここは公共の場所だ。騒さわぎを起こすのは周囲に迷めい惑わくだ」

　テッキははっと息を吞のんだ。その声は聞いたことのある声だ、と気づいて。

　すぐそこに、カーキ色のシャツを着た瘦そう身しんの男が立っていた。

「……フィールディング!?」

　名を呼ばれると、フィールディングは顔をしかめた。

「……あんたもいたのか、テッキ」

　できれば会いたくなかった、というオーラを出しつつ、立ち止まる。

「そうかよ」

　状じよう況きようを吞み込んで、エルバは眼帯の少女に視線を投げた。

「その子が、あんたの妹か」

　問いかけに、フィールディングは無言で頷うなずいた。

　三ヶ月前の東番外地暴動で死んだと思われていたフィールディングが実は生きていた、という事実は、デイジーとカエデの目もく撃げき証言でエルバも知っていた。一時は、彼こそが闇やみ照てらしの魔神の契けい約やく者しやではないかとも思われたのだが──フィールディングが契約した相手は魔王ではなく、セブンデイだった。

「そして同時に、闇照の鬼神というわけだね」

　ルナが確かく認にんする。

「…………」

　フィールディングは何も答えなかった。

「何故なぜです、フィールディング！」

　テッキが身を乗り出した。

「そもそも、一体何があったというのですか。あなたは、その……変わってしまった」

　正直な印象を、テッキは述べた。

　復活後のフィールディングと会うのは、これが初めてだった。以前のフィールディングは街の秩ちつ序じよを守る軍警察の人間として、清潔感ある服装に身を包んでいた。もっとかっちりとしていたはずだ。

　だが今の彼は、着衣に注意を払はらうことをまったく忘れてしまっていた。知った顔でなければ、東番外地の住人だと断じたことだろう。表情には生気が無く、この世に絶望しきったような目をしている。

「ああ、変わってしまったよ」

　フィールディングは認めた。

「人を根こそぎ変えてしまうような出来事ってのは、あるもんだ。自分の身に降りかかるまでは気づかないがな……」
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　一いつ旦たん言葉を切り、周囲を見み渡わたす。

「せっかく会ったんだ、何があったのか、教えてやる。ただし、話が長くなる──そこに落ち着かないか？」

　ヒマラヤスギの巨きよ木ぼくのもとに、複数のテーブルと椅い子すが設置されている。フィールディングはそこを指さした。

　申し出を受けていいものか、とエルバとテッキは顔を見合わせる。

「ここでやり合う気はない」フィールディングは両手を広げた。「さっきも言った通り。警けい戒かいする必要はない。アードレーにも手は出させない」

　アードレーは不満げな表情を見せたが、口に出しては何も言わなかった。

「……いいでしょう」

　テッキはわずかに警戒を解いた。

「ワタクシとしても、色々知りたいですからね……」

　というわけで、一同は思い思いの椅子に着席した。お互たがい、相手の陣じん営えいとの間にある程度の余よ裕ゆうを設けて。

「ほら、マツボックリだ」

　足あし下もとから、フィールディングはヒマラヤスギのマツボックリを拾い上げ、ヘンリエッタに手て渡わたした。

「うわー、大きい！」

　物もの珍めずらしげに、ヘンリエッタは声を上げた。ひっくり返してみたり振ふってみたり手から手へ投げてみたり、とマツボックリをもてあそぶ。

「たしかに、こんなでかいマツボックリは初めて見たぞ」

　エルバも驚おどろきを隠かくさなかった。マツボックリのサイズは全高二十センチほど、普ふ通つうのものよりはるかにでかい。色も薄うす緑みどり色と異なるが、いくつもの細長い松かさが幾き何か学がく的に整列している様子は、どうみてもマツボックリだった。

「ここの植物園には、珍めずらしい植物が山のように生えている。この木も、その一つというわけだ。ヒマラヤというのは、伝説の地チキュウにあるという山の名前らしい」

　フ、とフィールディングは含ふくみ笑いを漏もらした。

「ところで」エルバが質問する。「そもそもおまえ、どうして植物園にいるんだ？」

「ヘンリエッタとアードレーに、いろんな木や花を見せてやろうと思いたったのさ」

　淀よどみなく、フィールディングは答えた。

　やや、理解しかねた。その答えは、一いつ般ぱん客きやくであればごく自然なものだ。だが、フィールディングのような状況にある者が、そんなことを言うか？　そんな疑問に、エルバは囚とらわれた。

「疑っているのか？」

　エルバの表情から察して、フィールディングは呟つぶやく。

「俺達が花や蝶ちようを愛めでて、なにか問題でも？」

「問題はありませんよ」テッキが答えた。「ただ……少々、あなたのイメージには似合わないと思いまして」

「フン。昔は、よくヘンリエッタやトーマを引き連れて、ここに来たものだ」

　トーマとは、ヘンリエッタとともに殺されたフィールディングの弟の名である。

「安くてそれなりに時間を潰つぶせる場所を、ここしか知らなかったもんでな」

　昔を思い出すように、フィールディングは周囲に遠い視線を投げていた──が、不意にエルバ達に焦しよう点てんを戻す。

「セブンデイから、おまえ達を倒たおすように言われている」

「…………」

　低い、決意のこもった声に、エルバは思わず黙だまり込む。

「はっきり言って、勝てるかどうかはわからない。負ければ、ヘンリエッタとはお別れだ」

　鬼き神しんの円盤レンズを取り上げられるということか、とエルバは解した。

「だから、その前に、やりたいことをやっておこうと思った。せめてもう一度だけ、ヘンリエッタと一いつ緒しよにここに来ようと思ったのさ」

「アードレーは？」

　ルナが問いかける。

「ついでだな。ここに来たことがないというから、連れてきてやった。なかなかいいところだろう？」

　問いかけられると、アードレーはあさっての方向を向いた。

「まあ、悪くない場所だとは思う」

「フッ」フィールディングは力無く笑った。「長く伸のびたヘチマを見て、大興奮していたくせに」

「あれは、……！」

　アードレーは反論しようとしたが、すぐに黙り込んだ。この植物園について、テッキとかなり近い感想を抱いだいたらしい──とエルバは類るい推すいした。

「なんで俺達と戦わなきゃならないんだよ」

　エルバがフィールディングに問いかける。

「少なくとも、俺達の側には、おまえと殺し合いをする理由はないぞ」

「おまえらからすれば、そうだろう。だが、俺にはセブンデイの命令を聞かなければならない理由がある」

　そして、フィールディングは説明を始めた。

　そもそもの発ほつ端たんは東番外地暴動よりも以前、デスドレッド島からの大量脱だつ走そう事件が起きた時に遡さかのぼる。

　脱走事件の主犯、クラヴリーはブルティエールに潜せん伏ぷくした。首都にいる限り逮たい捕ほは時間の問題──と思われていたが、彼は軍警察の捜そう査さの手をするりするりとすり抜ぬけ続け、いまもって捕つかまっていない。最近でこそ、軍警察もその件にあまり注力していないが──東番外地暴動という大事件があったせいもある──脱走事件直後は、かなり大々的な捜そう査さ網もうを敷しいたものだ。

　何故なぜクラヴリーが捕まらずに済んだかというと、軍警察に内通者がいたからだ。

　当時、軍警察に所属していたデイジー・コ・クラストはその立場を利用し、クラヴリーに捜査情報を流し続けていた。その情報の力で、クラヴリーは逃にげ続けることができたのである。

　内通に最初に気づいたのが、フィールディングだった。フィールディングはデイジーを問いただした。それは軍警察、市民に対する重大な裏切りだ、と。だが、結局のところ、フィールディングはデイジーを見み逃のがした。先せん輩ぱい後輩のよしみがあったことが大きい。デイジーはそのまま失しつ踪そうし、クラヴリーに合流した。

　内通の一件はこれで闇やみに葬ほうむられる──はずだったのだが、これに気づいた者がもう一人いた。ルシアン・パラドール、バルヒーヨの秘書を務めていた男だ。当時、クラヴリーの逮捕はバルヒーヨ陣営にとって喫きつ緊きんの課題だった。逮捕できなかった結果、その後クラヴリーの手によってバルヒーヨは葬られることになる。

　その重大事を邪じや魔ました、フィールディングという男は許せない──ということで、暗殺指令が下った。実行者はボンダーマンとスパーキン、フィールディングと同じ軍警察所属の人員だ。

「間が悪かった──」とフィールディングは述じゆつ懐かいする。「俺を暗殺するためにボンダーマン達が来た晩、俺は別の仕事で夜通し出で払はらっていた」

　脱走犯の一人が見つかったらしいという突とつ発ぱつ的事件で、フィールディングは外に駆かり出されていた。家に残るのは弟と妹のみ──というところに、二人はやって来た。

　侵しん入にゆうした二人は、妹達に気づかれた──そのため、二人はフィールディングの弟と妹を殺した。

「…………」

　テッキ達が言葉を失っている間も、フィールディングは淡たん々たんと話を続ける。

「俺は仇かたきを取るため、かたっぱしから実行犯を捜さがして回った。ボンダーマン達の名前を聞き出すのは、そう難しいことじゃなかった──」

　そして東番外地暴動の日、とうとうフィールディングはボンダーマン達を捕ほ捉そくした。彼らが暴徒鎮ちん圧あつに手を取られているところを狙ねらい、襲しゆう撃げきしたのである。

　二人を同時に相手取り、フィールディングはよく戦った──が、決着は不本意な形でついた。折からの火事で建物が崩ほう落らく、瓦が礫れきの波がフィールディングを押し潰したのである。

「どうにか脱出することはできた。だが、その時にはボンダーマン達はどこかに行ってしまっていた。ひどい怪け我がを負った状態で、俺は行き場所をなくした──」

　フィールディングは歩いた。何もかもを見失って、ただひたすらに歩き続けた。気がついたら、ブルティエール南側の砂すな浜はまで行き倒だおれになっていた。そのまま朽くちて砂となるのか、と覚かく悟ごしたが──

　セブンデイが現れたのは、その時だった。

　セブンデイはフィールディングを拾い、手当てをしてやった。フィールディングの身の上話を聞き、大いに同情した後、こう持ちかけたのだ──「妹に会わせてあげられるかもしれないよ？」と。

「セブンデイの言う通り、俺はヘンリエッタに再会できた。願いを叶かなえてもらった……」

　隣となりに座るヘンリエッタを、フィールディングは引き寄せた。

「だから、次は俺がセブンデイの願いを聞く番だ。『鬼き神しんの力で魔神を打ち倒せ』という願いをな」

　そして、エルバ達をまっすぐに見み据すえる。

「おまえらに戦う理由がなくても、俺にはある。俺がセブンデイの命令を拒きよ絶ぜつすれば、セブンデイは俺から円盤レンズを──ヘンリエッタを取り上げる。それだけは、耐たえられない。だから俺は、おまえを倒さなければならない」

「…………」

　にわかには、エルバは何も言い返せなかった。

　フィールディングには、覚悟を決めた人間の持つ強さがあった。口で説得して翻ほん意いさせることはかなわない、と他人に感じさせるだけの強さが。

「ちなみに──」

　アードレーが割って入った。

「僕も、事情は似たようなものでね。磔はりつけにされて、僕も干ひからびて死ぬところだったのを、セブンデイに助けられた。僕の場合は、助けてもらった上に君達に復ふく讐しゆうできる、といいことずくめだけどね。ンフフ」

「そうですか」テッキが言った。「そのセブンデイという方、挫ざ折せつした方々のもとを訪おとずれては、言いくるめて味方につけて回っているのですね？　随ずい分ぶんマメですこと」

「……たしかにマメだな」エルバが頷うなずく。「クルトの奴やつも、そいつが助けてやったってわけか」

「八眼デイアボリツク争覇パーテイの初期の段階から、じっと監かん視ししていたんだろうねえ」

　ルナが発言した。

「魔神と戦って敗れた人間に、リベンジを持ちかける。なるほど、冴さえたやり方だと思うよ──自分の作品を使って魔神と戦ってくれる人を探すやり方としては」

　最後にフィールディングに視線を投げて、

「ま、君の場合はちょっと違ちがうらしいけど」

　と付け加える。

「明後日あさつてだ」フィールディングは言った。「午後八時、ブルティエールの南側の海岸だ。砂浜の中に一カ所だけ、海に張り出した岩場がある。そこで雌し雄ゆうを決する」

「明後日だと」エルバは言い返した。「随分急じゃないか」

「こっちにもこっちの事情がある」

　フィールディングがそう言うと、よくわかる、と言いたげにアードレーが頷く。

「そろそろ、セブンデイの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうだしね」

「そりゃ、そっちの事情はあるだろうが……」

　エルバは反論しようとしたが、それを拒絶するようにフィールディングは立ち上がった。

「待っている」

　合わせて、ヘンリエッタとアードレーも席を立つ。

　有無を言わさず立ち去るつもりか、とエルバも腰こしを浮うかせた。何か言い返そうと口を開くが──

「……そう言えば」

　それより早く、フィールディングが顔を寄せてきた。

「おまえ、アードレーと知り合いなのか」

　小さな声で尋たずねる。

「……ああ」

　とりあえず、エルバは頷き返した。

「あいつは何者なんだ？　どう見ても女の子なのに、男だと言い張る」

「……彼女の本当の名前は、バーミッサ・アードレーだ。多分」

　エルバは教えた。

「コーマックってのはバーミッサの双ふた子ごの弟だ」

「……そうか」

　ちらりとフィールディングはアードレーを見る。

「何をやっているんだい、フィールディング……」

　不ふ審しんに思ってか、アードレーは声を投げてきた。

「じゃあな」

　短く言って、フィールディングはエルバ達に背を向けた。ヘンリエッタとアードレーを追って、のんびりした足取りで歩み去っていく。

　結局、何も言い返せなかった。エルバは舌打ちした。

「どうするんだい、エルバ」

　ルナがエルバの顔をのぞき込む。

「……少し、考えさせろ」

　エルバは答えを保留した。

「それが……いいですね」

　テッキが発言した。

「まさか、フィールディングが、あのような体験を……想像もしませんでした」

　フィールディングの語った身の上が、かなりショックだったらしい。テッキは椅い子すに腰こし掛かけたまま、まったく動けずにいた。その視線は、ひたすらにフィールディングの背中に張り付いていた。
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「どりゃあぁぁ──ッ!!」

　大きくホタルは跳ちよう躍やくして、ヤミの脳天に鐘かねを叩たたきつけようとした。

「……やめてくれ！」

　一方、地上で待ち受けるヤミは、ほとんど無防備の体勢だった。

「なんでワシが……また殺されなければならんのだ!?」

　ヤミは、壮そう年ねんから老年になりかけの男性の姿に変身していた。

　変身対象はバラベルという名の人物だが、その名はどうでもいい。重要なのは、バラベルとはホタルの記き憶おくの中から取りだした人物、かつて実戦徴ちよう税ぜい員として活かつ躍やくしていたホタルが、業務の一いつ環かんとして叩き殺した人物であることだ。

　けれども──

「それは、二度もホタルの前に立ちはだかるからですぅ──ッ」

　なんらためらうことなく、ホタルはバラベルを叩き殺そうとする。

「……チッ」

　ぎりぎりまで鐘の攻こう撃げきを引きつけていたヤミだったが、ホタルにはまったく攻撃を止やめる気配がないと悟さとって、退いた。一いつ瞬しゆん後、鐘が三十八区の舗ほ道どうをえぐる。

　ホタルはすぐさま立て直し、ヤミの逃げた先を視線で追う。ヤミはシローの姿に立ち戻もどり、サクラの隣に立っていた。

「……こんなことになるんじゃないか、と思っていましたが……」

　ヤミによる心理攻撃がまったくホタルに通じていない、という事実にサクラは焦あせりを覚えていた。

「良心というものを持たない相手に、どう戦えばいいんですか……」

　助けを求める目を、サクラはシローに向けた。

「たまに、そういう相手もいる」

　シローは淀よどみなく答えた。

「だが、どんな人間の心にも、トラウマとなっている人物像は潜ひそんでいる。そいつを探さがし出すんだ」

　助言に頷うなずき、サクラは集中した。

　ヤミと契けい約やくしたことで、サクラは奇き妙みような感覚を会え得とくしていた。対象人物の記憶のうちに潜む人物群を検けん索さくする感覚である。

　それはさながら、適度に整理されたファイルのようなものだった。サクラには、そのファイルの内容を直接読むことはできない。だが、ファイルにつけられたインデックスタブはよく見える。タブだけで、その人物の正体はおおよそわかる。対象人物とファイルの人物の関係性はいかほどのものか、ということが。

「立ち話なんてしてる場合じゃないですよォ──ッ！」

　鐘を担かついで、ホタルは襲おそいかかる。

　集中していたサクラは、一瞬反応が遅おくれた。

「サクラ──！」

　ヤミはサクラを突つき飛ばした。

「お兄ちゃん!?」

　サクラは尻しりもちをついた。すぐさま立ち上がり、体勢を立て直す。

　ヤミは全身で鐘を受け止めていた。

　倒とう立りつした鐘が、ヤミを押し潰つぶそうとしている。ホタルは器用にも鐘に登ってそのふちに立ち、何度も鐘を蹴けり、踏ふみつけてヤミに物理的プレッシャーをかけ続けていた。

「潰れろですぅ──ッ」

　容よう赦しやない重量と打撃に、ヤミの身体からだはじりじりと沈しずんでいる。サクラは手助けしようと手を伸のばしかけたが──

「発想を変えろ！」

　ヤミは手助けを拒きよ絶ぜつするように叫さけんだ。

「こいつの傷になっている人間を見つけるんだ──！」

　この苦境にあっても、シロー──ヤミは、サクラの力を引き出すことを考えている。

　その思いに応えなければならない。サクラは集中を再開した。

　一瞬でいい、ホタルの隙すきを作ることができれば、ヤミを助けることができる。そのために引き出すべき、ホタルの記憶とは──

　数秒で、サクラは該がい当とうするインデックスタブを発見した。

「……この人……！」

　サクラの呟つぶやきとともに、ヤミの変身が始まる。

　一瞬の後、ヤミはシローの姿から、壮年のオーラン人の姿に変じていた。

「……ホタル……」

　その人物は、消え入るような声でホタルの名を呼ぶ。

「……お父様!?」

　ぎくり、とホタルは動どう揺ようした。おかげで鐘のへりから足を踏み外しかける。

「ぬうんッ」

　先ほどの声とは一転、ヤミは気合いの声を漏もらして、鐘を押し返した。

「なああッ」

　足あし下もとがぐらりと揺ゆれて、ホタルは体勢を崩くずした。鐘を蹴って大きく飛びすさり、自らが下した敷じきになるのを避さけつつ、着地する。鐘を引き寄せてすぐに戦せん闘とう態勢を取り直すが──

「……うう……！」

　反撃に出ることができず、固まってしまう。

「どうです」

　硬い表情で、サクラは問いかける。

「たとえ、闇やみ照てらしの力の性質をあらかじめ知っていたとしても──平静ではいられないでしょう？　特に、不幸な死別をした身内に会うというのは──」

「黙だまるです！」

　ホタルは大声をサクラに叩きつけた。

　しかしサクラは、語ることを止めない。

「あなたの父親は、会社の経営者だった……」

　ヤミを経由して、ホタルの記憶が流れ込んでくる。サクラはそれをそのまま口から吐はき出す。

「でも、共同経営者がだらしない人だった。その人はあなたの父親に隠かくれて脱だつ税ぜいを行い、放ほう蕩とう三ざん昧まいをつくした後、ことが発覚すると高飛びした。あなたの父親はその尻ぬぐいをする羽は目めになって多額の借金を抱かかえ、しまいには自殺した……」

「……人の心に……」

　わなわなとホタルは震ふるえだした。

「勝手に踏み込んでくるなァァ──ッ!!」

　怒いかりに任せて鐘を振ふり上げ、サクラを黙らせようとする。

　サクラは大きく飛んで鐘をかわし、さらに言い募つのる。

「だからあなたは、税ぜい騎き士しになったのですね……いつか、父を死に追いやった男に復ふく讐しゆうするために」

「あなたとは関係のないことですッ」

　大おお鐘がねを、ホタルは右へ左へと振り回す。だが、感情の高ぶりのために的が定まらない。周囲の廃はい屋おくの壁かべを粉ふん砕さいし、瓦が礫れきの山を作っていくものの、肝かん心じんのサクラにはかすりもしない。

「関係ない？　そんなことはないだろう」

　ヤミがホタルに声をかける。

　ホタルはその声の方を向いて──驚おどろきに目を見開く。

　ヤミは、逃とう亡ぼうした共同経営者の姿に変身していた。幼かったホタルの記憶に残る、老人の姿に。

「君の父親が犠ぎ牲せいになってくれたおかげで、私は生きながらえることができた。彼に感謝しなくちゃな！」

「……おまえ……」

　ホタルの理性は吹ふき飛んだ。

「おまえのせいで、ヤジマ家はァァァァ──ッ!!」

　渾こん身しんの一いち撃げきを、ホタルは繰くり出した。目の前の人物が本物の仇かたきではない、と心の隅すみではわかっていながらも。

　だが、ヤミは片かた腕うでを伸ばし──片腕で大鐘を受け止めた。

「なにッ!?」

　ヤミが鐘の下敷きになる光景を期待していたホタルは、目を見開いて驚いた。

「なんで、そんな簡単に──!?」

「簡単なことだ」

　共同経営者は顎あごを動かし、鐘を示した。

「ボロボロじゃないか。無茶苦茶に振り回して、その辺の壁を壊こわしまくったせいだ」

　鐘は所々へこみ、目に見えるほど変形していた。虚きよ体たいを構成する塵ちりが、剝はがれ落ちてしまっているせいだ。

　鐘を押さえたまま、ヤミはシローの姿に戻った。

「虚体を損そこねたせいで、重量を変える機能が弱まっている。だから、俺の腕わん力りよくでも簡単に押さえられる軽さになったきり、重さが戻っていない。そして、虚体が崩れるということは──俺にとって紋様クリプトが読みやすくなるということだ」

　背中から、シローは鏡を取り出した。

「……!!」

　ホタルは大きく動揺した。

　それは、闇照の魔ま神じんの塵器ストライカーだった。塵器は、相手の虚体から削けずり取った紋様──塵がどのような構成で虚体を組み上げているかというパターン──を読み取り、その虚体を一撃で粉砕する力──紋様アンチクリプト破壊ストライクという能力を持つ。

　本来敵の姿を映す鏡面には、何も映っていない。真っ黒だった。

　それは、塵器が紋様クリプト解析アナライズを済ませているという証あかしだった。

「……塵より生まれしものよ、塵へと還かえれ……」

　常じよう套とうの文句を、シローは唱え始める。と同時に、風が吹き始めた。塵器が周囲の空気を吸い込むような気流が生まれ、鏡はより暗黒を増していく。

「冗じよう談だんじゃないですぅ……！」

　ホタルは鐘を引っ込めようと試みた。が、生まれた気流にロックされ、引くことも進むこともかなわない。

　まごまごしているうちに、予備動作は終しゆう了りようした。

「……紋様破壊!!」

　風が逆巻いた。

　シローの声と同時に、鏡の表面から黒い奔ほん流りゆうがほとばしった。

　黒い波は一いつ瞬しゆんでホタルと鐘を吞のみ込む。闇やみに蝕むしばまれて鐘は瞬時に崩ほう壊かいし、ホタルの小さな身体からだは吹き飛ばされた。




「…………さて」

　十数秒で、暴風は収まった。収まったのを確かく認にんしてから、サクラは足を進め、ホタルのもとに歩み寄る。

　ホタルは壁に叩きつけられた格好で気絶していた──が、サクラの足音に気づいて、ふと意識を取り戻す。

　最初に目に入ったのは、抜ぬき身の短たん剣けんの刃やいばだった。

「うぬ……ッ!?」

　気がついた時には、みぞおちに刃が突き立っていた。

「……あ……ああ……!?」

　驚きよう愕がくに目を剝むき、ホタルはサクラを見上げる。

「あなた、私を八つ裂ざきにする……って言ってましたよね？」

　冷え切った瞳ひとみで、サクラはホタルを見返していた。

「それって、私を殺すつもりだったってことですよね？　私を殺しに来た相手を見み逃のがしてやるほど、私はお人好しではありません」

　そして、ぐりっと短剣をひねる。

「…………！」

　ホタルは最さい期ごの吐と息いきを吐き出した。脱だつ力りよくして、ずるりと上体が滑すべり、変な格好でうずくまる。

「……悪いのはあなたですからね……？」

　そう言い捨てて、サクラは剣けんを抜いた。一ひと振ふりして、刀身についた血を振り払はらう。

「目から、円盤レンズを抜いておけ」

　遅おくれてヤミが歩み寄ってきた。サクラに指示を出す。

「……そうですね」

　サクラはホタルの目に指を突っ込んで、剛ごう力りきの鬼き神しんの円盤を取り出した。

「どうしましょう……これ。持っていたら、セブンデイが回収に来るかもしれませんね」

「別の刺し客かくを送り込まれるのは、面めん倒どうだな。無む駄だな戦いは、避けるに越こしたことはない」

「とはいえ、どうやって返へん却きやくしたものか……」

　天を仰あおぎ、サクラは考え込んだ。

　長らくその姿勢のままで固まっていたが──

「……ううう……」

　不意にうめき声を漏もらすと、顔を押さえてうずくまった。

「……どうした」

　慌あわててヤミがサクラの身体を支ささえる。

「…………」

　荒あらい吐息を、サクラは漏らしていた。時間をかけて、呼吸を落ち着ける。

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　やっとのことでサクラは言い、ヤミの手を押し返した。

「キツいですね……他人のトラウマを追体験する、というのは……」

　ヤミの力に必然的に伴ともなう副作用のようなものだった。ヤミの力で相手に心理的ダメージを与あたえるためには、相手の記き憶おくを読み、知る必要がある。それは、ヤミの契けい約やく者しやにとっても強きよう烈れつな負ふ担たんをもたらすのだ──同じ感受性を持つ人間である以上。

　ことに、これまで博物館内で幸福に過ごして来たサクラの場合、その種の体験は劇的な衝しよう撃げきをもたらした。人の心は想像もできないほどに醜みにくく、おぞましくなり得る。その実例を、サクラは何十人分と見てきた。

　醜さを見せつけられるたびに、サクラの心は悲鳴を上げた。だが、何度もその種の体験をすれば、やがて心は自己防衛機能を発動させる。サクラの場合、それは「わき上がる感情を完全にシャットアウトする」という形で働いた。無感動、無表情という強固な障しよう壁へきを造ることによって、心で何も感じないようにしたのだ。

　だが時折、障壁は不意に形を失い、サクラの心は強烈な苦く悶もんと虚きよ無む感に晒さらされる。どうしようもない苦しみを、サクラは不定期に覚えていた。

「それでも……耐たえなければならないんですよね……お兄ちゃんを生き返らせるためには」

「その通りだ」

　サクラを元気づけるように、ヤミはサクラの肩かたを叩たたいた。

「逆に言えば、この試練を越えられなければ、シローを蘇よみがえらせることはできない。わかってくれるよな」

「ええ……」

　ゆっくりとサクラは手を離はなした。下から現れた顔は、苦く渋じゆうの表情に満ちている。

「大丈夫、おまえには、これを耐え抜くだけの強さがある。紋様アンチクリプト破壊ストライクを放つこともできた。これなら──エルバやテッキにも負けないはずだ」

「…………」

　その言葉に、サクラは何のコメントも挟はさまなかった。

「……ともかく、この隠かくれ家がはもう引き払わなければなりませんね……ホタルが誰だれかに伝えているかも」

「ああ。あと、ホタルの死体は大穴に捨てていこう」

　ヤミの提案に、サクラは顔を歪ゆがめた。

　けれども、死者を葬ほうむっている余よ裕ゆうなど、今のサクラにはない。

「……そうですね」

　ゆっくりと、サクラは頷うなずいた。




「……非常に結構」

　サクラとホタルの決けつ闘とうの様子を、遠巻きに眺ながめている者達がいた。

　一人は、ブラナ・ラ・モート。つい半月前、サクラを八眼デイアボリツク争覇パーテイに導いた張本人だ。

「ヤミの契約者としての自覚を持ち始めているようだ」

「そのようですねえ」

　相あい槌づちを打ったのは、銀ぎん髪ぱつの青年──ルシアン・パラドールだった。

「ま、先せん輩ぱいとして言わせて頂ければ、まだまだな感はありますがね」

「契約したての契約者とは、概がいしてあんなものさ」

　ニ、とブラナは口元を吊つり上げる。

「ことに、ヤミの契約者は大変だからね。ヤミの力は、宿命的に契約者の心をおかしくさせる。別に、契約者の心に直接干かん渉しようするような性質はないはずなんだけど──他人の記き憶おくの奔ほん流りゆうというものは、人の心にとってかなりの負担になるらしい」

「……そういうものなんですか？」

　ルシアンは問いを投げる。

「ああ。記憶の奔流に押し潰つぶされて、人格を歪ゆがめていく契約者を数多く見てきたよ。そういう意味では、シローもそうだった。ま、彼の場合はヤミと十年のつきあいだったから、しまいには歪んだ状態で安定していたがね。ともかく、たいていの場合は自我を崩壊させて、自じ滅めつする。ヤミの力にビクともしなかったのは君だけだよ、ルシアン君」

「……それは褒ほめ言葉ととって構わないんですかね？」

「もちろん。それ以外のなんだと言うのかね？」

「僕はもとから頭がおかしかった、と言われているのかと思ったのですが」

　と言いつつ、ルシアンは穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべ続けている。

「君は、普ふ通つうの精神の持ち主ではなかったし、今もない。これは褒めているんだよ」

「じゃあ、そういうことにしておきます」

　ルシアンは頷いた。

　ブラナも頷き返し、去っていくサクラとヤミに目をやった。

「さて、今度の契約者はどうなるかな。ヤミの能力が彼女をいかに変容させるのか、非常に興味がある」

「それは、ステキな趣しゆ味みとは言い難がたいですね」

　ルシアンは短く評した。







「おそらくその二件、犯人はジョナサン・フィールディングという人物だと思います」

　デイジーはクラヴリーにそう説明した。

　館長とエルバが不在の博物館にあって、デイジーとカエデがクラヴリーを客人として迎むかえていた。

「誰でえ、そいつは」

　と問うたのはリデル・ハンターチャンス。十年前、デイジーとともにクラヴリーの従じゆう僕ぼくを務め、今もその部下として手足のごとく働いている男である。筋骨隆りゆう々りゆうの大男で、夜道で会ったら反射的に逃にげ出したくなるようなご面相をしている。

「軍警察の先輩です。三ヶ月前に死んだと思われていたのでありますが……」

　デイジーは、自分の知っていることをあらかたクラヴリー達に語った。

　フィールディングの弟と妹が東番外地暴動で亡なくなっているということ。ただし警察の死亡記録の死亡の日付は訂てい正せいの跡あとがあり、訂正前の数字を信じるなら、暴動の直前に亡くなっていることになる。

　半月前に姿を現したフィールディングは「妹と弟の復ふく讐しゆう」を口にしていたこと。

　その後、軍警察の同どう僚りようだったボンダーマンとスパーキンが、似たような手口で惨ざん殺さつされたこと。

　その二人とフィールディングとは、もとより仲が良くなかったこと。

「以上の状じよう況きよう証しよう拠こから考えるに」

　デイジーは自分の意見を述べた。

「どういう背景があったのかまではわかりませんが……ボンダーマン達がフィールディング先輩と妹達を、東番外地暴動のどさくさで殺そうとした。ただ一人先輩だけが生き残り、鬼き神しんの円盤レンズの力を借りて復讐を果たした──ということになるのではないでしょうか」

　フィールディングと再会したあの日、デイジーはヘンリエッタの姿を目にしていた。音おん符ぷの眼帯をした、フィールディングの妹の姿を。

　彼女は、無む邪じや気きそうな子供の姿でありながら、言いしれぬ不気味さを身にまとっていた。人ならざる禍まが々まがしさを、デイジーは感じ取っていた。今ならば、その直感は正しかったのだとわかる。

「……それで正解ですよ」

　テッキの声が、突とつ然ぜん割り込んできた。一同がラウンジ入り口に目をやると、テッキとエルバ、ルナがちょうど帰ってきたところだった。

「お帰りなさい、館長」

　デイジーはまず挨あい拶さつした。

「正解、というのは……？」

「ついさっき、そのフィールディング当人に会ってきたんだよ」

　エルバはそう言って、ラウンジの席に腰こしを落ち着けた。疲ひ労ろうでぐったりとしながらも、植物園での出会いについて一部始終を語る。

「……なんとねえ」

　話を聞き終えて、まず声を漏もらしたのはクラヴリーだった。

「ということは、私の任務はハナから暗あん礁しように乗り上げていたのだな」

「任務？」

「最近、軍警察の人間が四人も東番外地周辺で殺されたから、締しめ付けが厳しいだろ？　だから、警官殺しの犯人を見つけて軍警察に突つき出して、締め付けを終わらせてくれ、とアンテノラに直々に頼たのまれたのさ」

「アンテノラに、ですか」

　テッキはクラヴリーに同情した。マーレボルジュの王の依い頼らいは、命令も同然だ。ましてマーレボルジュに保護してもらっているクラヴリーがイヤと言えるわけがない。それがどんなに困難な依頼であるとしても、だ。同じくアンテノラの依頼でフォッグビルに向かい、えらい苦労をする羽目になった時のことを思い出して、テッキはため息をつく。

「それは、災難としか言いようがありませんね」

「ランコを突き出したらどうなんだよ」

　エルバは身も蓋ふたもない提案をした。

「彼女も警官殺しの犯人だろ？　だったら──」

　次の瞬しゆん間かん、クラヴリーの手の中に魔ま法ほうのようにフォークが現れていた。その刃は先さきは、エルバの眼球を狙ねらっている。

「今、なにか言ったかね？」

「いいや何も」

　速そつ攻こうでエルバは答えた。すると、クラヴリーも速攻でフォークをしまった。

　こいつ、ここまであのフォーク娘むすめに毒されているのか、とエルバは思ったが、口に出しては何も言わなかった。

「どうするんだ、エルバ」

　カエデが質問した。

「その決けつ闘とう、受けるのか？」

「……それなんだが」

　少し間をおいてから、エルバは答えた。

「帰り道の間、ずっと考えていたんだが……受けようと思う」

「本気かよ」とリデル。「受ける義理なんてねえだろうが」

「まあな」エルバは認めた。「こいつは八眼デイアボリツク争覇パーテイとは関係ないし、たしかに受けて立たなきゃならない理由はない。だが……ここで決闘を断っても、いずれセブンデイズ・デモニアクスはやってくる」

　カエデが倒たおしたクルトとランコが持っていた円盤、幻げん影えいの鬼神と氷結の鬼神は、博物館の地下倉庫で保管されている。セブンデイがこれを奪だつ還かんしたいと思っている以上、衝しよう突とつは不ふ可か避ひだ。

　博物館側としては無む償しようで鬼神の円盤を返へん還かんしてもいいのだが、セブンデイの目的は自己の作品による魔神の打だ倒とうであるという。ならば、鬼神の円盤を返すわけにもいかない。王が反逆者に武器を与あたえるようなものだ。

「なにより、フィールディングが俺と戦うことをあきらめないだろう。あいつにはあいつなりに戦う理由があるようだし」

「戦う理由、とは？」

「闇やみ照てらしの鬼神の円盤を取り上げられるのを、恐おそれているんだろうね」

　答えたのはルナだった。

「闇照の鬼神は、彼の殺された妹の姿を取っている。戦わなければ、再び妹と別れることになるんじゃないのかな」

「フィールディングとの戦いは不可避なんだろうさ」エルバは言った。「だから、俺は行く」

「ちょっと待て」

　カエデが口を挟んだ。

「何故なぜ戦いは不可避だと決めつける？　わざわざ敵の注文通りに出ていく必要はないだろう」

「……今説明した通りだ」

　不ふ機き嫌げんな声でエルバは言い返した。

「いいや、私はその意見に反対だね」

　しかし、カエデも引かない。

「向こうの事情など知ったものか。セブンデイとやらが円盤レンズを取り上げる、って言うのなら、取り上げさせればいいだろうが。それで連中に混乱が生じれば、こちらとしても無む駄だな争いは避さけられる」

「それはどうだか」エルバは切り返した。「それは一時しのぎにはなるかもしれないが、抜ばつ本ぽん的解決にはならねえぞ。別の人間がまたやってくるだけだ。こんな事態を見み越こして、敵が予備人員を用意しているとすれば、時間稼かせぎにもなりゃしねえ。だったらむしろ、俺は早期の決着を望むね」

　まだカエデは何か反論しようとしたが、

「私としても、エルバに決闘してもらった方がありがたい。警官殺しの犯人を突き出さねばならないことを考えるとね」

「…………」

　クラヴリーの言葉に、口を閉ざした。

「なら、これ以上は言わない」

　間をおいて、カエデは言い直した。

「私はあくまでもサクラを捜す」

「それでいいだろ」エルバは頷うなずいた。「テッキと一いつ緒しよに、サクラを捜してくれ」

「え？」今度はテッキが声を上げた。「エルバ、一人で行くのですか？」

「……ああ。俺達の主目的はサクラを捜し、八眼争覇にケリをつけることだ。セブンデイ対策は副次的なものに過ぎない。それにフィールディングは決闘を望んでいるんだ、魔神二柱を連れて行くのはフェアじゃないと思うね」

「……生き残ることに、フェアもアンフェアもあるものか」

　カエデが口を挟んだ。

「どうしたでおじゃるか」

　とげとげしいカエデの態度に、マロがツッコミを入れる。

「先ほどからエルバに対してツンケンとして。今いま更さら惚ほれたでおじゃるか？」

「……マロ、おまえの顔に眼球を入れるための穴を空けてやろうか？」

　険悪極きわまりない顔で、カエデはマロを睨にらんだ。

「フホホ」マロは笑いを返した。「マロの超ちよう絶ぜつ美形フェイスは既すでに完成されているので、これ以上の手入れは不要でおじゃるよ」

　カエデは息を吐はき出した。

「先ほどからエルバがぬるいことばかりを言うので、イライラしているだけだ」

「ぬるいと言えば、ぬるいのかもしれないが……」

　エルバは半歩ほど譲ゆずる気配を見せた。

「一応、フィールディングは知り合いだからな。それなりの礼れい儀ぎが必要だと思っているだけだ」

「意外な言葉だねえ」ルナが言った。「君とフィールディングはおせじにも仲が良かったとは言えないと思うけど」

「……まあな」

　エルバは認めた。

　エルバにとってフィールディングは「ムカつく野や郎ろう」以外の何者でもなかった。エルバが博物館に住み着いて以降、フィールディングはたびたびエルバに見下すような視線を投げてきた。だがそれは、軍警察の人間としての職務の範はん囲い内を越えるものではなかった。彼には彼なりの持論──というかスタンスというか──があって、それを曲げることはしなかった。曲げなかったからこそ命を狙ねらわれ、妹弟を失う羽目になったのではないのか。

　フィールディングは尊敬に値あたいする人間だった──ということを、エルバは今更ながらに認にん識しきしていた。個人的には好きではなかったが、時間があれば仲良くなれていたかもしれない。

　そのことを思うと、フィールディングからの決けつ闘とう申し込みを拒きよ絶ぜつする気にはなれなかった。カエデに対しては色々と理由を並べ立てたが、それは本意ではない。

　本意でないことを感じ取っているからこそ、カエデも不快感を感じているのだろう。だが、フィールディングに対する複雑な感情をカエデに説明し切れるとは、エルバには思えなかった。

「介かい添ぞえ人にんは、私がやろう」

　クラヴリーが挙手して立候補した。

「君が勝利した暁あかつきには、彼を捕つかまえて、然しかるべきところに突き出す」

「……それが良い……のですかね」

　ためらいがちに、テッキは言った。

　人殺しの罪を、国の裁きを受けることによって償つぐなう。それが正しいことであるかどうかは、意見の分かれるところだ。フィールディングの不幸は、国を動かす人間によってもたらされたのではなかったのか。

「細かいことは気にしなさんな」

　テッキの深刻そうな顔を受けて、クラヴリーは陽気に言った。

「私だって色々な人間を殺してきたけど、国の裁きを受ける義務はないと思っているよ」

「……それはそれでどうかと思うがな」

　エルバは呆あきれた。







「やあ、お帰り……」

　地下研究所に戻もどってきたフィールディング、ヘンリエッタ、アードレーの姿を見て、フォングが挨あい拶さつを投げた。

　フォングは地下研究所の所長である。ここは立派な連れん邦ぽうの公的機関の一つだが、現在はフォングがいいように利用していた。というのも、この研究所を積極使用していたバルヒーヨが「行方ゆくえ不明」になって以降、連邦政府から完全に忘れ去られた場所になっているからだった。予算も途と切ぎれ、人員はフォング以外の誰だれもいない。

　無ぶ聊りようをかこち、研究所で飲んだくれる毎日を送っているある日、セブンデイはやってきた。初対面の印象は「なんだこの露ろ出しゆつ狂きようの女は」というものだったが、彼女が過去の研究所所長であり、悪あく魔ま創造の秘術を知り、実際に悪魔の円盤レンズを生み出している──と知って、研究所の場所を提供し、師事することにしたのである。

　もっとも、社会的力学の作用の結果、現在フォングは事実上、小間使いの仕事を課せられていた。セブンデイだけではない、デモニアクスの面々から雑用を押しつけられ、色々と妙みような仕事をやらされている。立場的には最下位かもしれない──が、おそろしく退たい屈くつだった日々を思い起こせば、今の方がはるかにマシだった。決して悪い状じよう況きようではない。

「今日はどこに行っていたんだい？　お嬢じようさん」

　ヘンリエッタの頭を撫なでてやると、少女は嬉うれしそうな顔をした。

「植物園に行ってきたの。ちょうちょが一いつ杯ぱいいたよ！」

「それはそれは。良かったじゃないか、いいものが見られて」

　ヘンリエッタに笑えみを向けつつ、フォングはフィールディングに心配そうな顔を向ける。

「いいのかね、そんなことをしていて。遊んでいたと知れたら、名めい誉よ所長はいい顔をしないぞ」

　それは、フィールディングの立場を思いやっての忠告、単純な善意からの助言だった。

　フィールディングは小さく笑った。

「問題ない。植物園で、エルバ・ナイトロンドと会ってきた」

「……本当かね」

　フォングが驚おどろきに目を見はる。

「本当さ」アードレーが補足する。「ま、遭そう遇ぐうしたのはたまたま、偶ぐう然ぜんだけどね」

「奴やつに一対一の戦いを申し込んできた。決闘は二日後だ」

「随ずい分ぶん早いな」

「急せかしているのはセブンデイだ」

　フィールディングは言葉みじかに言い返した。

「介添人は、僕が務めるよ」

　アードレーが申し出た。

「できれば、僕自身があいつを叩たたきのめしてやりたいところなんだけどさ……なに、いざとなれば僕とあんたと、二人がかりでやればいい」

「アードレー」

　厳しい声を、フィールディングは放った。

「決闘と言ったはずだ。決闘に、第三者の介かい入にゆうは無用だ」

「何を言うんだい、フィールディング……」

　冗じよう談だんかと思ってアードレーは笑い顔を向けるが、

「俺が倒たおれた後なら、何をしようが構わない。だが、戦いの最さ中なかに手を出すようなら、俺はおまえを排はい除じよする」

　フィールディングは本気だった。

「…………」

　アードレーは眉まゆをひそめた。

「そうかい。とすると、僕としてはあんたが負けることを祈いのるしかなくなっちゃうよ？　僕は、エルバに恨うらみがある。できれば自分の手で恨みを晴らしたいと思っているんだけどさあ」

「おいおい」

　雲行きの怪あやしさに、フォングが言葉を挟はさんだ。

「こんなところでいがみあっても、意味はないぞ」

「…………」

　腕うで組ぐみして、フィールディングはしばし考え込んだ。

「そう言えば、聞いていなかったな。おまえ、エルバとの間に何があったんだ」

「……僕の身の上話を聞きたい、と？」

　アードレーはイヤそうな顔を見せた。

「あまり語りたくないんだけど……」

「おまえのエルバに対する恨みが大きいものならば、代わってやる。俺に代わって、おまえが決けつ闘とうしろ」

「……二人で協力してエルバをやっつけよう、とは言わないの？」

「自分の手で恨みを晴らしたいんだろ？」

　質問に、フィールディングは質問で答えた。

「……わかったよ」

　いい気分ではなかったが、アードレーは語ることにした。

「僕と姉のバーミッサはつい数ヶ月前まで、レッドウォール州のフォッグビルという街を統治していた」

「統治？」

「フォッグビルの王だったんだよ、僕とバーミッサは」

　アードレーは肩かたをすくめた。

「だが……ある日、そこにエルバ達がやってきた。いや、正確には『魔ま神じんがやってきた』と言うべきかな。僕達は、魔神がやってきたという偶ぐう然ぜんに喜んだんだよ……結晶クリスタル連鎖法チエインのテストができる、と思ってね」

「結晶連鎖法、とは？」

「僕達の父が編み出した技術だ。大気中の塵ちり、悪魔の虚きよ体たいを、強ごう引いんに結けつ晶しようという単位に結合させる。結晶化した塵は虚体を構成できなくなる。これが発動している限り、誰だれも悪魔を呼ぶことはできない。端たん的てきに言うと、究極的な対悪魔兵器だよ」

「それを連中に試ためしたのか」

「ああ。魔神にも、結晶連鎖法は効いた。ただ、とどめを刺さすには至らず、僕達は負けた」

　その原因は、結晶連鎖法に重大な欠けつ陥かんがあったためだ。が、そこまで語る必要をアードレーは感じなかった。

「それで、エルバ達に……姉を、殺されたのか」

　フィールディングの問いに、アードレーはすぐには答えなかった。髪かみを撫なでて、あさっての方向を見る。

「いや……正確には、そうじゃない」

　噓うそをつこうと思えば、つくことはできた。だがアードレーは、事実を口にしていた。

「エルバ達は、僕らを負かしただけだ。僕達を磔はりつけにしたのは、フォッグビルの連中さ……フォッグビルの繁はん栄えいは、僕達の統治のおかげだったというのに。恩知らずな奴やつらめ……」

　アードレーの顔は苦く悶もんに歪ゆがむ。

「何日も、僕達は晒さらされ続けた。水の一いつ滴てきも飲めず、昼は強い日の光に焦こがされ、夜は冷え切った空気に苛さいなまれた。何日目だったかも覚えていない──セブンデイが助けに来てくれたのは。僕達は磔台から下ろされたけど──その時には……」

　アードレーは、両手で顔を覆おおった。

「違ちがう!!」

　そして、突とつ然ぜん怒ど鳴なる。

「あの時死んだのはバーミッサだ!!　コーマックじゃない、バーミッサが……！」

「その辺にしておくんだな、バーミッサ・アードレー」

　無造作にフィールディングは腕を突つき出し、アードレーの胸むな元もとをつかんだ。

　そしてシャツの合わせ目に指を突っ込むと、一気にばりっと引き裂さいた。

「何を……!?」

　フォングが腰こしを浮うかした。

　予想外の事態に、アードレーはほとんど無む抵てい抗こうにシャツを裂かれた。

　肌はだが外気に触ふれるに及およんで、やっとフィールディングの手を振ふり払はらう。そのまま床ゆかに倒たおれ込むと、片腕で胸を隠かくしつつフィールディングをにらみ返した。

「どういうつもりだ、フィールディング……!!」

　殺さんばかりの視線をフィールディングに叩きつけるが、

「そういうことだ、バーミッサ」

　アードレー──バーミッサの所作を、フィールディングは指さした。

「服を剝はがされてそんな格好をする男がいるかよ」

「……グ……！」

　バーミッサは言葉に詰つまった。

「これ以上、自分はコーマックだと主張するんじゃないぞ。そうしたら、上着だけじゃなく、そのズボンをはぎ取らなきゃならなくなるからな。さすがにそこまではしたくない」

　フィールディングはすぐそばに積つまれていたバスタオルを手に取り、バーミッサのそばにしゃがみこんだ。近づいて、バスタオルをバーミッサの肩にかけてやる。

「おまえは、自分をコーマックだと思いこんでいた」

　耳元で、フィールディングは語る。

「こっちから魔神に手を出した結果、双ふた子ごの片割れを失う羽目になった。手を出さなければ、取り返しのつかない事態に陥おちいることはなかったはずなのに。弟を守れなかった後こう悔かいの念が強くなり過ぎて、認にん識しきが歪んだ──生き残ったのは弟だ、姉が身を犠ぎ牲せいにして、弟を守ってやったのだ、と。その思いこみに現実を合わせるため、おまえはコーマックを名乗ることにした──そんなところだろう？」

「…………」

　バーミッサの瞳ひとみは、恐きよう怖ふの色に染まっていた。

「……な……なんでそんなことを言うの……」

　消え入るような声を漏もらす。それは先ほどまでの「コーマック」の声とは違っていた。

「現実から目を背そむけても、いいことは何一つないからだ」

　真情のこもった声を、フィールディングはバーミッサにぶつけた。

「現実から目を背けたら、俺みたいな人間になる。幻まぼろしばかりを追い続け、未来を見失う。それは、人のあるべき姿ではない」

　意外な言葉に、バーミッサは思わず黙だまり込んでしまう。

　じっとフィールディングはバーミッサを見つめていたが、やがて身を引いた。

「……ま、俺が説教できることじゃないがな……」

　ヘンリエッタを手招きして、自分のそばに引き寄せる。

「だが、他人が俺と同じ誤った道に足を踏ふみ入れようとしているのを、見ていられない」

　バーミッサは身体からだを起こした。恐怖の色は既すでに消え、フィールディングへの興味が取って代わっている。

「それって、……」

「いるか、フォング！」

　ちょうどその時、セブンデイが研究室に飛び込んできた。

「フィールディング達を呼んで──って、揃そろってるねー」

　すぐにフィールディングに気づいて立ち止まる。

　そして、バーミッサの様子にも気がついた。

「……何があったのよ？」

　素す早ばやくバーミッサは立ち上がって、フィールディングの上着で身体を隠した。

「なんでもない」バーミッサは答えた。「転んで服を裂いただけ……」

「本当にー？」

　セブンデイはフォングに意見を求めた。

　フォングは慌あわてつつ、何度も頷うなずいた。

　続けてヘンリエッタにも目をやる。空気を読んだか、ヘンリエッタは何も言わなかった。

「……まあ、問題ないならいいけどねー。それより、また面めん倒どうが起きたよ」

「と言いますと」

　フォングが問うと、セブンデイは片手で頭を抱かかえた。

「ホタルもやられたみたいなんだ。また円盤レンズを取られちゃったよ」

　それから、バーミッサに視線を投げる。

「どうしてホタルを一人で行かせたのさ？　君ら、一いつ緒しよに行動してたんじゃなかったの」

「それは……」

　少しためらってから、バーミッサは答えた。

「ホタルが僕の助力を拒きよ否ひしたからだ。セブンデイの命令通り、一人で魔ま神じんを倒してみせるって……」

「その心意気は嬉うれしいけれど、なんで負けた時のことを考えないかねー。君が付き添そっていてくれれば、少なくとも円盤だけは回収できたというのに」

　はあ、とセブンデイは重苦しいため息をついた。

「もうこれ以上の損失は出せない。君ら、単独行動は許さないからねー。協力して魔神に対たい抗こうするんだ」

「協力して？」

「うん。一対一で戦って勝て、なんてことは言わないよ。クルト、ランコ、ホタルと敗れた今となっては、認めるしかない──僕の鬼き神しんの円盤は、まだ魔神に及ばない存在だ、とね。でも、複数対一で当たれば、まだ勝てる可能性はあると思っている」

　それからフォングに目をやって、提案した。

「なんなら、彼もつけようか」

「なんですって!?」

　フォングの声が裏返った。

「私も魔神と戦えですと!?」

「うん」セブンデイは頷いた。「君も立派なセブンデイズ・デモニアクスの一員だ。幸い鬼神の円盤にはまだ空きがあるし。獄ごく炎えんの鬼神と電光の鬼神、どっちがいい？」

「なんてひどい二択たくだ」

　その両者の能力を、フォングはよく知っていた。

　獄炎の鬼神の方は、つい半月ほど前にセブンデイ自身が使し役えきするのを見た。それは炎ほのおの大たい剣けんという形状を取る。それに撫なでられた者は大やけどの憂うき目めを見ることだろう──が、一つ重大な欠点があった。燃えさかる炎を手に持つので、召しよう喚かん主しゆは熱くて仕方ないのである。敵を焼く前に自分を焼いては意味がない。事実、セブンデイも思わず剣を投げ捨て、結果ドえらい火事を起こしてしまった。

「電光は電光で、何の役にも立たない鬼神じゃないですか。まぶしい光を出すだけの棒きれって、──」

「うっさい！」

　突とつ然ぜんセブンデイは癇かん癪しやくを起こし、手に持つステッキでフォングをぶん殴なぐった。

「ぬぐおッ」

　フォングはいいように殴られた。これまで何度も殴られているのに、なかなか回かい避ひできない。セブンデイがキレるタイミングがまったく読めないのだ。

「僕の作品にケチをつけるなよ。電光の鬼神は……アレだ、パワーを強くしすぎると召喚主が感電するんだから、仕方ないだろー」

「でもあの調整では、力が弱すぎ──」

　セブンデイはもう一度フォングを殴るふりをした。それを見ただけで、フォングは思わず腕うでをかざして自分をかばう。

「……フー。まあいいや」

　セブンデイはステッキを引っ込めた。

「とにかく、僕の言いつけを守ってくれよ、二人とも」

　フィールディングとバーミッサに言う。

「……そうか」フィールディングが答えた。「あんたがそう言うのならば、仕方がない」

「……どういう意味？」

　セブンデイは問い返す。

「ついさっき、エルバ・ナイトロンドに決けつ闘とうを申し込んできた。期日は明後日あさつての晩」

「本当かい!?」

　フィールディングの言葉に、セブンデイは喜びの声を上げた。

「それはそれは、まことに重ちよう畳じよう。アードレーを連れて行って、氷結の魔神を打ち倒してくれ」

　ぽんぽんとフィールディングの肩を叩く。

「戦いに勝ち残ることで、君はかわいい妹との生活を続けていくことができる。頑がん張ばってほしいねー」

　そして、答えを待たずに奥の部屋に歩み去ってしまった。

　その姿が消えてから、フィールディングはバーミッサを見やった。

「結局のところ、おまえの力を借りなきゃならないようだ。頼たのめるか」

「…………」

　長いこと、バーミッサはフィールディングと見つめ合い──小さく頷うなずいた。







「さて、そろそろ決闘場に向かおうかね」

　クラヴリーはそう言って立ち上がった。

　決闘の日、エルバは博物館で静かな一日を過ごしていた。来きたるべき戦いに集中するためである。この二日間、サクラの捜そう索さくはテッキとカエデに任せきりにしていた。

「ああ、そうすっか」

　ラウンジの窓まど越ごしに眺ながめていた庭から視線を切り、エルバも腰こしを上げる。

「……しかし、その格好は介かい添ぞえ人にんって風じゃねえな」

　クラヴリーの服装に目をやって、エルバは言った。

「介添人なら、スーツでも着るべきなのかもしれんがね」

　クラヴリーは認めた。今、彼は訪問販はん売ばい業用のスーツではなく、普ふ段だん着ぎを着ている。以前、バルヒーヨと戦った時の服装だ。

「だが、敵が必ずしもことを決闘で済ますとは限らないからな。いざという時のためにも、動ける服装の方がいい」

「……フィールディングが、俺達をだますとは思えんがな」

「フィールディングにだますつもりはなくても」ルナが発言した。「その取り巻きが、フィールディングの意志に従うとは限らないよ」

「…………そうだな」

　エルバは納なつ得とくした。

「ま、深刻に考える必要はないと思うけどね。いざとなれば逃にげてくればいいんだから。彼らとの戦いは義務ではないんだし」

「義務……な。まあな……」

　ルナの言葉に、エルバは考え込んでしまった。セブンデイズ・デモニアクスとの戦いは、義務ではない。それは逆に言うと、八眼デイアボリツク争覇パーテイ──サクラとの戦いは義務ということだ。

　フィールディングを倒たおせば、次はサクラとの戦いが待っている。

　それを考えると、気が重くなる。

「義務ではないにしても……」

　エルバを励はげますように、クラヴリーが背を叩たたいた。

「頑張ってフィールディングを打ち倒してくれよ。私のためにも。特に、私のためにも」

「…………あんたは、こんな時に自分の利益を主張するのか」

　エルバは呆れた──が、同時に緊きん張ちようが和やわらいだような気もした。

「こいつは私にとっても死活問題だもの。敵を殺さなければ私が死ぬ、という状じよう況きように追い込まれたら、私はためらわずに敵を犠ぎ牲せいにする。それは人として、決して間ま違ちがった態度じゃないと思うよ」

「……俺も、そう割り切りたいと思っている」

　クラヴリーの言葉にそう答えて、エルバは歩き出した。

「さ、海に行こうぜ」

「そうしよう」

「行こうか」

　エルバに引き続き、ルナとクラヴリーもラウンジから出て行く。

「少しよう佐さ殿どの……」

　ただ一人、博物館に残るデイジーが、クラヴリーに声をかける。

　クラヴリーは足を止め、振り向いた。

「わかっている。できるだけ、善処はする」

　短く言い残し、手を振る。

　デイジーはその後ろ姿に軽く一礼した。

「しかし……待つのはつらいでありますね……」

　出で払はらっているカエデが、博物館に入るための鍵かぎを持っていない。だから誰だれかが留守番をする必要があった。

　いてもたってもいられない。けれども、デイジーは待つしかなかった。







「今いま頃ごろ……エルバは海岸に向かっているんでしょうかね」

　小さな声で、テッキはぽつりと呟つぶやいた。

　ブルティエール北西側区域を、テッキはサクラを求めてさまよっていた。もっとも心は上の空、聞き込みも大して行わず、ただひたすらにエルバの身の上ばかりを案じ続けている。

「そんなに心配しなさんなって」

　袖そで口ぐちから触しよく手しゆを伸のばし、ボルがテッキを慰なぐさめる。

「クラヴリーの野や郎ろうだってついて行ってるんだ。大事にはなんねえって」

「随ずい分ぶん気軽に言ってくれるものですね」

　テッキは触手を睨にらみつけた。

「ついこの間まで、エルバは死ぬかどうかの大おお怪け我がで寝ね込こんでいたのですよ。今でこそあの通り、すっかり治って何ともないような顔をしていますけれど、実際のところはどんな具合なのか……」

「あいつが大だい丈じよう夫ぶだって言っているんなら、それはつまり大丈夫だってことだ。必要以上に心配したら、逆にウザがられるだけだぜ。ゲハハハ」

「それは……そうかもしれませんが……」

「俺は、エルバの野郎よりおまえの方が心配だがね、テッキ」

「……ワタクシ、ですか？」

　テッキは面めん食くらった。ボルからそんな言葉を聞くとは、まったく予期していなかったので。

「俺が言うのもなんだが、おまえ、最近どうかしてるぜ？　どうしようもなく沈しずみ込んだかと思えば、尋じん問もん対象の哀あわれな人間を必要以上にボコボコにする。おまえはそんな、情じよう緒ちよ不安定な奴やつじゃなかったはずだぜ」

「ワタクシが情緒不安定ですって？　ご冗じよう談だんを」

　テッキは笑った。が、その笑い声は神経質で、自信のなさが透すけて見える。

　ボルの言う通り、かなり調子が狂くるっていることを、テッキは自覚していた。初めのうちは、エルバに対する不安感、彼を失ってしまうのではないかという恐おそれが、自分の心を揺ゆらがせていると思っていた。たしかにそれも重大な要因だった──だが、それと肩かたを並べる重大要因がもう一つあることに、最近気づいた。

　すぐそばに、サクラがいない。その単純な事実が、テッキの心を不安に追いやっている。

　チェビアトがサクラを博物館に連れてきた十年前のあの日から、テッキとサクラは姉妹同然に過ごしてきた。そばにサクラがいるということは、ごく当たり前のことだった。

　そんなごく当たり前のことが、今は失われている。サクラはどこかに行ってしまい、ことによると永遠に帰ってこない可能性だってある。その可能性に、テッキは努めて目をつぶってきた──が、目をつぶれば、まわりが見えなくなるのが道理である。

「こんな大変な時に、情緒不安定になっている暇ひまなんてありませんよ……」

　そう、今は悩なやんでいる場合ではない。博物館館長としての義務がある。博物館職員や協力者達のリーダーとして、自分が指導力を発揮しなければならない。弱みを見せるようでは、リーダー失格である。

「無理はすんじゃねえぜ？　俺達の戦いは命がけなんだ。悪いコンディションで戦いに臨のぞんでやられたら、悔くやんでも悔やみきれねえんだからよ」

「わかってますとも」

　テッキは短く答え、黙り込んだ。

　日は既すでに落ちているが、テッキの行く道はいまだに賑にぎわいを見せている。劇場、美術館といった文化的施し設せつが立ち並ぶ区画だった。西番外地、ブルティエールの金持ちが住む場所に近く、そのせいで町並みも上品な外観となっている。中流から上流に属する人々が、夜に安心して遊べる場所だった。

　サクラが東番外地にいるとは限らない。その考えを受けて、テッキは敢あえて悪霊レイス女王クイーンの目もく撃げき例がない場所をこの二日ほど歩き回っていた。東番外地より──先日話題に出た三十八区など──の区画はカエデに任せ、自らは西よりを捜している。

　テッキは、この繁はん華か街がいに足を踏ふみ入れたことに居い心地ごこちの悪さを感じ始めていた。街行く人々は皆みな幸せそうだ。悩みを抱かかえている気配など微み塵じんもない。そんな中をただ一人で歩いていると、自分が異い端たんであるかのように思えてくる。

　そもそもこんな場所を、サクラが出歩いているだろうか。ここで妙みようなことをすれば、衆目を集めるに決まっている。それはサクラの望むところではないだろう。

　適度に切り上げ、別の場所にサクラを求めに行くべきか。いや、もう日も落ちたし、博物館に戻もどってエルバの帰き還かんを待つべきか──少し迷ったその時だった。

「…………？」

　ふと、前方の光景に違い和わ感かんを感じたのは。

　テッキの目は、一人の男に吸いついた。

　その男は、装そう飾しよく品ひん店てんの入り口近くに立ちつくしていた。

　どこかで見たことがあるような、とテッキは目を細める。

　すると、応こたえるかのように、男はテッキに顔を向けた。

「!!」

　テッキはぎょっとした。

　そして、自分の目を疑う。

「お父さん……!?」

　そこに立っていたのは見み間ま違ちがえるはずもない、ベルトラン・バベルハイズ──十年前に死んだテッキの父親だった。

「お父さんだと？」

　その言葉にボルも驚おどろいて、テッキの袖口からわずかに顔を出した。

　一いつ瞬しゆん、テッキの頭の中は真っ白になった。だが、すぐに何が起きているのかを悟さとって、ギッと表情を引き締しめる。

「ヤミ……！」

　あれが本物の父親であるはずがない。ヤミが変身した姿だ、とテッキは理解した。それが証しよう拠こに、今のベルトランの姿はテッキが見た最後の姿、西部軍に参加すべく博物館を出て行った時の姿だった。もし仮にベルトランが生きているとすれば、容姿のプラス十歳分の加か齢れいがあって然しかるべきだ。

　ベルトラン──ヤミは、テッキの視線を受けてにやりと笑った。身を翻ひるがえすと、テッキから離はなれるように逃げていく。

「ま……待ちなさい……！」

　テッキはその後を追いかける。

　ヤミは角を折れ、建物の陰かげに隠かくれるように逃げていく。ワタクシが角を折れたら、ヤミは既に姿を消しているかもしれない──まかれることを半ば覚かく悟ごして角から顔を出すと、

「…………」

　ヤミは待っていた。かなり離はなれた場所ではあったが、足を止めている。テッキがついてきていることを確かく認にんしてから、また逃げ始める。

「誘さそっている……」

　テッキは愕がく然ぜんとした。

「サクラが誘っている……!?」

　それはとりもなおさず、サクラがテッキに勝負を仕し掛かけようとしているということだ。

　サクラと戦わなければならない──突とつ然ぜんに突つきつけられた現実に、テッキはまたもや頭が真っ白になった。いきなり錘おもりがつけられたかのように、足が動かなくなる。

「……どうするんだよ、テッキ」

　低い声で、ボルが問いかける。

「追うのか、追わねえのか？」

「……私……ワタクシは……」

　口の中がカラカラになる。それでもテッキは、必死に言葉を絞しぼり出した。

「……どうすれば……どうしろというのですか……？」

　場合によっては、自分がサクラと対決することになる。そうわかっていたはずだった。けれども、いざそれが現実になろうとしている今──どうすればいいのか、わからない。

「それは、おまえが決めるこった」

　突き放すセリフを、ボルは口にする。

「俺達魔ま神じんは、契けい約やく者しやの意志に従って戦う。戦わねえって言うんなら、戦わねえ。そこに俺の意思が割り込む余地はねえ──」

　大きく目を見開き、テッキはボルを見る。

「というのは原則論」ボルは続けた。「俺の意見を聞きたそうな顔をしているから、聞かせてやる。今ここでヤミを追わなかったら、後こう悔かいするんじゃね？　二度とサクラに会えねえかもしれねえぜ」

「二度と……」

　その言葉は、テッキの心に響ひびいた。

　そうだ──自分は、もう一度サクラに会いたい。

「そう……ですか。そうですね」

　さしあたり、決心をつけた。ヤミを追い、サクラに会いに行くという決心を。サクラとの対決についてはまだ心が定まらないが──

　実際に会って、話をしてみれば、対決を回かい避ひすることができるかもしれない。

　一いち縷るの望みを、テッキは見み出いだした。

「……行きましょう。いや、行かなければなりませんね……」

「おうよ！　そうこなくっちゃな！」

　ボルの声を受けて、テッキは走り始めた。




　ヤミは一定の距きよ離りを保ちながら、走り続ける。

　繁華街を抜ぬけ、住宅街を抜けていく。走るほどに周囲の灯火は消えていき、気がつけば周囲は真っ暗になっていた。夜道を照らすのは、煌こう々こうと輝かがやく月の明かりのみ。

「……あいつ、どこまで行くつもりなのよ？」

　テッキも思っていた疑問を、ボルが先に口に出した。

「ワタクシをさんざん走らせて、疲つかれたところを叩くつもりですかね……」

　と言いつつ、テッキはある確信を抱いだきつつあった。この道は、テッキも知っている道だった。ヤミがこのまま進み続けるならば、たどり着くのはブルティエールの外──

「……カエデに連れん絡らくをしなければ……」

　テッキは自分の袖そでの中に手を突っ込み、ボルの触しよく手しゆを一本引きちぎった。手と万まん力りきを器用に使って丸める──と、丸くなった虚きよ体たいの中央に一つ目が現れる。さながらボルのミニチュアといったところだ。

「三十八区方面にいるはずです。頼たのめますね」

「それはいいが、カエデをどこに引っ張ってくりゃいいんだ？」

「この道を……」テッキは前方を指さした。「まっすぐ行った先に、コスモス畑があります。多分、ヤミはそこにワタクシを導こうとしている」

「コスモス畑……？」

　ボルはテッキの指さす先を見やった。広がるのは暗い道のみ、今のところ花畑など気配すら見えない。

　しかし、テッキの声にこもる確信の色を、ボルは信じた。

「……任せときな！　速そつ攻こうで連れてくるぜ！」

　ミニサイズのボルは小鳥の姿に変化した。テッキが手を跳はね上げると、ボルは翼つばさをはためかせ、南東方面向けて飛んでいった。

　小鳥の姿を見送って、テッキは改めてヤミを追いかける。

　見失う心配はない。テッキは走りに走り──

　不意に視界が開けた。

「おお……？」

　ボルが思わず声を上げる。

　眼下に、ピンク色の地面が広がっていた。

「これが、野生のコスモス畑……ですよ」

　斜しや面めんを降り、テッキはコスモス畑の縁ふちに寄る。

　背の高いコスモスだった。全高は一・五メートルほど、テッキが中に潜もぐると頭がちょこっと出る程度。

　そんなコスモスが、みっしりと広こう範はん囲いにわたって群生していた。夜風が吹ふくと、花々の絨じゆう毯たんはさながら海面のように波打つ。

「昔、この地に住んでいた方が、趣しゆ味みでこのコスモス畑を作ったそうなんです」

　とテッキは説明する。

「その方は亡なくなって、畑を整備する人はいなくなりました。見捨てられたコスモスは枯かれ果てる……と思いきや、思いの外強くて、他ほかの雑草を駆く逐ちくしてこの通り、見み渡わたす限かぎりの草原を埋うめ尽つくしてしまった、とか」

「へえ。よくそんなこと、知ってんな」

「お父さんに何度か連れてきてもらいましたから……」

　やがて父は西部に去り、代わりにサクラがやって来た。新しい家族になかなかなじめなかったサクラを、テッキはたびたびここに連れてきたものだ。美しい花の海の中で、テッキとサクラは一いつ緒しよに遊んだ。以来、サクラはテッキだけではなく、祖父のベンハートや、サクラを連れてきたチェビアトとも打ち解けていった。

「よりによって、ここを選びましたか、サクラ……！」

　ならば、とテッキは東側へ顔を向ける。

　コスモス畑で遊び疲れた時、休む場所があった。畑を見下ろす場所に立つ廃はい屋おくの軒のき下したに陣じん取どって、秋風に吹かれながらコスモスをただぼんやりと眺ながめた、という思い出を、テッキはいまだに覚えていた。

　同じことを、サクラも覚えていた。

　廃屋の軒下で、黒衣の少女はベルトランとともにテッキを見つめていた。
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　ブルティエールの南側は、海に面している。

　博物館から市の中心を挟はさんだ反対側、四十八区には港こう湾わん地区が広がっている。西部方面への海運の一大拠きよ点てんであり、この港のおかげでブルティエールは首都と呼ぶにふさわしい発展を遂とげたと言える。

　港湾地区から離はなれると、自然の海岸線が延びる。港の西側には岩場が多く、東側には砂すな浜はまが多い。

　エルバ、ルナ、クラヴリーの目的地は、港から東よりの海岸だった。

「こんな時間にここに来るのは初めてだな」

　エルバは素す直なおな感想を述べた。月明かりに照らされて静かに揺れる海面は、なにやら幻げん想そう的だった。

「そもそも、滅めつ多たに来る場所じゃないけどね」

　ルナが言う。博物館から大きく離れ、かつ人気のほとんど無い場所なので、来る理由がないのである。来ようと思えば、鳥型の悪あく魔までも使えばひとっ飛びなのだが。

「海はあまり好きじゃないね」

　一人だけ、クラヴリーは疲れ切ったような目で海を見ていた。

「そんなことを言う奴やつ、初めて見た」エルバが言った。「なんかあったのか」

「大ありだ。私は十年もデスドレッド島にいたんだぞ？」

「…………」

　そういえばそうだった、とエルバはつい黙だまり込んだ。

「波の音を聞いていると、デスドレッド島での重労働の数々を思い出してしまうのさ。家を建てるためにクソ重い石を運ばされたり、深い密林をひたすら伐ばつ採さいしたり、どこから出てくるともわからないデスドレッド島の悪魔に怯えてみたり。よくもまああんな場所で十年も生き抜くことができたもんだ、と今いま更さらながら思うね」

「かなり苦労をしたらしいというのは、見た目からもよく伝わってくるよ」

　クラヴリーの姿を眺めながら、ルナが言った。クラヴリーの髪かみはほとんど白い。もとより白いのではなく、苦労のあまりに色が抜けたという風だ。

「ああ、これかね」

　クラヴリーは自分の髪を指でつまんだ。

「色が抜けただけで済んだ、と喜ぶべきなのだろうよ。実は私の父は、白髪しらがの上に禿はげていた」

「マジかよ」エルバは驚おどろいた。「年取ったら白髪になるか禿げるかの二択たく、じゃねえのか」

「それが俗ぞく説せつであることを、私は早い段階から知っていたよ。父の背中を見て育ったものでね。君ならしばらくは心配する必要はないだろうが、ま、気に留めておくことだ」

「……心こころ遣づかい、感謝する」

　エルバは軽く頭を下げた。

　海岸は、完全に砂浜ばかりというわけではない。一部に、岩場が大きく露ろ出しゆつして張り出したところがある。そこは、通常の地面に比べれば凹おう凸とつは激しいものの、岩場にしては比ひ較かく的平らで、色々な運動ができそうな場所になっている──たとえば、決けつ闘とうとか。

「…………」

　その岩場の上で、フィールディングとヘンリエッタ、バーミッサは既すでに待っていた。

「言った通り、来てくれたか」

　フィールディングが言うと、エルバが応じる。

「まあな。無視しても良かったんだが、そっちがやる気なら、先送りしても意味がないと思ってね。訪問販はん売ばいみたいに、居留守を使っていれば勝手に去っていくってわけじゃねえだろ」

「……イヤなことを言ってくれるな、エルバ」

　クラヴリーは胸を押さえて顔をしかめた。

「結構だ」

　フィールディングは短く言って、頷うなずいた。

「戦う前に、一つ聞きたいことがある」

　ルナが一歩進み出て、質問を投げた。

「気になっていることがあるんだけどね。君達のボスについて」

「答える義務があるとでも？」

　バーミッサが言った。

　おや、とエルバは思った。二日前に比べ、アードレーの雰ふん囲い気きが少々変わっているように感じたのだ。何が違ちがうのか、とエルバは探さぐろうとした──が、ルナの質問の方に気を引かれたので、その違和感の正体はわからずに終わる。

「答えたくなかったら、答えなくてもいいさ」ルナは続ける。「ただ……なんで君達のボスは部下達ばかりを戦わせて、自分は出てこないのかと思ってね」

「それは、セブンデイに聞いてみなければ、わからないことだと思うけど」

　バーミッサはそう答えた。

　一方、フィールディングは考え込んだ。そして、慎しん重ちような口ぶりで言う。

「鬼き神しんの円盤レンズの出来具合に自信がないから、他人を使って試ためさせている──俺達にそう思わせたいのか？」

「いやいや、全然そんなことないよ」ルナは力ちから一いつ杯ぱい否定した。「純じゆん粋すいな興味から聞いたまでさ」

　いや、そう思わせるつもり満々だったろ、とエルバは思ったが、ツッコミを口には出さなかった。心理戦──というか口先での渡わたり合いは、ルナにさせた方がいい。

「セブンデイはこう言っていた」フィールディングは語る。「自分はかつて八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜いただけの実力を持つ人間だから、鬼神の円盤で魔神に戦いを挑いどめば間違いなく勝ってしまう。それは鬼神の円盤での勝利ではなく、自分の召しよう喚かん士しとしての実力の勝利だ。だから、自分のような超ちようすごい召喚士ではなく、それなりにすごい──八眼争覇に参加しうる程度の力を持つ召喚士が鬼神を使し役えきし、魔神に打ち勝ってこそ、鬼神の力は優すぐれていると客観的に言える──とかなんとか」

「はあん。大した自信だな」

　バカにしたような口調でエルバは言った。

　だが事実、セブンデイが過去の八眼争覇の勝者であることは、ブラナの口から聞いて知っている。大口には、それなりの裏打ちがあるはずだ。そいつが出張ってこなかったのは幸運かもしれない、と内心では思う。

「だが、そろそろセブンデイも認めつつあるようだ──自己の作品が魔神に一歩及およばない、という事実に」

「……ちょっと」

　フィールディングの言葉に、バーミッサが慌あわてて振ふり向いた。

「それを言うのは──」

「事実だ」フィールディングが言葉を割り込ませる。「それを証明したのは、こいつらの仲間だぞ」

「ふむ、たしかに」クラヴリーが口を挟む。「君達のお仲間は、カエデが倒たおした。鬼神二体を相手に、一人で立ち回ってね」

　はあ、とバーミッサは息を吐はき出した。開き直ったのか、にやりと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。

「だから、セブンデイはそろそろなりふり構わなくなりつつある。例えば、『一対一の決闘だ』と言っておびき寄せた相手を、二人がかりで叩たたきつぶせ、って命令するとかさ……」

　す、と小さく腰こしを落とし、バーミッサは構えた。

　無言で、エルバは顔を歪ゆがめた。

「どうやら、私がついてきて正解だったようだな」

　無表情のまま、クラヴリーは懐ふところから円盤を取り出した。

「悪かった」フィールディングは謝あやまった。「だが、こちとら雇やとわれ者の身だ。雇こ用よう主ぬしの命令には逆らえない。頼むから戦える介かい添ぞえ人にんを連れてきてくれ、と思ってはいたが──そんなことじゃ、免めん罪ざい符ふにはならないだろうな」

「今からでも遅おそくはないよ」ルナが提案する。「君達のボスには内ない緒しよで、この場で当初の予定通り一対一の──正確には二対二かな──決闘をするというのは、どうかな」

「それは無理だ」

　フィールディングは首を横に振った。

「あいつがここを見ていない、と思うのか」

「……なるほど」

　ルナも、そしてエルバも理解した。どこか遠くから、この「決闘」を監かん視ししている人間がいるのだ、と。

「とはいえ、幸いにして三対三という格好になっている」

　目に円盤をはめ込みつつ、クラヴリーが発言した。

「ならばそっちは当初の予定通りに決闘をすればいい。私は、こっちを抑おさえる。……召喚コンタクト！」

　一声上げて、クラヴリーは悪魔を召喚した。数すう瞬しゆんの後、クラヴリーの姿はデスドレッドデーモンの姿に成り代わっている。甲こう殻かくを身にまとった人間、という表現が最適な、デスドレッド島でのみ見られる八段級の悪あく魔まである。

「抑える？　そんなこと、本当にできると思っている？……召喚！」

　バーミッサも召喚宣言をする。だが──彼女の姿には、何の変化も現れない。

「気を付けろよ、クラヴリー」エルバは言った。「そいつ、結晶クリスタル連鎖法チエインって妙みような技わざを使う奴だからな」

「結晶連鎖法？　それは使わないよ」

　バーミッサは言下に否定した。

　それもそうか、とエルバは内心で納なつ得とくした。結晶連鎖法は、敵味方問わずに悪魔の虚きよ体たいを崩ほう壊かいさせる技だ。この場で使えば、必然的にヘンリエッタをも崩壊に導いてしまう。

　それにもう一点、エルバは結晶連鎖法の欠点を知っている。結晶連鎖法は、水平方向には広く効果を発現させられるが、垂直方向にはそれほど作用しないという欠点を。いざとなれば鳥型悪魔を召喚し、速攻で空に逃にげればよい。

「僕が使うのは、この虚こ空くうの鬼神さ……！」

　軽く握にぎった両手の甲こうを、バーミッサは見せるように突つき出した。そこに妙なものは見あたらない──が、クラヴリーは本能的に危険を感じ取っていた。

「よくわからないが、甘く見るのは危険らしいな」

　両拳こぶしを胸の前に構え、戦せん闘とう態勢を取る。

「ヘンリエッタ」

　フィールディングが、闇やみ照てらしの鬼神の肩かたを叩いた。

「俺達はあの二人をやる」

「はーい」

　あまり場にそぐわない、軽快な声でヘンリエッタは答えた。

「……しかし、フィールディングさんよ」

　エルバは眉まゆをひそめた。

「俺達に、そんなかわいらしい女の子と殺しあえってのか？」

　彼女の正体は虚体、ただの塵ちりの固まりだ。本物の少女ではない。だが、見た目が少女である以上、良心のとがめを感じずにはいられない。

「まあな。なめてかかると痛い目を見る。ボンダーマンやスパーキンのようにな」

　ヘンリエッタが殺した男達の名を、フィールディングは口にした。

「なんなら、僕があの娘むすめさんの相手をしようか」

　ルナの申し出に、

「……できれば、頼たのむ」

　エルバはゆっくりと頷うなずいた。

「じゃあ、始めるぞ……！」

　フィールディングは腰に下げていた鞘さやからサーベルを抜ぬいた。

　それを合図に、ヘンリエッタが地を蹴けった。







「サクラ……」

　重い足取りで、テッキは廃はい屋おく前にたどり着いた。

「久しぶりですね、テッキ」

　サクラの顔には、静かな敵意が宿っていた。

　見たことのない貌かおだった──テッキにとっては。思わずたじろぎ、一歩退いてしまう。

　それでもテッキは踏ふみとどまり、声をかけた。

「元気でしたか、サクラ……」

　その問いかけにサクラは答えず、

「戦う前に、聞いておきたいことがあります」

　逆に問い返した。

「…………」

　テッキは黙だまり込む。

「エルバ君がお兄ちゃんを殺したの……知ってますよね？」

　非常にイヤな質問が飛んできそうだ、と身構えながら、

「……ええ」

　テッキは答えた。

「それでは……」

　サクラの声に、微び量りようの怒いかりがこもる。

「テッキが命令したんですか？　お兄ちゃんを殺せ、って」

　またも、テッキは黙り込んだ。

　重大な問いかけだった。

　あまりの重さに、テッキは一いつ瞬しゆん、言い逃のがれたいという誘ゆう惑わくにかられた。あれはエルバが自分の判断でやったこと、自分のあずかり知るところではない、と。

　それは噓うそだ。

　半月前、サクラが連れ去られていた時、テッキは重い風邪かぜをひき、高熱を出して寝ね込こんでいた。だから、ほとんどシローとの戦いにはからんでいない。だが、はっきりと覚えていることがある。

　あの時、エルバは迷っていた。父の仇かたきにしてサクラの兄であるシローに対して、どういう態度を取ればいいのか。そして、病びよう床しようのテッキのもとに相談しに来た。

　その際、テッキははっきりと発言した──「シローだけは、絶対に殺す」と。

　その言葉が今の状態を招いたのだ、とテッキは信じていた。エルバにあんな事さえ言わなければ、もっと別な──今よりもはるかにましな局面が展開していたはずだ。

　こんな事態に陥おちいったのは、全すべて自分の責任だ。

　ならば、返すべき言葉はただ一つ。

「……ええ、そうです」
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　小さな、しかしはっきりとした声で、テッキは言い切った。

「ワタクシが、シローを殺すようにエルバに命令しました。エルバはワタクシの言いつけを実行したに過ぎません」

「…………」

　長いこと、サクラは黙っていた。

　だがやがて、肩がわずかに震ふるえだし──

「どうしてですか」

　割れた声が漏もれ出してきた。

「お兄ちゃんがチェビアトを殺し、テッキの右手を奪うばった張本人だってことはわかってます。でも、あんなひどいことをする必要はなかった……!!」

　死し闘とうの末、エルバはシローの首を絞しめ上げ、首の骨を粉ふん砕さいした。惨ざん殺さつの部類に入る。

「それは……そうかもしれませんが……！」

　反論しようとしたが、テッキは何も言えなかった。

「私は……許すことができません」

　怒り、悲しみ、苦しみ。あふれ出る負の感情を、サクラはできるだけ殺そうとしていた──が、漏れ出すのを完全に防ぐことはできない。その気配を感じるだけで、テッキは金かな縛しばりにあったように動けなくなる。

「エルバ君も……テッキも……みんなみんな。お兄ちゃんを殺した人達を、許すことはできない……！」

　隣となりに立つシロー──ヤミが、鏡の塵器ストライカーを取り出していた。鏡がボルの姿を映し出すと──次の瞬間、鏡は変化し、大弓と矢に成り代わる。ボルの塵器を模したものだ。

　それをひったくるように受け取ると、サクラは瞬時に構えた。

　その矢先は、正確にテッキの胸の真ん中を狙ねらっている。

「やめなさい、サクラ！」テッキは声を限りに叫さけぶ。「ワタクシは戦いに来たのではありません！　どうしてあなたと戦えるって言うんですか!?」

「戦えない？」

　サクラはぎりりと弓を引き絞しぼると、

「……だったら、死んで下さい」

　ためらわずに矢を放った。

「…………!!」

　あまりにもあっさりと、サクラはテッキを攻こう撃げきした。

　話せばきっとわかってくれる──心のどこかでそう信じていたテッキは、反応が遅おくれた。

「テッキ！」

　胸部装そう甲こうとして張り付いていたボルが、触しよく手しゆを思い切り横に伸のばした。立木にからみつかせ、強ごう引いんに引っ張る。

　自身の意思とは無関係に、テッキの身体からだは真横にすっ飛んだ。わずかに遅れて、矢はテッキがいたところを通り過ぎていく。

「あああっ!?」

　一瞬、テッキは何が起きたのか理解しかねた。バランスを崩くずして後ろ向きに転てん倒とう、ゴロゴロと転がってコスモス畑に飛び込む。

「下がるぞ！」

　ボルは敢あえてテッキを転がるままにした。花畑に身を潜ひそめた方が有利だ、と判断して。

　テッキはコスモスをなぎ倒しながら、うつ伏ぶせに倒れた。ボルはテッキの胸に張り付いたまま触手を昆こん虫ちゆうの足のように伸ばして、しゃかしゃかと動かし、テッキの身体を強引に運うん搬ぱんする。

「ちょ……何を……！」

　うつ伏せのまま勝手に身体が地面すれすれを動いていく、という奇き妙みような体験に、テッキは慌あわてた声を出す。

「大きな声を出すんじゃねえぜ！」

　小さい、しかし激しい調子の声で、ボルは言った。

「こっちの居場所に気づかれたら、塵器を撃うち込まれるぞ」

「それは、そうですが……！」

　せっぱ詰つまった声を、テッキは漏らす。

「サクラとは戦えねえって気持ちはわかるけどよ」

　と、ボルはテッキを説得した。

「今のサクラは何を言ってもまともに聞いてくれねえぜ。戦うしかねえって」

「戦え……ですって？」

　みっともないほどにうろたえていることを、テッキは自覚していた。ボルにまともに言い返すこともできない。

「そうだ、戦うんだ。サクラをヤミの呪じゆ縛ばくから解くには、ヤミを叩くしかねえ。そうだろ？」

「…………」

　少し時間をおいて、テッキは自分の心を落ち着かせるよう努めた。

　気配を消して、自分の身体が大地の一部となったような感覚に、自らを落とし込む。

　聞こえるのはコスモスの揺ゆれるざわざわという音、そして自分の心音と呼吸音。

　長く息を吐はき出してから、テッキはやっと答えた。

「そう……ですね。ヤミを潰つぶせば、サクラも正気を取り戻もどすかもしれない──」

　それが、テッキがたどり着いた、自分を納なつ得とくさせる解かい釈しやくだった。サクラと戦うのではない、ヤミと戦うのだ。

「ならば、こちらからも撃うち返さなければなりませんね……」

　一度心を決めたら、テッキの心は急速に戦せん闘とうモードとなっていった。落ち着きを取り戻し、状じよう況きようを冷静に判断する。

「そうこなくっちゃ。それでこそテッキだぜ」

　ボルは胸部装甲から離はなれ、テッキの右手首に取りついた。羽を広げるように左右に伸び、無形の魔ま神じんの塵器、弓の形状へと変化する。

　左手を、テッキは宙に伸ばした。その手の内に輝かがやく塵が集まって、矢が形作られる。

　テッキは矢を弓につがえ、伏せた状態のままに矢を上方へ向けた。揺れるコスモスの林の向こう側に、黒い影かげがかろうじて見える。

「ヤミを撃つ……！」

　テッキは左手を離し、矢を放った。




「…………！」

　コスモス畑からいきなり飛んできた矢に、ヤミは驚おどろいた。

　が、落ち着いてもいた。身をかがめると、矢は空を切り、廃はい屋おくの壁かべに突き刺ささった。間を置かずに塵ちりと消え去る。

「……そこ……！」

　矢が飛んできた方向にあたりをつけ、サクラは反はん撃げきの矢を放った。

　ヒュンと音を立てて矢はコスモス畑に沈しずむ──が、反応はない。単に、地面に矢を刺しただけのようだ。

「……この位置は不利」

　サクラはすぐに断じ、ヤミに命令を下した。

「お兄ちゃんは上から援えん護ごして……！」

　と言いつつサクラは駆かけだし、大回りして自らも花畑に飛び込んでいく。

「了りよう解かいだ……！」

　答えて、一いつ旦たんヤミは廃屋の陰かげに回り込んだ。あらかじめ用意していた弓を持ち、矢や筒づつを背負う。

　そして、シローの姿をやめ、黒マントをまとった元の姿に戻る。夜の闇の中では、この格好の方が都合が良い。

　ヤミは矢を一本引き抜いて、弓につがえた。




「こっちだな……！」

　矢を放った直後、ボルが足を動かしてテッキの身体を移動させた。

　コスモスはみっちりと生えているように思えるが、畑をよく見ると隙すき間ま、細い道のようなものが存在する。おそらくは、この畑が人の手によって整備されていた頃ころの名残なごり、かつては通路として踏み固かためられていた場所なのだろう。それに沿って、ボルは高速で這はった。

　少し遅おくれて風切り音が発生し、矢がコスモスをかき分ける音が聞こえた。サクラが撃うち返したのだ、とテッキは悟さとった。

「いいか」ボルはテッキに言う。「移動は俺が補助する。おまえは索さく敵てきと射撃に集中するんだぜ」

「わかりました」

　テッキは答えた。そして、顔をしかめる。

「この状態に持ち込むために、サクラはワタクシをここにおびきよせたのですね……」

　正面からの撃ち合いであれば、分はテッキの側にある。半年前にボルと契けい約やくして以来、たびたび塵器ストライカーを撃ち放ってきたのだ。経験という面ではサクラは足あし下もとにも及およばない。

　だが、視界を妨さまたげる障害物だらけの環かん境きようで戦うのであれば、勝負を決めるのは単純な戦闘能力ではない。いかに相手を出し抜ぬき、有利な位置取りをして、敵を射い貫ぬくか──にかかってくる。

　感傷にひたっている間は、まったくない。テッキはサクラの気配を読み取ろうと集中した。その成否がテッキの運命を分けるとあらば、集中を乱す要素は全力で排はいさなければならなかった。







　素す早ばやい手刀の一撃が、エルバの腹部を襲おそう。

「ぬうっ」

　回かい避ひしつつ、エルバは自分の前に鎖くさりを放ち、輪を作った。ヘンリエッタの腕うでを捕つかまえようとするが──

　手刀が届かないと判断するや、ヘンリエッタはすぐさま腕を引っ込めた。横に走りながら再接近し、側面から攻こう撃げきしようとする。

「君の相手はこの僕だよ！」

　塵器を片手にルナが割り込んだ。サーベルでヘンリエッタを串くし刺ざしにすべく、突つきを放つ。

「あはっ」

　けれども、余よ裕ゆうの笑い声を上げ、ヘンリエッタはくるりと身を翻ひるがえした。サーベルの刃は先さきをかわしつつ、踏み出したルナの足にローキックを放つ。

「ぬ……!?」

　バランスを崩したルナに対し、

「ヘンリエッタに手は出させん！」

　フィールディングがサーベル片手に突っ込んできた。

　ルナは咄とつ嗟さにサーベルを掲かかげて刃を滑すべらせ、斬ざん撃げきの方向をそらした。どうにか姿勢を立て直して素早く逃にげ、間合いを取り直す。

　エルバはルナのそばに駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫……だけど」

　落ち着いた声を、ルナは返す。

「こいつは予想外の強敵だ。鬼き神しん一体なんて楽勝だと思ってたけど、とんでもない。あの手刀は要注意だね」

「同感だ」

　エルバは短く答えた。

　ヘンリエッタの手刀は、まさしくカタナだった。突くだけではない、横に薙なぎ払はらえば対象を斬きり裂さくこともできるらしい。エルバは既すでに左腕に軽く一撃くらっており、二の腕には軽い切り傷をもらっている。

「子供を相手にするのは趣しゆ味みじゃない、と思っていたが、そんなことは言ってられねえな。というか、ありゃ子供の動きじゃねえ」

　人外──野生の獣けもののごとき運動神経を発揮して、ヘンリエッタはエルバを追いつめにかかっている。己おのれの身を守るためには、たとえ相手が子供だろうが手加減などしていられないようだ、とエルバは悟りつつあった。

「一つ、悪い話がある」

　表情を崩さずに、ルナは言った。

「……これ以上状じよう況きようが悪くなる話があるってのか」

「多分。ヘンリエッタの手をよーく見てごらん」

　言われて、エルバはヘンリエッタの手を注視した。

「…………？」

　そして、小さな異変に気がついた。ヘンリエッタの両の手が黒ずんでいるように見える。戦せん闘とう開始前は、別段目を引くことはなかったはずなのだが。

　つまり、戦っているうちにヘンリエッタの手の色が濃こくなった、ということになる。それはつまり、──

「なんだって!?」

　思わずエルバは声を上げた。

　妙みようなタイミングの叫さけびに、フィールディングとヘンリエッタも驚おどろいて立ち止まる。

「……いきなりどうした」

　フィールディングの問いに、エルバも質問を返した。

「聞きたいことがある！　まさか……鬼神も紋様アンチクリプト破壊ストライクが撃てるのか!?」

　しばしの沈ちん黙もくを保った後、フィールディングは舌打ちした。

「……何故なぜわかった？」

「その手だ！　手！」

　エルバはヘンリエッタの手を指し示す。徐じよ々じよに灰色に──月光の下もとなので、エルバの目では完全には識別できないが、おそらく灰色だろう──染まりつつある、ヘンリエッタの手を。

　魔ま神じんの塵器ストライカーは、相手を傷つけるたびに虚きよ体たいから散った塵ちりを吸い、紋様クリプト解析アナライズを行う。紋様解析の結果として、塵器は色を濃くしていく。ブラナが設定した、魔神それぞれのコンセプトカラーの色に。ルナの場合は赤なので、紋様解析を行うたびに、サーベルの刃が赤く染まっていく。

　それと同じことが、ヘンリエッタにも起きている。

「クソッ。危ないところだった」エルバは毒づいた。「何も考えずに戦っていたら、こっちが紋様破壊を食くらっていた……！」

　以前にエルバが対決した鬼神の召しよう喚かん主しゆ、クルトとランコは紋様破壊を使わなかった。その二人とカエデが戦った時も、そうだったらしい。それ故ゆえに、エルバは完全に失念していた。

　だが、鬼神は魔神を凌りよう駕がするために作られた存在、というのであれば、同じ機能を備えていても不思議ではない。

「気づかれないうちに紋様解析を終わらせて、吹ふき飛ばすつもりだったが──」

　ゆっくりとした足取りで、フィールディングは前進する。

「そううまくはいかないようだな」

「たしかに、こりゃ悪い話だな」

　エルバはルナに言った。

「とはいえ、決定的事態になる前に気づいて良かったようだな」

「感謝して欲しいものだね」ルナが言い返す。「感謝の証あかしに、何か奢おごってくれるかな」

「生きて博物館に帰れたらな」

　エルバはそう答え、左へ飛んだ。一いつ拍ぱく遅おくれて、ルナも右へ飛ぶ。




「……まさか……鬼神にも紋様破壊が撃てるのか!?」

「マジで!?」

　エルバの叫さけびを遠くに聞いて、クラヴリーも驚きの声を上げた。

「……ああ、その通りさ」

　ばれてしまったか、と言いたげな気配を漂ただよわせつつ、バーミッサは答えた。

「鬼神にも、紋様クリプトを読む力はある。ちなみに、僕もあなたの紋様をかなり読んでいる……」

　言いつつ、手の甲こうを見せつける。

「もっとも虚こ空くうの鬼神はその性質上不可視だから、どの程度紋様解析が済んでいるかわからないと思うけどね、そっちからは……」

「…………」

　クラヴリーは返す言葉を失った。

　戦闘開始以来、クラヴリーはバーミッサの見えない爪つめに一方的に押されていた。バーミッサは、明らかに手の届かない距きよ離りから攻こう撃げきを仕し掛かけてきて、しかし確実にデスドレッドデーモンの外がい殻かくを削けずっていく。

　爪の正体は、塵の真空状態だ、とクラヴリーは見み抜ぬいていた。

　大気中の塵は、空間中を平均的濃のう度どで満たそうとする性質を持つ。塵の薄うすい場所が発生していれば、塵はそこを埋うめようとして集まってくる。

　虚空の鬼神は、塵の真空状態を何らかの方法で爪の形に維い持じしつつ、虚体に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん虚きよ体たいを塵に変え、その塵を真空のうちに吸い上げる──というメカニズムを作動させているようだ。故に、見えない爪で虚体を傷つけているように見える。

　以前虚空の魔神と契けい約やくしていたクラヴリーだからこそ、見抜けたことだった。

「見抜けたからといって、状況が好転するわけでもないが……」

　クラヴリーは大きく距離をとってバーミッサと立ち合わざるをえない。が、距離を置きすぎると、今度はクラヴリーの攻撃がバーミッサに届かない。デスドレッドデーモンは近接格かく闘とう用の悪魔なので、この状況はあまりに不利だ。

「あなたなんかさっさと片づけて、フィールディングの手助けに行きたいんだ。さっさと消えてくれないかなあ」

　見えない爪を構えて、バーミッサはじりじりと前進する。

「逃げ出したいのはやまやまだがね。そうも言っていられない」

　クラヴリーはそう応じる。クラヴリーの主目的はバーミッサの牽けん制せい、エルバの戦いにバーミッサを介かい入にゆうさせないことなので、必ずしもバーミッサを倒たおす必要はない。バーミッサの足止めさえしておけばいいのだが──反撃できないのでは、足止めにならない。それどころか、クラヴリー自身が紋様アンチクリプト破壊ストライクを食らう可能性だってある。

　せめて、爪が見えれば戦いようもあるのだが──今のクラヴリーにできるのは、バーミッサの歩調に合わせてじりじりと後退することだけだった。







　できるだけ音を立てないよう、サクラはしゃがんだままで移動していた。

　適当なタイミングで足を止め、耳を澄すます。

　耳を聾ろうするのはざわざわと揺れるコスモスの音ばかり。テッキの移動音を感知するのは、きわめて難しい。

　それでも、右手の方向で不自然ながさつきが聞こえたような気がした。

「…………！」

　ためらわずにサクラは矢を空からつかみ、弓を構えて、放った。矢はコスモスの林の間かん隙げきを縫ぬって一直線に飛んでいく。

　弓矢を放つと同時に、サクラは素す早ばやく移動する。テッキは全く別の方向にいて、発射音を聞きつけたかもしれないからだ。

　……これらの行動を、サクラは何度も繰くり返していた。

　これは、しびれを切らした方が負けだ。ひたすらに気配を消し続けて、相手の居場所を探さぐり当てた方が勝つ。魔神同士の戦いに一いち日じつの長があるテッキに対する、サクラなりの戦い方だった。

　忍にん耐たい力りよく勝負ならば、私にも勝ち目はある──サクラはそう確信していた。




　テッキもまた、矢を撃うっては移動し、を繰り返していた。

　小さな声ですら、サクラに居場所を教えかねない。テッキもボルも押し黙だまったままに、ひたすらにサクラの気配を探り続ける。時折ヒュンと矢が飛んでいく音が聞こえはするのだが、一瞬のことだ。どこからどこへ放たれたのか、まるで見当もつかない。

　一方で、テッキの放つ矢も、まだターゲットを捉とらえられずにいた。たびたび矢が飛んできている以上、サクラは健在である。

　端はたから見ていると、かなりアホなことをやっているように思われるでしょうね──とテッキは内心で自じ嘲ちようの笑えみをこぼす。二人の娘むすめがコスモス畑の中で、相手に気取られぬよう追いかけっこをしているのだ。愉ゆ快かいなゲームとして楽しめるはずだ──その結果に命がかかっているのでなければ。

　何本目かの矢を放ち、何度目かの移動を行う。そして──テッキは妙みようなものに突き当たった。

「これは……？」

　矢だった。

　矢が地面に斜ななめに突き立っている。

　妙だ、とテッキは訝いぶかった。サクラの放つ矢はテッキと同じく塵ちりから生まれたもののはず。ターゲットを外した後、そのまま形を留めたままでいるはずがない。塵に戻もどるはずだった。

　テッキは矢を引っこ抜く。それは実物の矢だった。虚体でもなんでもない。

　つまり……別の誰だれかが実物の矢を放っている？

　その可能性に気づいて、テッキの顔はわずかに青ざめた。

　慎しん重ちようにまわりに気を配りながら、テッキは立ち上がった。コスモス畑から、わずかに頭を出す。

　刺ささり方から推測される、矢の放たれた方向に視線を伸のばす。その先にあるのは──廃はい屋おくだった。畑より少し高く、畑を見下ろせる場所から、矢は放たれたらしい。

　狙ねらわれないよう、すぐにテッキは頭を引っ込めた。

「ヤミ、ですか……？」

　推測を、テッキは呟つぶやく。

　つまり、ヤミとサクラのうちいずれかが花畑に潜もぐり込んでテッキを直接追い、もう一方が花畑の外から射しや撃げきを行っている──ということか、とテッキは悟さとった。よく考えてみれば、ヤミがサクラと一いつ緒しよに畑を這はう必要はない。

　問題は、どっちが花畑の中にいて、どっちが花畑の外にいるのか、ということだ。本能的に「花畑で自分を追っているのはサクラだ」とテッキは思っていたが、必ずしもそうではないと気がついた。花畑の中にいる敵を、視し認にんしたわけではない。ヤミが単体で花畑を這っているという可能性もある。

　どうやって見分けるべきか。

　テッキとしては、ヤミを撃って紋様破壊を放つことで、勝利を収めたかった。この期ごに及およんでも、サクラを傷つけることには抵てい抗こうがあった。たとえ、今のサクラがテッキを傷つけることになんのためらいを持っていないとしても、だ。

　畑の外にヤミがいるのなら、畑の中にいるのは意味がない。しかし畑の内側にヤミがいるなら、このまま畑を這い続け、気配を追う必要がある。

　どちらを選せん択たくすればいいのか──

　さほど迷わず、テッキは一いつ旦たん畑から出ることを選択した。このまま畑を這い続けるのは、かなり神経を使う。集中力が途と切ぎれたら、致ち命めい的だ。

　とはいえ、ただ畑から出て行くのでは、いい的だ。

　テッキはボルの一部をちぎり、独立させた。

「……ワタクシはここから左手に向かって畑を出て、大回りして廃屋を目指します。あなたは右手に向かって陽動をかけなさい」

「オッケー」ミニサイズのボルが答えた。「派手にやればいいのか？」

「いえ、派手にやれば露ろ骨こつに陽動だと気づかれます。さりげなくやりなさい」

「そういう微び妙みようなことを要求されるのは、苦手なんだがな」

　と言いつつ、ボルは右手側にしゃかしゃかと這い進んでいった。

「任せましたよ……」

　テッキは宣言通り左手に向かった。畑を出るべく。







「そらよッ」

　ヘンリエッタに向けて、エルバは鎖くさりを放った。先せん端たんの錘おもりは、まっすぐにヘンリエッタを狙う。

　ヘンリエッタはあっさりと錘を回避した。だが──

「逃がすかッ」

　鎖はありえない方向に曲がり、後方からヘンリエッタを襲った。

　氷結の能力逆流スピンオフを活用した、エルバの常じよう套とう的攻撃手段だった。錘に赤い霧きりをまとわせつつ鎖を投げ、適度な位置で霧をパイプ状にする。曲がったパイプにしてやれば、錘はパイプの内側を滑すべって軌き道どうを曲げる、という寸法だ。

「…………!?」

　本能的に危機を察したか、ヘンリエッタは真横に飛んで錘をもう一度避よける。

　錘はヘンリエッタの周りでくるりと円を描えがいた。この攻撃は錘を敵にぶつけるためではなく、鎖でヘンリエッタを搦からめ捕とるという目的のもと放たれたものだ。ヘンリエッタを一巻きしたところで錘を固定しつつパイプは解除、少女を締しめ上げようとする。

「せッ！」

　ところがヘンリエッタは、錘を足がかりに一気に空へ駆かけ上がった。

「なに……!?」

　急いでエルバは鎖を引っ張った。が、その時にはヘンリエッタは輪の中から抜ぬけ出していた。とんぼ返りして綺き麗れいに着地、こけることなく再度一直線にエルバに向かって突つっ込んでくる。

「とおおッ」

　頭から突っ込んで右手刀、左手刀、回し蹴げりと連続攻こう撃げきを放つ。

「ぬうッ!?」

　最初の手刀は引いてかわしたが、次の手刀がエルバの足をかすめた。肉を斬きり裂さかれた感覚を覚える。

　それでも踏ふみとどまり、回し蹴りは両りよう腕うででガードした。予想外に重い攻撃にエルバはよろけ、バランスを崩くずした。後方に大きく動いて、追つい撃げきの手から逃のがれる。

「……クソッ！」

　逃にげながら、エルバは吐はき捨てた。

「なんで誰だれも彼も、初見でこの鎖を避けるんだよッ」

　強敵に対し、エルバはたびたびこの技わざを仕掛けてきた。が、まともに敵を捕つかまえた記き憶おくがない。意表をつくナイス攻撃だと自分では思っているのだが、そうでもないらしい。

「……っと!?」

　体勢を立て直そうとして、足あし下もとがずるりと滑すべった。

「エルバ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　エルバは思わず膝ひざをついた。が、すぐさまルナがカバーに入り、フィールディング達との間に立つ。

　二つのことに、エルバは気づいた。

　一つは、手刀の傷が案外深かったということ。意外に多量の血が流れ出ていた──かすめた程度の感覚しかなかったのだが。さきに受けた傷が開いたのかもしれない。

　もう一点、足下が砂になっていた。気づかぬうちに、岩場からかなり押し出されていたようだ。

　砂に足を滑らせながら、エルバはゆっくりと立ち上がった。

　この間、フィールディングは何故なぜか足を止めていた。畳たたみかけるチャンスだったというのに。

「ヘンリエッタ、戻ってこい」

　それどころか、鬼き神しんに下がるよう命令する。

「どうしたよ、フィールディング……」

　エルバが尋たずねる。

「ダウン中の相手に攻撃を仕掛けるのは趣しゆ味みじゃないか？」

　フィールディングは鼻を鳴らした。

「フン。足下が砂だと、おまえにトラップを仕掛けられそうな気がするんでな」

「……チッ」

　エルバはこっそり舌打ちをした。

　フィールディングの言う通りだった。砂すな浜はまの砂を巻き上げて目くらましにしつつ、さりげなく鎖を砂に埋めて罠わなとし、ヘンリエッタの足を取るつもりでいたのだが──その程度のこと、フィールディングには読めていたようだ。彼の両足は、いまだに岩場の内側にある。決して砂地に踏み出そうとはしない。

「こっちに戻ってこい」

　それどころか、フィールディングはヘンリエッタの手を引いて大おお幅はばに後退した。エルバが岩場に戻ってこられるように。

　エルバはためらった──が。

「岩場に戻るよりないようだね」ルナが言った。「一度警けい戒かいされた以上、罠は効かない」

「……それもそうだ」

　その言葉を受け入れて、エルバは岩場に戻った。

　状じよう況きようは五分と五分──と言えるかどうか。今のところ互ご角かくにやり合ってはいるが、エルバの身体からだはギシギシ言い始めていた。半月前のシローとの戦いの傷が、完全に癒いえているわけではないのだ。収まっていたと思っていた疼うずきが、徐じよ々じよに復活しつつある。

　長期戦になったら、まず間ま違ちがいなく負ける。しかし、短期で勝てるかと言えば──勝ち手が見いだせない。

　だが、クラヴリーとの戦いの時もバルヒーヨとの戦いの時も、勝ち手が見つからないままに戦い続けて、どうにか勝利を収めた。

　ならば今回も、どうにかするのみ。

　新たに誓ちかって、エルバは岩場を蹴った。







　テッキの視界が、不意に開けた。

「…………」

　十分に周囲に視線を配ってから、コスモス畑を出る。

　目の前に立木があったので、そそくさと陰かげに入り込んだ。

　息を潜ひそめたままに、現在位置の把は握あくに努める。

　予期していたより、遠い場所に出てしまったようだ。廃はい屋おくは思った以上に小さく見える。

　畑に目をやる。相変わらずコスモスは風に揺ゆられてざわざわとざわめいている──が、明らかに風のせいではないと思われる揺らぎが時々発生している。ボルが頑がん張ばっているのか、サクラかヤミが這っているのか──

　廃屋に視線を戻す。

　テッキの側からは見えない陰に、ちらちらと動くものがある。それは廃屋の壁かべに寄り添そい、畑に狙いを付けては矢を放っている。

　じりじりと近づきながら、テッキはその正体を見み極きわめようと試みる。

　相手はなかなか姿を見せなかったが──撃うつべき場所を確かく認にんしようとして、ついに大きく身を乗り出した。

「……ヤミ！」

　内心で、テッキは叫さけんだ。黒衣をまとったヤミ、平時の姿をしたヤミが、コスモス畑に弓を向けていた。

　畑を出て正解だった。このままヤミに接近して塵器ストライカーを叩たたき込めば、サクラを傷つけることなく勝利することができる。それこそ、理想的な決着だ。

　障害は、テッキの現在位置からヤミまであまりに離はなれすぎているということだ。一いち撃げきで決めるには、距きよ離りがありすぎる。確実に塵器を当てるには、ヤミの後背に回り込み、もっと間合いを詰つめる必要がある。

「ならば……」

　テッキは無形の魔ま神じんの能力逆流スピンオフを発動した。

　ボルの能力逆流は、自らの身体と召しよう喚かん主しゆの身体を一体化させ、形を持たない粘ねん体たいのようなものに変える。この状態で外部からの刺し激げきを食くらうと幻肢フアントム逆流ペインに限りなく近いダメージが発生するため、戦せん闘とうで直接に役立つ力ではないが、物は使いようだ。

　地を這う粘体に自らの形を変え、静かにテッキは動き始めた。

　廃屋に注意を向けながら、じりじりと前進する。普ふ通つうの歩行音に比べれば、這う音ははるかに小さい──が、完全な無音でもない。普段は気にもしない音が、テッキの耳にひどく障さわった。けれども、これ以上音を抑おさえようがない。気づかれないように祈いのりながら、テッキはひたすらに進んだ。

　やがて、廃屋の陰になって、ヤミの姿は完全に見えなくなった。が、ヤミがそこに居続けていることはわかる。散発的にヤミは矢を撃っており、その風切り音はよく聞こえた。テッキの側が風下なので、風に乗って音がよく届くのだろう。

　それは逆に言えば、テッキの這う音はヤミに届きにくいということ。幸運に恵めぐまれている、とテッキはひたすら慎しん重ちように進み続ける。

　やがてテッキは廃屋の反対側へと大きく回り込み、再度ヤミの姿を視認した。背面を、テッキの側に向けている。

　チャンスだ──テッキは思ったが、まだ遠い。確実に矢を当てるには、もう少し近づく必要があった。

　テッキは進路を変え、直接にヤミの背後に近づいていく。

　一分後の勝利を確信した、その時だった──

「……テッキ！」

　名を呼ぶ声が鳴り渡わたったのは。

「…………!?」

　びくり、とテッキの身体が跳はね上がった。

　ヤミは、声の主を捜さがして首を巡めぐらせる。

「テーッキ！　どこにいる!?」

　カエデだった。

　テッキの姿を求めて、カエデが大声を上げていた。







「せっ！」

　声を上げて、クラヴリーは足あし下もとの砂を思い切り蹴けり上げた。

「ぬううっ」

　攻こう撃げきを仕し掛かけようとしていたバーミッサは、手を振ふって砂を叩き落とそうとした。見えない爪つめが砂を大量に捉とらえ、振り払はらう。だが、──

「のりゃあッ」

　クラヴリーが大きく踏み込んで、キックを放った。

　鋭するどい一撃だった。足首への攻撃を、バーミッサはかわしきれない。

「ぐッ!?」

　くぐもった悲鳴を、バーミッサは漏もらした。

　もう一歩踏み込み、クラヴリーは連続攻撃を放とうとする。が、これは強ごう引いんすぎた。バーミッサが力任せに爪を振ると、デスドレッドデーモンの拳こぶしが爪の先に引っかかる。

「くうッ」

　手に走った痛みに声を漏らし、クラヴリーは引き下がった。

　デスドレッドデーモンの強さは、感覚の敏びん感かんさにある。五感全てが鋭えい敏びんになるため、通常の人間のように視覚ばかりに頼たよる必要がないのだ。触しよつ覚かく、嗅きゆう覚かく、聴ちよう覚かくといった感覚が一体となって周囲のありようを召喚主に伝えるため、例えば視界外の敵の気配を感じ取る、といったことができるのだ。

　もっともそれは、諸もろ刃はの剣つるぎである。感覚が鋭敏となった代だい償しようとして、逆バツク流ワードも強くなる。幻肢逆流のような、召喚主を気絶させるほどのものではないにせよ、普通に殴なぐられるよりも強いダメージ感覚は無視し得うるものではない。

　だから、デスドレッドデーモンを使う場合は、速そつ攻こうで敵を叩く必要がある。幸い今の攻防は、マイナスよりプラスの方が大きかったようだ。

「くそ……！」バーミッサは顔を歪ゆがめる。「随ずい分ぶんとやってくれる……！」

「見えない爪、大した武器だが──この私には、脅きよう威いじゃないね」

　クラヴリーは言い切った。見えない爪の間合いを想定して立ち回ることは、戦いに慣れた者にとっては無理ではなかった。

「そうかい……大した大口じゃないか」

　バーミッサはそう言って、軽く手を振り上げ、下ろした。

　次の瞬しゆん間かん、クラヴリーの肩かたに痛みが走った。

「…………!?」

　本能的に、力ちから一いつ杯ぱい飛び退のいた。転がりながら逃げて、立ち上がる。

「なんだと……!?」

　肩から胸部にかけて、爪で裂さかれた痛みが生まれていた。

　バーミッサははるか向こう側、爪の届くはずのない距離にいた。なのに爪で裂かれたということは──

　クラヴリーは足下に目をやった。

　さっきまでクラヴリーが立っていたあたりに、奇き妙みような四本の筋がある。バーミッサの爪でひっかけばこんな跡あとになるだろう、という筋が。

「まさか──」クラヴリーも悟さとらざるを得なかった。「その爪、伸のび縮みするってのか!?」

「その通りさ……」

　ややふてくされたような調子で、バーミッサは言った。

「一撃で決めるつもりだったのに。あんた、なかなか勘かんがいいじゃないか……」

　罠わなにはまるところだった、とクラヴリーは冷や汗あせをかいた。バーミッサはクラヴリーに爪の長さを理解させ、それに慣れたのを見計らって、遠えん距きよ離りからの一撃で決めるつもりだったのだ。

「ああ。私も自分の勘の良さにびっくりしたよ」

　そうクラヴリーは言い返したが、内心では猛もう烈れつに焦あせっていた。虚こ空くうの爪が伸しん縮しゆく自在となると、どうやって近づけばいいのか。

　虚空の爪は虚きよ体たいを裂くだけであって、生身には何の影えい響きようもないだろうが、悪あく魔まを解放して接近するというわけにもいくまい。バーミッサは別の悪魔を召しよう喚かんして迎げい撃げきする、というだけのことだ。

「しかし、さあ困ったね、と……」

　クラヴリーはまたもじりじり後退し始めた。

　と、その時。

　向こう側で、エルバが雄お叫たけびを上げた。




「大した腕うで前まえじゃないか、フィールディング……！」

　嚙かみ合ったサーベル越ごしに、ルナは呟つぶやいた。

「軍警察でさんざん叩き込まれたんでな……」

　言い返して、フィールディングはルナを突き放し、後頭部を狙ねらう横よこ薙なぎを放つ。

　ルナは姿勢を低くして攻撃をかわしつつ、大きく踏み込んで突いた。

　フィールディングはサーベルを振った勢いのままに身体を流し、突きを避よけた。一いつ旦たん引いてからもう一度踏み出し、飛び出したルナの手を狙う。

「……っと！」

　ルナは素す早ばやく手を引っ込めて、サーベルに空を切らせた。
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　さらに踏み込んでくるか、とルナは身構えたが、フィールディングは顔をしかめたきり、手を引っ込めた。合わせてルナも退ひき、間合いを取り直す。

　ルナも焦あせりつつあった。フィールディングの剣けん術じゆつは予想外に手て強ごわく、なかなか隙すきを見せてくれない。エルバとヘンリエッタ、一対一のマッチングを続けさせるのは本意ではないのだが、そちらに介かい入にゆうする暇ひまを、フィールディングは与あたえてくれない。

　普ふ通つうの人間が相手ならば、最悪肉を切らせて骨を断たつという戦法が使える。ルナの身体はあくまでも虚体であって、手足を切り落とされたところで新たに構成することができるのだ。だが、敵は鬼き神しんの召喚主だ。ルナがフィールディングの斬ざん撃げきを受けるたび、虚体から剝はがれた塵ちりはヘンリエッタの手に吸い寄せられ、手を灰色に染めていく。

　既すでに危険水域にある、とルナは踏んでいた。このままでは、紋様アンチクリプト破壊ストライクを食くらいかねない。

　一方で、ルナの塵器ストライカーはまだ色が薄うすい。紋様クリプト解析アナライズの必要量には、まだ遠かった。非常によろしくない状じよう況きようである。

　どうにかエルバのそばにいけないものか、とルナは右へ左へサーベルを動かし、フィールディングの隙を作ろうと試みる。

　が、フィールディングはルナの内心を読み透すかしており、ルナの進路を邪魔する形で右へ左へとステップを踏む。

「行かせはしない、氷結の魔神……！」

　守り一いつ辺ぺん倒とうの戦術を採るフィールディングは、固かった。どうにも、崩くずし方を見いだせない。

「結局、エルバに頼たよるしかないのか……？」

　小さく呟いた、その時。

　向こう側で、エルバが雄叫びを上げた。




「ぬぐううッ」

　ヘンリエッタの手刀に脇わき腹ばらを抉えぐられて、エルバはくぐもった声を上げた。

　裏うら拳けん気味に腕を払ってヘンリエッタを殴り、強ごう引いんに引きはがして逃にげる。

　殴られたヘンリエッタはよろめいた──が、意に介かいする様子はなかった。少しだけ退いて、もう一度ファイティングスタイルを取る。

　一方、エルバは満まん身しん創そう痍いとなっていた。ヘンリエッタに負わされた傷だけではない、治りかけの傷も開いて、全身から流血している。赤い霧きりを傷口に被かぶせて固定し、無理に止血をしているが、エルバが身体を動かすたびに血は噴ふき出した。

　死が間近に近づいている。

　つい半月ほど前に味わった感覚が、急速に蘇よみがえりつつある。

　ふと後ろを振り向くと、岩場が途と切ぎれていた。一メートルほど下には、波が打ち寄せている。大した高さではないが、今のエルバなら、落ちたら溺でき死ししてしまいそうだった。

　落ちたら、死ぬ。

　あきらめて全てを投げ打ち、ここから飛び降りてしまいたい──そんな思いが、甘かん美びな誘ゆう惑わくとなってエルバの心の内に現れる。

　だが──

「……まだ、死ねるかよ……」

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな場所で、倒たおれるわけにはいかなかった。今倒れたら、半月前、何のために死の淵ふちから蘇ったのか、無意味になってしまう。迎むかえに来た父を拒きよ絶ぜつしてまで、此し岸がんに立ち止まったというのに。

「……まだだッ！」

　エルバは、右の鎖くさりをまっすぐにヘンリエッタに投げつけた。

「無む駄だだよッ」

　しかし、ヘンリエッタはあっさりと鎖をかわして、一挙に間合いを詰め──

「ふううんッ」

　手刀を、エルバの脇腹に突つき刺さした。

「があああッ」

　既にえぐられていた傷への追い打ちである。エルバは目を剝むいて、悲鳴を上げた。

　ヘンリエッタはもう一方の手を手刀の形にした。エルバの腹部中央に突き刺して、ケリをつけようとするが──

「……ぐうううッ」

　うなりを上げて、エルバは腕を伸ばし、ヘンリエッタの手を捕つかまえた。

「!?」

　さらに、脇腹を抉っている腕も捕まえる。

　ヘンリエッタの両りよう腕うでを捕まえたところで──

「おおおォォ──ッ！」

　エルバは雄叫びを上げた。

　そして、ヘンリエッタを強引に抱かかえ上げた。

　ぐい、と持ち上げられるヘンリエッタ。身をよじって逃げ出そうとするが、エルバの全力での拘こう束そくに抗あらがうことはできない。

　そして、自分の身体が妙みような具合に持ち上がるのを感じた。

「……鎖!?」

　エルバの足下を見て、妙な浮ふ揚よう感の正体に気がついた。

　エルバは投げた鎖の上を走っていた。

　最後に投げた鎖を、エルバは霧のパイプでカーブさせた。右でも左でもなく──上へ。

　鎖は徐じよ々じよにせり上がり、しまいには九十度以上の角度で天に向かっている。エルバは勢いをつけて鎖を駆かけ上がり、急きゆう斜しや面めんを登って──

「のらぁぁぁ──ッ!!」

　錘おもりを思い切り蹴け飛とばした。

　エルバとヘンリエッタ、二人は抱だき合った格好で、真っ逆さまに海に落ちていった。







「テッキ！　テーッキ！」

　大きな声で呼ばわって、カエデはテッキの姿を捜さがす。

　月明かりに照らされて、カエデの姿はテッキの目にはっきりと映った。

「…………!!」

　テッキは、カエデの声に応こたえることはできなかった。ヤミの背後に回り込んだというこのチャンスを、潰つぶすわけにはいかない。

　テッキの位置からカエデが見えるということは、ヤミからもカエデが見えるということである──仮に見えなかったとしても、声が聞こえれば十分だが。

　そして、ヤミの姿にカエデは気づいていない。

「…………」

　無言で、ヤミは矢をつがえた。狙うは当然、カエデである。

　なんて状じよう況きようだ……！

　テッキはどうしようもない焦しよう燥そうを覚えた。

　カエデを救うためにやるべきことはただ一つ、今すぐ塵器ストライカーでヤミを撃うち抜ぬくこと。

　けれども──この距きよ離りで命中させられるか？

　確実に当てられる距離ではない。五分五分だろう、と経験からテッキは判断する。

　しかし、やるしかない。

　テッキは能力逆流スピンオフを解除し、元の姿に戻もどった。ボルを弓の形にしつつ、空から矢をもぎとってつがえ、狙いを定める。

「一いち撃げきで……！」

　ぎりぎりとテッキは弓を引き絞しぼる。

　が──

　うまいこと照準を合わせられない。

　プレッシャーのせいか、矢の狙う先は左右上下へと揺ゆれまくる。

　焦あせってはいけない……！

　いつも通りにやればいい、と心を落ち着かせるべく努めながら、テッキは手の震ふるえを抑おさえにかかる。

　その間にも、ヤミの弓もどんどん引き絞られていく。

　完全に狙いは定まりきらないが──

「もう限界……！」

　もはやこれ以上の猶ゆう予よはない、と判断し、テッキは矢を放った。

　それは、ヤミが矢を放つタイミングとまったく同一だった。

　テッキの矢はヤミの背、肩かた口ぐちに突き刺さり──ヤミの矢は、カエデの胸に突き刺さった。

「……んグッ!?」

　テッキを呼ぶ声が不意に途と切ぎれ──

　カエデは昏こん倒とうした。







　ザボン、と豪ごう快かいな音がして、豪快な水柱が立ち上がった。

　驚おどろくべき光景を、ルナとフィールディング、クラヴリーとバーミッサは見た。

　月明かりを背景に、エルバが空中で倒とう立りつしていた。

「……かはあ……ッ!?」

　その直下で水柱がおさまると、程ほどなくしてじゃぼじゃぼと水をかき分ける音とともに人の手、顔が突き出した。

　ヘンリエッタだった。

「ルナァァ──ッ!!」

　妙みような体勢のまま、エルバは絶ぜつ叫きようする。

　一体どういうことなのか──理解するのに、フィールディングは数すう瞬しゆんの間を要した。

　エルバはヘンリエッタを抱えたままに、自らが作った鎖くさりの斜しや面めんを駆け上がって力ちから一いつ杯ぱい飛び出し、二人で海へと身を投げ出したのだ。

　だが、海に落ちたのはヘンリエッタのみ。エルバは氷結の能力逆流で自らを宙に固定し、水すい没ぼつを避けた。

　その結果が、この光景だった。

「馬ば鹿かな……！」フィールディングは思わず叫さけんだ。「ヘンリエッタは泳げない……！」

　言ってから、鬼き神しんも泳げないのだろうか、という疑問に気づく。鬼神だから泳げるのか、それともフィールディングの記き憶おくから形作られた存在故ゆえに、泳げないという特とく徴ちようもトレースするのか──

　そのほんのわずかな迷いが、ルナに隙を与えた。

「エルバッ!!」

　即そく時じに契けい約やく者しやの叫びの意味を理解して、ルナはフィールディングの横をすり抜けた。全力で駆けながら、手に持つ塵器をまっすぐに投げる。

「しまっ──」

　慌あわててフィールディングはルナを追い、背中から斬きりつける。が、投とう擲てきモーションを終えていたルナは即時に振ふり向き、袖そで口ぐちから鎖を取り出した。真下に垂らして霧で固定、斬ざん撃げきを受け止める。

「なにッ」

　突とつ然ぜん出てきた鎖に、フィールディングは驚く。

「防ぼう御ぎよ用に隠かくし持っていたのさ……！」

　さらにルナは鎖を長く伸ばし、空中にランダムに振り回した。そして、適当なタイミングで全固定する。鎖はうまい具合に広がって、半ドーム状の障しよう壁へきとなった。

「ぬううっ」

　ためらった後、フィールディングは回り込もうとする。ほんの一瞬の足止めにしかならなかった──が、一瞬足止めできれば、それで十分だった。

「いいコースだ！」

　飛んできた塵器に合わせ、エルバは自分の固定を解除した。落下しながら塵器を受け止め、その切っ先を真下に向け──溺おぼれるヘンリエッタの胸に突き刺した。

「…………!?」

　ヘンリエッタの目が、ショックで大きく開く。

　たとえ相手が悪あく魔まとわかっていても、小さな娘むすめに刃やいばを突き立てるのは、いい気分はしない。だが、今のエルバはそんなことに構っていられなかった。

　塵器ストライカーの刃はあっという間に真っ赤に染まっていった。鬼神の中央部を斬り裂さいた結果、核コア紋クリ様プトを読んだのだ。

「やめ……て……！」

　水中で暴れながら、ヘンリエッタは剣けんを砕くだこうとする。だが、もう手て遅おくれだ。

　エルバは塵器を引っこ抜いた。能力逆流スピンオフで海面を歩きつつ数歩引き下がり、刃の峰みねに手を当てる。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　そして、常じよう套とう句くを唱え始めた。

「ヘンリエッタァァ──ッ!!」

　声を限りに、フィールディングが叫んだ。

「撃ち返せ！　撃ち返すんだァァ──ッ!!」

　その声を聞いて、ヘンリエッタも予備動作に入った。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ……」

　もがき続けるうちに、やがて足が海の底に届いた。その場で仁に王おう立だちになり、両手に周囲の塵を集める。

　闇やみ照てらしの鬼神が解かい析せきできた紋様クリプトは八十パーセントほど、完全に相手を壊こわすには至らない。故ゆえに、ヘンリエッタは暴風でエルバを吹ふき飛ばすことを選せん択たくした。瀕ひん死しの状態であるエルバに追い打ちをかければ、紋様アンチクリプト破壊ストライクを撃つだけの体力は残らない──と見込んで。

「……紋様破壊!!」

　ヘンリエッタが、先に仕し掛かけた。

　構えられた両手から、暴風が巻き上がる。それはエルバを吞のみ込んで、軽く吹き飛ばすと思われたが──

「……紋様破壊!!」

　届く寸前、エルバが撃ち返した。

　完全に紋様を解析しきった塵器から放たれる嵐あらしは、ヘンリエッタのそれの比ではなかった。あっという間に暴風は暴風に吞み込まれる。

「…………!!」

　全身が凄すさまじい風に晒さらされ、飛散する──それが、ヘンリエッタの最後の感覚だった。

　紋様破壊の嵐は海に数秒間、道を作った。







「グ…………!?」

　低いくぐもった声を漏もらして、ヤミは跳はね上がった。

　肩かたに刺さった矢を視し認にんすると、咄とつ嗟さに眼下の花畑に潜もぐり込む。どこから攻こう撃げきされたのか一いつ瞬しゆん理解しかねたので、とりあえず身を隠したのだろう。

　テッキは迷った──ヤミを追うべきか、カエデのもとに行くべきか。

「……でも……！」

　結局、カエデの身を案じる気持ちの方が勝まさった。姿勢は低くしたままに、テッキはカエデの付近まで一気に駆け寄る。

　周囲に十分目を配りつつ、テッキはカエデのそばにかがみこんだ。

「テッキ……！」

　カエデは首を小さく起こした。その目にはまだ生気が宿っている。よく見れば、矢のめりこみは浅い。

　テッキは少しほっとしながら、小声、早口に言った。

「どこかにヤミとサクラが潜ひそんでいます……！」

「……なに……」

　つられて、カエデの声も小さくなる。

「矢での撃ち合いになっています。物音を立てたらやられる……！」

　喋しやべっている間も、テッキは間断なく周囲に視線を投げる。ヤミが花畑に転がり込んで以降、大きな動きは見あたらない。

「ということは……」

「下がっていて下さい」テッキはぴしゃりと言った。「今のあなたでは太刀たち打うちできません」

　言ってから、少し厳しく言い過ぎたかとテッキは思ったが、

「……わかった……」

　カエデは苦しげに答えて、身体からだを起こした。足を立ててしゃがみ状態になり、じりじりと後退していく。

「お願いしますね……」

　そう言いおいて、テッキは畑に目を向けた。

　ヤミが転げ落ちたあたりで、がさがさと音がした。

　ヤミが移動しようとしている──テッキは目をこらした。

　よく見ると、ヤミの影かげのようなものが、コスモス越ごしに見える。

　無言でテッキは弓矢を構え直した。

　ぎりりと引き絞り、照準をヤミの背に合わせる。

　今度は、間ま違ちがいなく当てられる距きよ離りだ。これを放てば、勝てる──

「…………」

　だが、手を離はなす寸前。

　テッキはあることに気づいた。

　カエデが来たのはいいとして──マロはどこに？

　弓を放てば、勝負は決まる。どうでもいい疑問だった──通常の状じよう況きようであれば。

　だが、巨きよ大だいな不安感が、テッキの心の内にわきあがる。

「……カエデ、マロは……」

　問おうとして振り返った、その瞬間。

「…………!?」

　背中に鋭するどい痛みが走った。

「……マロはおらんぞ」

　カエデは笑っていた。

　大おお振ぶりの短たん剣けんで、テッキの背中を刺さし貫ぬきながら。
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　重い足取りで、エルバは海面を歩き、岩場に戻った。

「うう……」

　全身からの出血が、まるで全身鎧よろいを着て歩いているような感覚をエルバに与あたえている。

　だがこの程度、半月前の大おお怪け我がに比べれば、楽勝だ。

　そんなことを思いながら、エルバはフィールディングの姿を捜す。

　フィールディングは岩場に立ち尽つくしていた──が、不意に力を失ってその場に膝ひざをつく。

　たとえ虚きよ体たいで構成されたものとはいえ、妹の姿を吹き飛ばされればショックは大きいだろう──エルバは勝手にそんなことを考える。

　けれども、フィールディングが膝をついた理由は、別にあった。

　わずかに身体が震えだしたかと思うと──

「……ぐううッ」

　いきなり、フィールディングの身体がはじけた。







「なああ……ッ」

　驚きよう愕がくの瞳ひとみを、テッキはカエデに向ける。

　カエデの姿は、すぐに変じた──ヤミの姿へと。

「ということは、つまり──」

　テッキは花畑に向き直る。

　花畑の中で、ヤミは塵器ストライカー、弓矢をテッキに向けていた。

　花畑のヤミの姿が変じ──サクラの姿になる。

　エルバの話を、テッキは思い出した──ヤミの能力逆流スピンオフには、契約者をヤミの姿に変える力がある、ということを。

　サクラは矢を三連斉せい射しやした。

「テッキ!!」

　ボルは弓の形状を捨て、テッキの胸に取りついた。

　一いつ瞬しゆんの後、三本の矢はボルの虚体に突つき立つ。

「ぐうッ!?」

　衝しよう撃げきを受けて、テッキは地に倒たおれ伏ふした。

　矢に身体を貫つらぬかれずに済んだ──が、代わりにボルが撃うたれたということは、紋様クリプトを読まれたということ。

　ボルに刺さった三本の矢は、真っ黒に染まっていた。

　テッキは反撃の構えを見せるが──

「させるかッ」

　ヤミは素す早ばやく動いて、テッキの万まん力りきを踏ふみつけた。

「ああああッ!?」

　腕うでに負担がかかり、テッキは悲鳴を上げる。

「……勝負あったな！」

　ヤミは、シローの姿に変じていた。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ……！」

　そして、常套句を唱え始める。

「ボル……！」

　テッキは矢をまとめて引っこ抜ぬこうとした──が、抜けない。

「……どうやら、ここまでのようだな……」

　案外、ボルのあきらめは早かった。

「なかなか楽しかったぜ、テッキさんよ……」

「そんな……！　こんなの、冗じよう談だんでは……！」

　三本の矢のもとに、風が集まり始める。そして──

「紋様アンチクリプト破壊ストライク!!」

　シローの宣言と同時に、テッキの胸むな元もとで嵐が巻き起こった。

「……うああああッ……！」

　凄すさまじい衝撃に晒さらされて、テッキは見当識を失った。意識が混こん濁だくし、闇やみに包まれる──







「ちょ……なんだと!?」

　心底驚いたエルバは、自分の怪け我がも忘れてフィールディングのもとに駆かけ寄った。

　フィールディングは昏こん倒とうしていた──自分の身体から飛散した血だまりに伏せて。

「ぐ……」

　力を振り絞しぼり、フィールディングは仰あお向むけになった。その顔、その服、全すべてが赤く染まっていた。

　よく見ると、皮ひ膚ふの所々が裂さけている。切り傷でも打だ撲ぼく傷しようでもない。敢あえて言うならば、身体の内側で血管が炸さく裂れつしたかのような裂け方だ。

「おい、フィールディング！　どうした!?」

　エルバの声に、フィールディングは目だけを動かした。

「逆バツク流ワードだ……」

　なにか言おうとするが、咳せき込んだため言葉が途と切ぎれた。口からも血が流れ出す。

「フィールディング！　フィールディング！」

　そこへ、バーミッサが飛び込んできた。あまりの勢いにエルバは構えかけたが──バーミッサの目は、フィールディングしか見ていなかった。

「フィールディング！　逆流って、どういう意味だ……！」

　改めてエルバはフィールディングに問いかける──と、バーミッサが答えた。

「闇やみ照てらしの鬼き神しんの抱かかえる、問題点だ。これだけは他ほかの魔ま神じんとも鬼神とも違ちがって、逆流が発生するんだ」

「……なんだって!?」

　エルバもルナも思わず叫さけんだ。

「じゃあ」エルバが言う。「今、フィールディングの身体が爆ばく発はつしたように見えたのは……」

「ああ、そうだよ」バーミッサはエルバを睨にらみつけた。「紋様破壊の衝撃が、フィールディングに逆流したんだよ」

　エルバは絶句した。

「考えてみれば」ルナが呟つぶやく。「時折、フィールディングは妙みようなタイミングで顔をしかめていた。ヘンリエッタの痛みが彼にフィールディングにフィードバックされていたって言うんなら、納なつ得とくできる」

　紋様破壊を食くらった魔神は、その虚体を完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされる。その苦痛を逆流として直接に受け止めると、どうなるのか──それを、フィールディングは証明したのだ。

「おまえのせいだ、エルバ・ナイトロンド……！」

　怒いかりの目を、バーミッサはエルバに向ける。

「おまえが抗あらがわなければ、こんなことには……！」

　が、バーミッサの声はそこで止まる。

「……やめろ、バーミッサ……」

　フィールディングがバーミッサの腕を捕つかまえていた。

「エルバに当たるのは、やめろ……」

　息も絶え絶えの声を放ちながら、バーミッサを制する。

「リスクの説明を受けてから、俺は鬼神と契けい約やくした。これは、俺かエルバのどっちかが死ぬ戦いだったんだ……お互たがい、生きるために戦った。俺は結果を受け入れる……」

　フィールディングの視線は、徐じよ々じよにうつろになっていた。残された時間は、あまりに少ない。

「何言うんだよ、フィールディング……！」エルバが声をかける。「俺は……あんたを殺すつもりなんてなかったのに……！」

「……俺が、死にたかったのかもしれん……」

　フィールディングの声も、張りが失うせつつあった。

「俺は……あの世なんて信じていない。あの世で家族に再会できるなんて、思っていなかった。この世でヘンリエッタとトーマと、一いつ緒しよにいたかった。だから俺はセブンデイに魂たましいを売って、ヘンリエッタを蘇よみがえらせた──」

　またフィールディングは咳き込んだ。苦しみながら、しかし言葉を紡つむぎ続ける。

「だが……心のどこかで、楽になりたかったのかもしれん……記き憶おくに苛さいなまれ続けるより、何もかも忘れてしまった方がいいのかも、ってな……」

「…………」

　押し黙だまったまま、エルバ達はひたすらにフィールディングの言葉を聞き続ける。

「俺は……何をやっていたんだろうな？　闇照の鬼神は鬼神であって、ヘンリエッタじゃないのに……俺は、あれをヘンリエッタだと必死に信じ込んでいた……実体のない、幻まぼろしを……」

　フィールディングの両目が、バーミッサを捉とらえた。

「バーミッサ、おまえも幻を追うのはやめにしろ……おまえが、弟を救えなかったことにひどい後こう悔かいを抱いだいていることは、わかる。だが、だからといって、おまえがコーマックを名乗って、コーマックを生きていることにするってのは、正しくないことだ。幻ってのは、いずれ消え去る運命にあるんだからな……」

　バーミッサは、無言で何度も頷うなずいた。

　最後に、フィールディングはエルバを見た。

「一つ、心残りがある……ルシアン・パラドール」

　エルバにとっては、初耳の名前だった──が、その姓せいが現在の連れん邦ぽう総そう督とくのものと同一であることに、すぐ気がつく。

「それが、暗殺命令を出した男の名前だ……そいつを殺して、仇あだ討うちを完かん遂すいさせるはずだったが……」

　フィールディングは一いつ旦たん言葉を切ってから、

「……頼たのめるか」

　エルバに問いかけた。

「……任された」

　エルバは即そく答とうした。

「……フッ」

　フィールディングは、目を閉ざした。

　上空で、冷たい風がヒュウと音を立てた。

「秋の風ってのはイヤなもんだ……これのせいで、よくヘンリエッタが風邪かぜを引いたんだよ……」

　それが、最さい期ごの言葉だった。フィールディングの身体からだは、力を失っていった。

「……フィールディング……！」

　バーミッサが、ぼろぼろと泣き始めた。

　エルバはふと頭上を見上げる──と、悪あく魔まを解放したクラヴリーが、無言のままに見下ろしていた。

「何度立ち会っても、慣れないな。人の死ぬ瞬しゆん間かんというのは……」

　左右に首を振ふり、肩かたを落とす。

　聞こえるのはバーミッサの嗚お咽えつの声と、寄せては返す波の音。

　二つの音を、エルバはただ黙って聞き続けるよりなかった。







「…………ッ……」

　次に目覚めた時。

　すぐそばで、シローとサクラがテッキを見下ろしていた。

　負けた──改めて、テッキはその事実を悟さとった。

　ボルの姿は、もはや消え失せていた。それでも、

「……ボル……は……」

　捜さずにはいられなかった。半年以上、肌はだ身みから離れず顔をつきあわせてきた仲だ。ボルの姿がそばにないという状態は、あまりに不自然だった。

「消えました」

　非情にも、サクラは現実を突きつける。

「私が吹ふき飛ばしました」

　サクラは顔をしかめていた。背に塵器ストライカーを受けて、傷が開いているはずだ──が、テッキに向ける敵意は収まるところを知らない。

　地に倒れたまま、テッキは後退しようとしたが──

「……んううッ」

　背中に痛みが走った。刺さされた傷は予想外に深かった。

　逃にげることもかなわず、テッキはサクラを見つめるしかなかった。

「さて……」

　落ち着いた声で、シローが切り出した。

「今こそ、サクラの覚かく悟ごが問われる時だ。俺を蘇よみがえらせるために、どれだけのことができるのか──」

　と、サクラに話しかける。

「……わかっています」

　答えて、サクラは──小しよう剣けんを取り出した。

「エルバ君に、理解してもらわなきゃならないですよね……」

　そして、テッキの目を暗い瞳ひとみで見つめ返した。

「大切な人を失うことが、どれだけつらいことなのか……」

　ゆっくりと、テッキは顔をもたげた。心底からの驚きよう愕がくの表情を張り付けた顔を。

　殺す気だ。

　サクラはテッキを殺す気だ。

　その事実を受け入れられず、テッキの頭の中は真っ白になった。

「……な……え……」

　しばらく、声も出せなかった。やっとのことで自分の舌を制せい御ぎよして、

「じょ……冗談でしょ……？」

　短く問いかける。

「テッキ……わかっているはずです」

　サクラの態度は、揺ゆるがなかった。

「私は、冗談があまり得意な方じゃない、って」

「…………!!」

　もう一度、テッキは逃げようとした。背中が痛みを訴うつたえるが、そんなことを気にしている場合では、もはやない。

「つれないじゃないか」

　シローが大おお股またで歩いて回り込み、テッキを押さえにかかった。

「逃げないでくれよな」

　テッキは万まん力りきを振ろうとしたが、

「……あぐッ」

　振れなかった。背の傷が激げき烈れつに痛み、力が入らない。

　シローはテッキの背面につき、左手首と肩とを押さえ込んだ。

　テッキは必死に抵てい抗こうするが、シローの力は強く、ふりほどけない。

「……静かにして下さい……」

　サクラは正面から接近する。テッキにできることは、足を持ち上げてサクラを追い払はらおうとすることだけだった。

　けれどもサクラは、大きく足を振り上げて、テッキの右太ももを踏みつけた。

「はううッ」

　悲鳴を上げるテッキ。

「手元が狂くるうかもしれないじゃないですか」

　低く押さえつけた声で、サクラは語る。

「なにを……」

　首をねじって、テッキは問いかける。

「何をするつもりなの……？」

　直接答えず、サクラは小剣の先せん端たんを、テッキのドレスの袖そでの内側に潜もぐり込ませた。

「いや……」サクラは呟つぶやいた。「よく考えたら、手元が狂っても、別に問題ないですね」

　サクラは小剣を滑すべらせて、テッキの腕うでに沿い袖を一直線に切きり裂さいた。

「!!」

　血が噴ふき出した──と同時にはらりと袖が広がって、テッキの右腕が露あらわになる。

　右腕には、ベルトが装着されていた。万力を右手首に固定するためのもので、腕にきつく張り付けられている。右腕に万力を縛しばり付けている──とでも表現するのが、正確か。

　次に、サクラは小剣でベルトを一本一本断たち始めた。

　頑がん丈じようなベルトではあるが、鋭するどい刃はを滑らせれば、いずれベルトは切り裂かれ、両断される。もっともその仕事ぶりは丁てい寧ねいとは言い難がたく、ついでにざくざくとテッキの皮ひ膚ふを傷つけてもいった。

「……かあ……っ！　サクラ、やめて……ッ！」

　テッキは抵抗するが、ヤミに押さえつけられているので、逃げることはできない。

　やがて、最後のベルトが断たれた。

　サクラは万力に手をかけて、ゆっくりと取り除いた。

　静かに、万力はテッキの腕から離はなれた。

「…………!!」

　テッキは左腕を伸のばそうとした。

「……返して!!　それは、ワタクシの右手……!!」

　取り返そうと、必死に身をよじる。が、左腕はシローに摑つかまれており、手を万力に近づけることすらかなわない。

「いい顔だ」

　対照的に、シローの顔はにやついている。

「万力をそんなに返して欲しいのか？」

　普ふ段だんのテッキだったら、即そく時じに物理的手段で逆ぎやく襲しゆうを行っていたところだ。けれども、今のテッキには、そんな声も聞こえていなかった。

　右手の万力はテッキの拠より所、テッキのアイデンティティ、テッキの分身だった。それを失うなど、考えられないことだ。それを失ったら、テッキという存在は死ぬ。頼たよるものもなく、大海のど真ん中で溺おぼれる泳者のように。

　テッキはばたばたともがき、苦しみ、流血にまみれながら、それでも万力を取り返そうとした。けれども、その努力は実らない。

「だったら、返してやればいいさ」

　シローの言葉に、サクラは頷うなずいた。

　サクラは両腕で万力を頭上に持ち上げると、

「……ああああ……ッ！」

　力ちから一いつ杯ぱいテッキの腹部に叩たたきつけた。

「グふうッ」

　不気味な悲鳴を、テッキは上げた。予期していなかった衝しよう撃げきに、気を失いかける。

　サクラは万力を持ち上げると、もう一回叩き落とした。今度は太ももへ。

「…………!!」

　激痛が、今度はテッキの意思を覚かく醒せいさせた。

「やめて!!」

　テッキは懇こん願がんした。懇願するより、他ほかに何もできなかった。

「やめて……お願い……!!」

　けれども、サクラは聞く耳を持たなかった。

　再度、テッキの腹部に万力を落とす。

「……が……ッ」

　決定的な一いち撃げきだった。

　悲鳴を上げることもできなかった。テッキの身体から力が抜ぬける。

　それを感じて、シローは手を離した。

　もはや抵抗することもできなかった──が、それでも、サクラは何度も何度も、繰くり返し万力を叩きつけた。

「……！……！」

　テッキはくぐもった声を出すことしかできない。やがて痛みの感覚すらおぼろげになり、テッキはぐったりとなる。

「……そろそろとどめだ、サクラ」

　テッキの様子を見み極きわめつつ、シローが促うながす。

　サクラはもう一度万力を振り上げた。

　ターゲットは、テッキの頭部である。

　だが──

「どうした」

　シローが問う。

　万力を構えたきり、サクラはなかなか振り下ろそうとしなかった。

　はじめて、サクラの顔に動どう揺ようの色が表れていた──正確には、動揺を必死に抑え込もうとする表情、というべきか。

　サクラはためらっていた。

「何をためらう!?」

　シローが声を張り上げた。

「こいつは俺を殺せと命令した張本人だぞ!?　こいつのせいで俺がどんな目に遭あったのか、思い出せ！」

　途と端たんに、サクラの脳のう裏りに光景が蘇よみがえった。理性を一いつ瞬しゆんで焼き尽つくすどす黒い怒いかりをもたらす、あの光景が。

「……ううう……」

　小さい声で唸うなった後、

「……あああああァァ──ッ!!」

　サクラは絶ぜつ叫きようした。もう一度万力を振りかぶって──

「サクラァァァァ──ッ!!」

　横手から、凄すさまじい速度の体当たりを食くらった。

　完全に不意をつかれて、サクラの身体は真横に吹っ飛んだ。数メートルは飛び、妙みような具合に着地して、ゴロゴロと転がる。

　転てん倒とうしたサクラをかばうように、シローは一気に引き下がって構えた。

「……カエデ！」

　そして、乱入者の名前を呼ぶ。

　体当たりの衝撃で、万力はサクラの手から離はなれていた。大きく振りかぶっていたせいで、万力はあらぬ方向に流れて落ちる。

「これは……なんてことでおじゃる」

　カエデに続いて姿を現したマロが、テッキの姿に驚おどろく。

「サクラァァァァ──ッ!!」

　カエデは、激げき怒どしていた。

「おまえ、何をしているッ！」

　サクラはゆっくりと立ち上がった。

「……見ての通りです」

　そして、悪びれることもなく答える。

「これはやりすぎだ！　おまえ、テッキとは姉妹同然じゃなかったのか!?」

「……アレが、姉妹に対するやり方ですか!?」

　つられて、サクラの声も激した。

「どうして、お兄ちゃんがああまでひどい目に遭わなきゃならなかったんですか！」

「それはシローが、……」

　カエデは言い返そうとしたが、すぐにやめた。今のサクラは、人の意見を聞くつもりなどない──そう悟さとったからだ。

「言うだけ無む駄だなようだな。ならば、腕ずくでわからせる」

　宣言して、カエデはカタナを抜いた。

「……戦うって言うんですか」

　サクラの目が細くなる。

「さっさと決着をつけたいところではあるが──」

　シローが、カエデに言った。

「テッキを倒たおすのに無傷とはいかなかったんでね。ここは引かせてもらう！」

　片かた腕うでをサクラに巻き付けると後方にジャンプ、広がるコスモス畑に身を投じた。

「待て……！」

　カエデは追おうとしたが、コスモス畑のへりで足を止めた。ここに潜もぐってしまったら、サクラとシローがどこを走っているか、気配を追えるか？

　夜よ闇やみの中では無理だ、と判断した瞬間、

「電ッ光ッ全ッ開ッ!!」

　いきなりカエデは電でん撃げきを、電光の魔ま神じんの能力逆流スピンオフをぶっ放した。

　白い柱が轟ごう音おんを立て、コスモス畑を真っ二つに引き裂いた。

　雷かみなりは、その軌き道どう上のコスモスを一瞬で灰にした。運良く灰にならずに済んだ花も、炎ほのおにとらわれ燃え上がる。コスモス畑に、二本の炎の線が生まれた。

　黒い帯、赤い線、そしてピンクのコスモス──奇き妙みようなストライプが、畑に生まれていた。

　だが、黒い帯の上に、サクラとヤミの姿はない。

「……逃げられたようでおじゃるな」

　マロの言葉に、カエデは答えなかった。答える余よ裕ゆうもないほどに、怒いかり心頭に発はつしていた。

　だが、すぐに気を落ち着かせ、為なすべきことを思い出す。

「テッキを連れ帰る！　手を貸せ！」

「了りよう解かいでおじゃる」

　慌あわただしくカエデ達は道を戻もどる。

　テッキは気絶していた。生気はかなり失うせつつある。

「死なせるものか。とりあえず、近所の病院を探すぞ」

　マロがテッキを抱かかえ上げ、空を飛んで運うん搬ぱんする。

　カエデは全力で、市街地へと戻る道を走った。急がなければ、テッキの命は危あやうい──その思いが、カエデをひたすらに焦あせらせた。
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「……なんという体ていたらくだッ」

　氷結の魔神対闇やみ照てらしの鬼き神しん、その決着を見届けたセブンデイは、怒いかりに任せて双そう眼がん鏡きようを地面に叩きつけた。

「ヒッ」

　そばにいたフォングが、思わず悲鳴を上げる。

「落ち着いて下さい、名めい誉よ所長……！」

「これが落ち着いていられるかっての」

　キッとセブンデイはフォングをにらみつける。

「何故なぜだ!?　僕の最高傑けつ作さくが、なんでことごとく魔神に負ける？　今度こそ、必ずや魔神を狩かれると思っていたのに……！」

　もう一度、セブンデイは遠くのエルバ達を見やる。肉眼では、誰だれが誰やらほとんど判別できないが。

「何が悪かったんだ。鬼神の基本能力は、魔神に劣おとるところはないはずだというのに……」

　たしかに、能力は劣っていない、とフォングは思った。だが結果として、鬼神は見事に全敗街道を驀ばく進しん中である。

　その原因は個々ではなく、集団となった時の結束力に求められるのではないか。博物館側は一丸となって鬼神と戦おうとしたが、デモニアクス側は「力を合わせる」という言葉を知らなかった。セブンデイが統制をまったく取ろうとしなかったためである。セブンデイの指揮官としての無能がこの事態を招いたのでは？　フォングにはそう感じられて仕方がなかった。

　だが、そんなことを口にすれば殴なぐられるだろうことは目に見えていたので、

「一いつ般ぱん論として──」

　セブンデイの癇かんに障さわらぬよう、フォングは慎しん重ちように口を挟はさんだ。

「円盤レンズに問題がないのならば、召しよう喚かん主しゆの方に問題が……ということになると思いますが……」

　言葉を選んだにもかかわらず、セブンデイはフォングをにらんだ。

　殴られることを予期して、フォングは自分の頭をかばった──が、殴おう打だはいつまで経たっても飛んでこなかった。

「……そう考えざるをえない、ということかな」

　セブンデイは声を低くした。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイの生き残り連中に恨うらみを持つ奴やつらばかりを集めてみたが……所しよ詮せん、敗者は敗者ということか？　恨みの力が実力以上の力を発揮すると期待していたのに……」

　しばし考えこんだ後、セブンデイは口を開いた。

「どうやら、僕自らうって出るしかないようだな……！」

　そして、ポケットから円盤を取り出す。獄ごく炎えんの鬼神の円盤だ。

「……って」

　セブンデイのやる気満々の気配に気づいて、フォングが言う。

「今すぐ行くつもりですか？　あそこにいる連中に喧けん嘩かをふっかけるんで？」

「その通り」セブンデイは言い切った。「体力を消しよう耗もうしているところを襲おそうのは、ごく当たり前のことじゃないか。本来ならば五分のコンディションのもとで魔神を破りたい──というところだが、鬼神の円盤を回収するためには四の五の言っていられない──」

　そう答えて、セブンデイは一歩を踏ふみ出したが──

「待ってほしいね、セブンデイ」

　少女の声が、セブンデイの足を止めた。

　声の発せられた方へ、セブンデイは首をねじる。

　そこには、白衣の少女──ブラナ・ラ・モートが立っていた。

「これは……久しぶりだね、魔ま王おう様」

　さすがに、無視するわけにはいかなかった。セブンデイは身体からだの向きごと改め、魔王と相対する。

「……魔王様」

　目をぱちくりさせるフォング。

「ああ、君は会うのは初めてか」

　セブンデイはブラナを指さした。

「あの子が八眼争覇の主しゆ催さい者しや、ブラナだよ」

「はあ……」

　フォングは意外な思いにうたれた。魔王が少女の姿をしている、とはかねてよりセブンデイに聞いていたが、にわかには信じられなかった。今こうして目まの当たりにしても、なかなか信じられない──彼女が、魔王戦争で敗北するまでこの星の暴君として君臨していた存在だとは。

「何の用なの、ブラナ。僕は今から、自作円盤の実験をしたくて仕方がないんだけど」

「やめてくれ、と頼たのみに来たんだよ」

　ブラナの声は少女のものだが、その口調は老成した人物のものだった。その事実に、フォングは魔王の片へん鱗りんを感じた。

「やめてくれ？」

　セブンデイは不ふ審しんの眼まな差ざしを投げた。

「何故？　今まで、僕が連中にちょっかいを出し続けていたのを黙もく認にんしていたくせに？」

「ああ、そうだ。今までは黙認していた。魔神の契けい約やく者しやを危機に晒さらすということは、八眼争覇の目的にかなうことだったのでね。だが──」

　ブラナはエルバ達の方に視線を投げた。

「今回の八眼争覇も、とうとう最終局面に入った。この状じよう況きようで、彼らにノイズを聞かせ続けるのは可哀かわい想そうだ、と思うんでね。ここらで自重して欲しいのさ」

「…………」

　しばし、セブンデイは無言でブラナを睨にらんだ。じっくり考えてから、冷静に反論する。

「と言っても、八眼争覇はまだ残り三人でしょ。残り二人になるまでは、僕にやらせてくれてもいいんじゃ──」

「そいつは、鬼神にちょっかいを出されたことのない人間の意見だぜ」

　不意に、男の声が割り込んできた。

　ブラナの背後から、男が一人姿を現す。

　その男の顔に、セブンデイは見覚えがあった。

「……マモル・デュバリエか」

　オーラン人のハーフにして第七回の八眼争覇勝者、マモルだった。

　実験のため、セブンデイはしばらく前から鬼神による干かん渉しようを繰くり返している。かつて、マモルに対しても鬼神をけしかけたことがあった。もっともその当時の鬼神は完成度が低く、あっさりとはねのけられてしまったのだが──

「あんたのちょっかいのせいで、こっちがどれだけ迷めい惑わくしたと思ってるんだ」

　鋭するどい視線を、マモルはセブンデイに向ける。

「そんなことを言いに、わざわざ来たのかな？　魔王様に呼ばれて」

　マモルは頷うなずいた。

　わざわざそこまでするか、とセブンデイは呆あきれた。

「やれやれ。わかったよ、魔王様。気が削そがれた。手を引っ込める」

「すまないね」

　ブラナは口元をにやりと吊つり上げた。

「なに、君の作品が力を発揮するステージはすぐにやってくる。それまで、少しだけ待っていてくれればいい。それでは、また」

　軽く手を振ふり、その場を立ち去る。マモルもその後をついていった。

「……ステージ？」

　ブラナとマモルの背を見送りながら、フォングが言った。

「君も、いずれ知ることになるさ。君が僕の助手を続けたいと言うならね……」

　セブンデイは、エルバ達の方に顔を向けた。

「いいだろ、今日のところは見み逃のがしてあげるさ。でも、この恨みは忘れない。来るべきステージで早々に血祭りに上げてやるよ、エルバ・ナイトロンド……」







　地に足をつけるたびに響ひびく傷に苦しみながらも、どうにかエルバは博物館に帰り着いた。

「とうとう着いてしまったな」

　フィールディングを背負ったクラヴリーが言った。

　博物館では、デイジーが待っている。フィールディングの死を知らされて、どんな反応を示すか──

「考えるだけでも気が滅め入いる」

　既すでに深刻だったエルバの表情が、ますます暗くなる。

　帰き途との間、エルバはひたすらに考え続けていた。何故なぜこんな事になってしまっているのだろうか、と。

　エルバは父の復ふく讐しゆうを欲ほつした。父を殺した人間に対し、制裁を下す。それは人が当然に持ち合わせる感情の発はつ露ろであるはずだ。

　だが、エルバが復讐相手を求め続けた、その結果はどうか。

　ファルナは相変わらず意識を失ったきりだ。

　カナティックは過去の罪を暴あばかれ、息子むすこに殺される羽目になった。

　そして今回はフィールディングだ。

　エルバの意思がめぐりめぐって、無関係な人間を悲ひ惨さんな運命に追いやった。

　なによりも恐おそろしいのは、エルバは復讐を終えたにもかかわらず、悲惨な運命が終わる気配は見えないというところだ。

　もはや、状じよう況きようは誰だれの手にも負えないところに来ている。崖がけを落ちる巨きよ岩がんのように。

　巨岩はファルナを、カナティックを、フィールディングを巻き込んで、なおも転がり続けている。これ以上犠ぎ牲せいを出さずに済むとは到とう底てい思えない。巨岩はさらなる犠牲者を欲するだろう。

　その巨岩を最初に押したのは、エルバなのだ。

　よもやこんな状況に陥おちいるとは、予想だにしていなかった。

　もちろん、予想できたはずがない──ルナとの契約を交かわした時点では。

　だが現実として、エルバが吹ふき込んだ風が、多くの人間の運命をねじ曲げている。さきに挙あげた三人だけではない、エイジやサクラも、運命という名の巨岩の犠牲者だ。

　俺の責任なのか。

　俺が、責めを負うべきなのか？

　わからなかった。

　全すべてを自分の責任として背負い込むのは、間ま違ちがっている。人々のさまざまな過去があって、さまざまな思おも惑わくがあって、その結果として生まれたのが今の状況だ。エルバはその始まりの部分を少しだけ押したに過ぎない、と考えることも可能といえば可能だ。

　けれども、そう割り切るには、エルバはあまりにも多くの死を見てきていた。

　全ては環かん境きよう、周りのせいであって、自分のせいじゃない──とは、到底思えなかった。

　だが、責任を取るにしても、どうすればいいのか。

　いや、それ以前に、エルバ自身が巨岩に潰つぶされるとも限らない。

「考えすぎないことだな」

　不意に、クラヴリーが言った。

　エルバはクラヴリーを見た。

「考えたところでどうにもならない現実もある。そういうことについては、考えるだけ無む駄だだ」

「無駄……」

　クラヴリーの顔にも、苦く渋じゆうの色が表れていた。

　人の死を見てきたという点においては、クラヴリーの方がはるかに上だ。その事実を、エルバは思い出した。クラヴリーの人生に対する奇き妙みような態度も、あまたの人の死を見続けてきた体験によって形成されたのだろうか──そんなことを考える。

「今考えるべきは」クラヴリーは続ける。「デイジーにラウンジの机やら椅い子すやらを投げつけられた時、どうやって身を守るか。その一点だ」

「……マジかよ」

「可能性皆かい無むとは限らない」

　クラヴリーの顔はこの上なく真しん剣けんだった。

「僕の力で守ってあげるよ」

　ルナが赤い霧きりを手元に漂ただよわせた。しかし、クラヴリーは首を横に振る。

「いや、デイジーの怒いかりの一発や二発くらい、甘んじて受けるべきだ。私はそう思う」

　それからエルバに目をやって、

「エルバは逃にげろよ。今の君が食くらったら昏こん倒とうしかねないからな」

「…………そうする」

　答えて、エルバは博物館の門をくぐった。

　ラウンジでは、デイジーがただ一人座って待っていた。

　せめてテッキやカエデが居てくれたらなあ、とエルバは思ったが、詮せん無なきことだった。

　エルバ達の姿を見ると、デイジーはびくりとして立ち上がった。すぐにクラヴリーの背に気づくと、無言で肩かたを落とし、手で顔を隠かくす。

「すまなかった」クラヴリーは言った。「彼を助けてやることはできなかった」

　ショックのあまり、答えることもできないという風だった。が、やがて決然とした表情で頭をもたげると、

「……いいのです。きっとこのような結末しかないのだろう、と覚かく悟ごしていました」

　あふれそうな感情を必死にこらえつつ、言った。

「それより、エルバ」

　エルバに顔を振り向ける。

「急いで、六十七区のヘッジコック病院へ行って下さい」

「……なんだって？」

　突とつ然ぜんの言葉に、エルバは眉まゆを吊り上げた。悪い知らせか、とデイジーの表情からすぐに悟さとる。

「館長殿どのが手当てを受けています。一命は取り留めたとのことですが……」







　テッキの寝ね顔がおには、疲ひ労ろうの色が濃こく出ていた。

「……噓うそだろ」

　エルバは放心した。

　フィールディングとの戦いが終わった時、自分はもう一度ベッドに寝る羽目になるかもしれない。そんな覚悟を、エルバは決めていた。

　まさか、エルバのかわりにテッキがベッドに押し込まれる事態になるとは、まったく想像していなかった。

「テッキは、サクラに負けたんだ」

　病室の入り口そばの壁かべに、カエデはもたれかかっていた。

「背中に刺さし傷きず、腕うでに切り傷、腹部から足にかけてひどい殴おう打だのあとがあって、肋あばら骨ぼねが何本か砕くだかれている。刃は物もので背を刺された後、万まん力りきで何度も殴られたんだろう」

　エルバは目をしばたたいた。

「万力で、だと？」

「ああ。私がたどり着いた時、サクラは万力を抱かかえ上げて、テッキに叩たたきつけようとしていた」

「…………」

　信じられなかった。

「……いくらなんでも、そこまでやるか……？」

「気持ちはわかる」

　エルバの顔を見て、カエデは言う。

「だが、事実だ」

「…………」

　ベッド横のカゴに、エルバは目を落とす。そこには、服が丸めて押し込まれていた。

　テッキのドレスか、と気づいた。
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　ドレスは所々破れ、あるいは切り裂さかれ、そして血にまみれていた。

　明らかに、人じん為い的に切り裂かれた跡あとだった。

　サクラは、テッキを殺そうとしたのか。

　切られたドレスに、サクラの怨おん念ねんのほどが見えた。

　事実は、エルバの背に重くのしかかる。

「俺のせいか……」

　エルバは呟つぶやいた。

「これも、俺のせいなのか……」

「……どういう意味だ？」

　理解しかねて、カエデが問い返す。

「俺が、父さんの復ふく讐しゆうを志すことがなければ、テッキがこんな目に遭あうことも、サクラがおかしくなることもなかったのか……？」

　運命の巨きよ岩がんは、ますます速度を増している。その恐きよう怖ふが、エルバの心を黒く染めつつあった。

　同情するように、カエデは顔を歪ゆがめた。

「違ちがうな」

　そして、否定の言葉を投げかける。

「たしかに、おまえが父の仇かたきを忘れていれば、こんな事実に直面することはなかったろう。だが、テッキをこんなにしたのはサクラだ。おまえに責任などあるものか」

「だが、俺がシローを殺しさえしなければ、──」

「違う！」

　思わず、カエデの声が大きくなる。

　その声が届いたか、テッキがベッドの中でわずかに身じろぎした。

「……外で話すか」

　エルバは無言で頷うなずき、カエデとともに病室を出た。

　病室外の廊ろう下かでは、ルナとマロが待っていた。ルナは、マロからテッキとサクラの対決の顚てん末まつについて聞いていた。

「どんな様子だい」

　エルバの顔を見ると、すぐに問いかける。

「ナマコについて語る余よ裕ゆうもないらしい」

　深刻な顔で、エルバは肩をすくめた。

「私は」カエデが口を開く。「おまえのやったことを肯こう定ていする。シローは、ああいう結末を迎むかえるだけのことをやらかした。わかっていないのはサクラの方だ」

　決然とした態度で、カエデは言い切る。

「明日は我が身だぞ。サクラは、残った二人、私とおまえとを殺しに来る。ならば、止めなければならない」

「止める……」

「ああ。敵がこちらを殺しに来るのならば、こちらも敵を殺すつもりでかからねばならない」

「…………！」

　エルバは息を吞のんだ。

「待ってくれ。サクラを殺す……だと？」

「それ以外に止めようがあるのか！」

　また、カエデの声が大きくなった。

「私は、サクラがテッキを殺そうとするところを見た。万力を振ふり上げて、テッキの頭を潰つぶそうとしたんだぞ。あれはもう、私達の知っているサクラじゃない！」

「待ってくれ！　いくらなんでも、それは……！」

「おかしな事を言うんだな」

　カエデはわずかに首を傾かしげ、鋭するどい視線をエルバに叩きつけた。

「おまえも、サクラに殺されかけたんだろ？　魔ま王おうが介かい入にゆうしてこなければ、おまえは確実に死んでいた。なのに、サクラを殺すことをためらうのか？」

「当たり前だ！」

　声の大きさに、エルバ自身がびっくりした。周囲を見み渡わたし、人がいないのを確かく認にんしてから、声を低くする。

「サクラは俺達の仲間だ。親しい人間を殺すだなんて、できるわけないだろ」

「私には、できた」

　過去形で、カエデは語った。

「……ぐ……」

　それを言われると、エルバには反論のしようがなかった。

　東番外地暴動の時、カエデはしろがねの悪あく竜りゆうの依より代しろとなったエイジ・タツミヤを殺した。幼なじみであり、親が決めた許嫁いいなずけであるエイジを、カエデは自らのカタナで突つき殺したのだ。

「だったら、もう一度できるはずだ。一度友人殺しに手を染めたら、一人も二人も一いつ緒しよだ」

　自じ嘲ちよう気味の笑いを、カエデは漏もらす。

「冗じよう談だんでも、そんなことを言うな」

　あくまでエルバは反対する。が、カエデも譲ゆずらない。

「ならば、どうする。私は心を決めた。私を止めたいのなら、私を殺すしかないぞ」

　真剣だった。

　この場で斬きり合うことも辞さない──そんな意思が、カエデの目にはこもっていた。

「そんなこと、できるかよ。親しい人間は殺せない、と言ったはずだ」

　エルバの言葉に、カエデの表情はわずかにゆるんだ。

「そう言ってもらえるのはありがたいが──」

　が、すぐに口元が引き締しまる。

「仲間として行動するのも、どうやら今日までのようだな」

「待て！」エルバは必死に引き留める。「テッキが脱だつ落らくした今、俺達まで敵対してどうするんだ。それこそ、ブラナの思うつぼだろうが」

「ああ、そうだな。だが、もはや私はサクラを許すことはできない。そのこと自体をおまえが許せないのであれば、必然的に私とおまえは戦うことになる」

　一気にまくし立ててから、カエデは一息ついた。

「……こうなることまで、ブラナにとっては織り込み済みだったのだろうな。私達は彼女の手の平の上で踊おどらされていたに過ぎないのか……」

「…………」

　エルバは黙だまり込んだ。もはや、カエデを翻ほん意いさせることも不可能だ、と直感的に悟さとってしまった。説得の言葉を、これ以上思いつかなかった。

「だが、私はあくまでも私の意思を貫つらぬく。たとえそれが魔王の思おも惑わく通りだとしても、……私は私の道を進むしかない」

　最後にそう言うと、カエデは身を翻ひるがえし、廊下の奥へと消えていった。

「このような別れが待っておろうとはな」

　マロは少しだけその場に残り、言った。

「だが、マロども魔ま神じんは、ただ契けい約やく者しやの意思に従うのみ。さらばだ、エルバ。フホホ」

　そして、カエデのあとをついていく。

「どうするんだい、エルバ」

　ルナが問いかける。

　だが、エルバには何も答えられなかった。

　どうすればいいのか。エルバ自身が知りたかった。







　とあるホテルの一階のラウンジフロアで、四人の男が窓まど際ぎわの席に陣じん取どっていた。

　うち、南側の席に並んで座る二人は、軍警察の幹部とその従者だった。もっともスーツを着ているので、見た目にはそれとわからない。

　対照的に、北側の席に座る二人は、同じくスーツを着用していながら、これ以上なく目を引く出いで立ちをしていた。

　一人は、筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだをむりやりスーツの中に押し込こんでいた。眼鏡めがねをかけ、きわめて平和的な表情をたたえているが、一度暴れだしたら熊くまでも連れてこない限り止められないだろう、という気配を漂ただよわせている。

　もう一人は、スーツを着用し、かつ仮面を被かぶっていた。

「私の名前は、仮に棒ぼう石せつ鹼けんマンとしておきましょう」

　仮面の男──クラヴリー・ガーディアンは偽ぎ名めいを名乗った。

「一応──」

　軍警察幹部は、疑いの眼まな差ざしをクラヴリーに向けた。

「何故なぜそんな仮面をしているのか、尋たずねてもいいかね？」

「申し訳ありません。先だって、顔に熱湯を浴びてしまいまして」

　クラヴリーは噓をついた。

　そもそもクラヴリーは、半年ほど前に脱だつ獄ごくをしたばかりの立派な犯罪者である。脱獄事件直後の頃ころは、似顔絵入りの使命手配書がかなり出回った。警察官の前に出るには、顔を隠かくさざるを得なかった。

　ならばそもそも軍警察の前に出なければいいのだが、この件に関しては自分が責任を持つ必要を感じていた。クラヴリーの脱走が、フィールディングの悲劇の遠因となったのだから。加えて、この交こう渉しように失敗すれば、マーレボルジュからのお仕置きが待っている。

「単刀直入に言いましょう」クラヴリーは切り出した。「お問い合わせの件ですが、軍警察の人間を殺した犯人が判明しました」

「聞かせてもらおうじゃないか」

　幹部は話を促うながす。

「我々としては、黙って犯人の身み柄がらを渡わたしてもらえれば、それで文句はないんだがね」

「そうしたいのは山々ですが」クラヴリーはにこやかに応じる。「当方としても、確約がいただきたいですからね。東番外地への圧力をやめる、という。それに──相談すべき点もありますのでね」

「相談すべき点？」

「警官殺しの犯人の名は、ジョナサン・フィールディング」

　その名を聞いた途と端たん、幹部がわずかに動どう揺ようを見せた。

「その名は、──」

「ご存じでしたか。そう、軍警察の人間ですよ。人間だった──というのが正確でしょうか」

「馬ば鹿かな。彼は三ヶ月前に東番外地で殉じゆん職しよくしたはず──」

「ところが、生きていた」

　淡たん々たんと、クラヴリーは語り続ける。

「彼は暴動の際に、大おお怪け我がをしたのでしょう。三ヶ月の療りよう養ようの後、戻もどってきてボンダーマンとスパーキンを殺害した。残り二人は──まあ、巻き添ぞえでしょう。とはいえ、彼には彼なりの動機がありましてね。知っておられますか？　暴動の直前、彼の身に不幸があったことについて」

　その質問に、幹部はにわかには反応しなかった。が、従者が耳打ちをして、思い出す。

「ああ、そうだ。妹と弟が殺されたんだったな。可哀かわい想そうに」

　と同情の言葉を呟つぶやいてから、はっと息を吞んだ。クラヴリーの言わんとするところを理解したのだ。

「……それはまさか、ボンダーマンとスパーキンが、フィールディングの妹達を殺した、とでも……」

「ご名答」

　クラヴリーは笑え顔がおを浮うかべた。もっとも仮面のせいで、誰だれの目にも笑顔とは映らなかったが。

「そうです。彼の妹達は、警察官によって殺された」

「なにを馬鹿な。なんで彼らがそんなことをする理由が──」

「サイクス・バルヒーヨ」

　短く、クラヴリーは言った。

「彼の意思が働いていたと聞きます」

「……う……」

　幹部は言葉に詰つまった。連れん邦ぽう議員バルヒーヨの息がかかった者が軍警察内に複数いたことは常識だった。

「彼らはフィールディング自身を殺すつもりだった。ところがフィールディングが多た忙ぼうすぎて捕つかまらなかったので、代わりに妹弟を殺した。このたびの東番外地での悲劇は、そもそもあなた方に原因があったのですよ」

「…………」

　幹部は黙だまり込んだ。ことの重大さに、脂あぶら汗あせが流れ出る。

「……しかし」やっとの事で反論する。「その話、証しよう拠こはあるのかね」

「もちろん。当人が語ってくれましたからね」

　言って、クラヴリーは窓の外に視線を投げた。

　つられて、幹部と従者も窓の外を見て──

　一人の男が、立木の陰かげから会談の様子をじっと見守っているのに気づいた。

「……あれは、フィールディングです」

　従者が小声で指し摘てきした。

　幹部の目が大きく見開かれる。

「他ほかにも、証拠はありますよ」クラヴリーは言った。「警察の公文書館で、フィールディングの妹達の死亡日付が改かい竄ざんされていることを確かく認にんしています。公的には、妹達は暴動に巻き込まれて死んだことになっていますが、実際にはその数日前に殺されたのですよ。あとついでに言うと、フィールディングの墓は現状、空ですよね？　この事実が街に広く広まったら、一いつ般ぱん市民はどのような反応をするか──考えるまでもないでしょう」

「…………！」

　ますます、幹部は追いつめられた。

　軍警察の人間が殺人を犯おかし、しかもその事実を隠いん蔽ぺいした。組織ぐるみの犯行と思われることは必至である。そんなことが漏もれたら、一体どんな事態になるか。

　想像しただけで、幹部の身体は震ふるえた。

「とはいえ──」

　幹部の反応をじっくり見み極きわめた上で、クラヴリーは提案した。

「軍警察の評判がダダ下がりになるのは、当方としても見ていられない。あなた方は表から、私どもは裏から、ブルティエールの秩ちつ序じよを守る。いわば両輪だ。……そこで、取引と行こうではありませんか」

「取引、だと」

「はい。私どもは、これらの事実を全すべて封ふう印いんします。事実を決して口外しないとのフィールディングの約束も取り付けています。情報をマスコミに流すようなこともしません。だから、あなた方も東番外地への圧力をかけ続けることをやめる。お互たがいが幸せになれる取引だと思いますが──」

「待ってくれ」幹部は口を挟はさんだ。「そんなこと、私の一存では決められない──」

「いえ、決めて頂きましょう」クラヴリーは押した。「この場ではいと言って頂けないのならば、私どもは速そつ攻こうで噂うわさを流します。フィールディングとの約束も反ほ故ごですね」

　ぱくり、と幹部の口が開いた。

「なに、大だい丈じよう夫ぶですって」

　クラヴリーはあくまでもフレンドリーな態度を崩くずさなかった。

「あなたのお仲間方も、あなたの決断を支持してくれますよ。事実をぶちまけられるリスクを思えば、その即そく断だんは正解だった、とね」

　カバンから、クラヴリーは二枚の紙を取り出した。同じ内容が書かれた誓せい約やく書しよだった。

「ご納なつ得とく頂けたら、サインをどうぞ」

　しばらくの間、幹部は固まったまま動けなかった。が、結局のところサインをせざるを得なかった。




「随ずい分ぶんなやり手じゃないか」

　別れ際、幹部は悪意も露あらわに言った。

「そんな、馬鹿みたいな格好をしている割には」

「相手から馬鹿だと思われるのは、重要なことですよ」

　あくまで穏おん和わな態度を崩さず、クラヴリーは答えた。

「馬鹿が相手だと思うと、人は自然とガードを下げるものですからね」

　フン、と鼻を鳴らして答え、幹部は去っていった。

「一番タチが悪いのは、自分をやり手だと思っている馬鹿なんですがね」

　幹部が去ったのを確認してから、リデルがぽつりと言った。

「そうそう」クラヴリーが言った。「十年前の私とかな」

「おっと。そんなつもりで言ったんじゃ──」

「気にしなさんな。さ、デイジーを迎えに行こう」

　二人はホテルの中庭に入り、大木のもとに向かった。

　そこにはフィールディングとデイジーの姿があった。

「やあ」クラヴリーは仮面を外した。「問題は解決した。もういいよ」

「……了りよう解かいであります」

　デイジーは答えて、目から闇やみ照てらしの鬼き神しんの円盤レンズを取り出した。

　途と端たんに、フィールディングの姿は塵ちりに返り、空に消えていった。

「…………」

　塵が散っていく様を、デイジーは呆ぼう然ぜんと見つめた。まるで、フィールディング自身が天に昇のぼっていくのを見送るかのように。

「さてはて、これで良かったのだろうかね──自分でやっておいて、なんだが」

　クラヴリーは呟つぶやいた。

「彼の身の上に起こった悲劇は、闇に葬ほうむられることになる。どうも、自分の保身のために彼の名めい誉よを傷つけたのではないかという気がするね」

「いえ……これで良かったのではないでしょうか」

　沈しずんだ声で、デイジーは言った。

「あの人が、死後に騒さわがれることを望んでいたとは思えません。それに、妹達を殺した奴やつらに公的な裁きを受けさせたい、というのであれば、そもそも私し刑けいという手段には出なかったでしょうし」

「そうですよ、大将」

　リデルもデイジーに賛同する。

「ありがとう、二人とも」

　クラヴリーは軽く頭を下げた。

「フィールディングもそう思っていてくれればいいんだがな……」

　意味のないことだ、と思いつつ、クラヴリーは空を見上げた。死者にはもはや、自分の意見を表明することはできないのだ。







　その日の晩、フィールディング埋まい葬そう作戦は実行された。

　深夜にこっそりとフィールディングの棺ひつぎを霊れい園えんに持ち込み、既すでに建っている墓石の隣となりあたりに穴を掘ほって、埋うめる。

　悪あく魔まの力を使っても、かなりの重労働だ。エルバは面子メンツをできるだけかき集めて、ことに臨んだ。

「端はたから見たら、死体泥どろ棒ぼうに思われるだろうねえ」

　穴を掘りながら、ルナが呟く。

「人が来ねえことを祈いのるしかねえだろ」

　リデルが答えて、やはりひたすらに穴を掘る。

　やがて、棺を埋めるだけの穴を掘ることができた。一同は棺を穴に収めた。

「……お別れでありますね、先せん輩ぱい」

　用意していた花束を、デイジーは棺の上に投げ込もうとした。

「待って……」

　バーミッサが声をかけて、束から一本だけ花を抜ぬき出した。自分の手で、花を棺に捧ささげる。

　デイジーが花束を投げ込んだ後、一同は黙もく禱とうした。

「……さて」

　黙禱が済んだ瞬しゆん間かん、クラヴリーがスコップを持ち上げた。

「さっさと埋めるぞ。時間がない」

　一同は事務的に土を埋め戻した。

　他ほかの場所には雑草が生えているが、掘り返した部分は土が露ろ出しゆつしている。その辺の雑草をむしり取って掘り返した部分にかけ、覆おおい隠かくす。付け焼き刃ば的処理だが、仕方がない。

　かくして、埋葬作戦は終しゆう了りようした。

「……ところで」

　作業終了後、エルバはバーミッサに問いかけた。

「これからどうするつもりだ？　おまえ……」

「あなた方に復ふく讐しゆうするのは、もうやめた。安心して」

　疲つかれ切った口調で、バーミッサは答えた。

「今いま更さら、やり合う気にはなれない。フィールディングの言葉を守ることにする……」

「そうか。おまえは……復讐を忘れるのか」

「コーマックを直接殺したのは、あんた達じゃない。そのことを、思い出した」

　言って、バーミッサは視線を空に向ける。闇に覆われた空に。

　コーマックの死を受け入れたのか、とエルバは思った。その割に、口調はいまだにコーマックのものだが。染しみついてしまっているのかもしれない。

「とはいえ、どうしたものかな……。もうセブンデイのところに戻ることもできないし、フォッグビルも論外だ。落ち着ける場所を探さないと──」

「イヤならイヤと言ってくれて構わないんだけど」

　ルナはクラヴリーを指さした。

「あの人に、『かわいいメイドさんはいりませんか？』と言ってやれば、間ま違ちがいなく家に住まわせてくれると思うよ」

「…………」

　バーミッサはしばらく黙だまった後、

「……少し考えさせてほしいね。色々な意味で」

　そう答えた。







　翌日、博物館にてエルバはイヤな報告を受け取った。

「テッキが目を覚まさない、だと……」

　声に焦あせりの色がにじみ出るのを、エルバは自覚していた。

「そうなんだ。眠ねむったきり、目を開けないんだって……」

　そう語るルナの声も、ひどく消しよう沈ちんしている。

「冗じよう談だんだろ……？」

　思わず、エルバはテーブルに手をついた。支えがないと、倒たおれてしまいそうな感覚に襲おそわれる。

「まだ、最悪の事態に至ったと決まったわけではありません」

　デイジーが、慰なぐさめの言葉を口にする。

「目を覚ますまで、数日かかるだけかもしれません。つい半月前、エルバ自身がそうだったではありませんか」

　言われてみれば、とエルバは納なつ得とくした。

　シローとサクラから瀕ひん死しの重傷を受けた時、エルバは三日間眠り続けた。エルバ自身にとってはほとんど一瞬のことだったが──

　待たされる身となると、ただの一分一秒でもこんなにつらいのか。

　あの時以来、テッキは人が変わったようになった。妙みような奴だと思っていたが、今ならば理解できる。この体験は、人の考えを根本から変える。親しい人間の命が生死の境をさまよっている──そんな宙ぶらりんの状じよう況きように二日三日とおかれたら、おかしくなってしまいそうだ。

「近いうちに、博物館に連れてきましょう」デイジーは言った。「住み慣れた場所の方が、落ち着くでしょうからね」

「それがいい」ルナが頷うなずく。「祈るしかないね。テッキちゃんが早く目を覚ますこと……」

「そうだな」エルバは答えた。「目が覚めるのなら、叩たたき起こしてやりたいところだが……」

「それ、館長殿どのも言ってました」

　デイジーの指摘に、

「……そうか」

　エルバは苦笑いするしかなかった。

　がらんとしたラウンジを、エルバは見み渡わたした。

　かつて、ここにはテッキとサクラがいた。

　ファルナにカエデもいた。

　けれども今、ここにはエルバとルナ、デイジーしかいない。たった三人──正確には二人と一柱──にとって、ラウンジはあまりにも広すぎた。

　あまりに空くう虚きよ。それは、エルバの今の心を反映しているかのようだった。

　エルバの心は、空っぽだった。
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　六むつ塚づかです。

『レンズと悪魔　Ⅹ魔ま神じん狂くるい咲ざき』をお届けします。




　読者の皆みな様さまのご愛あい顧このおかげでシリーズ十巻に到とう達たつしました。このご時世に二桁けた巻数まで進められるとは、まったくもってありがたい話です。二年半で十冊だから、なかなか悪くないペースですね。センカも並へい行こうして進めていくので、ここから先、少々ペースは落ちるかもしれませんが。

　どうにか物語の完結まで走りきりたいと思っております。なので、今後とも応おう援えんよろしくお願いします。まだ頑がん張ばるよ！




　内容は……というとドロドロヌマヌマした感じになっていると思います。

　こんな風にならざるを得ないよね？

　勝ち残るのが八人中ただ一人である以上、七人の敗者が生まれるのが必然なので。

　その割にクラヴリーはかなりフリーダムな人生を送ってますがね。なんでこいつだけ、負け抜ぬけしているくせに妙みように生き生きしているのか、自分で書いておきながら不思議。

　クラヴリーとその一党を主人公に、八眼デイアボリツク争覇パーテイとは一いつ切さい関係ない外伝でも書いてみたら面おも白しろいかなー、などとも思う今日この頃ごろです。







　今回の話に関するどうでもいい補足を一つ。

　ヒマラヤスギって実はマツの仲間らしいんですよ。




　昨年の盆ぼん、人と一いつ緒しよに京きよう都と府ふ立りつ植しよく物ぶつ園えんに行って、ヒマラヤスギと遭そう遇ぐうしたのです。

　全高十数～二十メートルにはなろうかという巨きよ木ぼくはただでさえ目を引いたのですが、鮮せん烈れつに印象に残ったのは、広く大きく張り出した枝葉から生えるマツボックリの大軍でした。

　緑色をした長さ十センチくらいのマツボックリが無数に飛び出しているその様子は、まるでなんらかの巨大モンスターが卵を無数に産み付けたかのような風景だったのです。あれは本当に不気味だった。




　その時議論になったのが、「何故なぜスギからマツボックリが生えているのか」という疑問でした。話し合った結果「よくわからないが、暫ざん定てい的てきにこれをスギボックリと呼ぶことにしよう」という結論になったのですが、帰宅後ネット等で調べてみたところ「ヒマラヤスギはマツの仲間」との衝しよう撃げき的事実が発覚、つまりあれはやっぱりマツボックリと呼ぶべき存在だったのだ──と落ち着いたのです。

　マツの仲間にヒマラヤスギなんて紛まぎらわしい名前をつけたのは一体誰だれなのか。たしかに外見上はあまりマツに似てないけど……マツボックリを見た瞬しゆん間かんに「これはマツの仲間だ」ってわかるんじゃないのか？




　というわけで、作中では正確を期すため、「ヒマラヤスギ」に生えるものでありながら「マツボックリ」という名前にしております。本当にどうでもいい話ですが。ヒマラヤスギに生えるからってスギボックリって名前じゃあないんだ。

　そもそも作中人物が日本語を話しているわけじゃないから、関係ないんですけどね。なんでスギなのにマツボックリなんだ、というごく正当な疑問を抱いだく読者がいるかもしれないので、念のため。




　ともかく、植物園はいい所ですよ。四季ごとに咲さいている花が異ことなるし、世界中の謎なぞ植物が揃そろっていると見るだけで楽しい。少なくとも人生で一度くらいは「ヒマラヤスギのマツボックリでけー！」と驚きよう愕がくする経験をしておくべきだと思います。







　次の巻で、ついに八眼争覇の決着を見る予定です。多分バトルロイヤルだ！

　でもまだシリーズ完結とはならないのですよ？





六　塚　　光　　
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